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　フェアリーテール







　気付けば真っ白な空間にいた。

　立っているのか、寝ているのか、座っているのか。あるいは、そのどれでもないような、不思議な感覚で俺はそこにいた。

　ただ、そこに在ある。

　周りを見渡しても、白一色。地平線も何も見えない。白銀の世界なんて生易しいものではない、一切の不純物を許さないような冷徹な白。あまりにも現実味のない風景が見えているというのに、なぜかこれが夢ではないという圧倒的な現実感だけは明確にある。

　呼吸ができていないような、そんな気がするのに苦しみもない。

　俺は、今まで何をしていたんだっけか……。

　思考を巡らせようとしても、それを拒むかのように上う手まく思考が働かない。考えることができても、それを結論に至らせることがなかなかできない。

　おぼろげながら、ひとつだけ思い出す。

　ここは、前に俺が願いを叶えた場所。

　奇跡を起こした、不思議な空間だ。

　なぜ、ここにいるのだろうかという驚きと、焦燥感が同時に湧き上がってくる。

　しかし、そんな感情を抱いてもどうにもならず、歯がゆさがこみ上げるだけだった。

「要請を確認。データフィードバック開始。クライアントアプリケーションを起動」

　あの時と同じように、出元不明の機械のような音声が流れてくる。

「正常に…理を…始します。ジー………ーン。一致。ヒスト…………タ。一致。……名、………照、…………」

　しかし、突如として、音声は耳障りなノイズ混じりになった。

　前に聞いたようなクリアーな機械音声ではない。

　まるで、遠い場所で何かが行われているかのように。

「設定…受理しま………最後………人の音声………確認を……………います」

　途切れ途切れの声。

　徐々に頭が痛くなってくるような……。

「媒体名『…モリー………』の世界………投影………。よろしい……あれば『…い』。やめ………あれば『いいえ』と発声…………さい。………、やめた場………のプロ……ムは停止…、………あなたの……に………与え………………………」

　俺は何もできなかった。

　声を出すこともできず、ただ、聞いていることしかできない。

「クライアントからデータ受信。フェアリーテールシステム、アカシックサーバー起動」

　突如として、システムが切り替わったかのように、再び音声がクリアになった。

　最初から何もわからなかったが、拍車をかけてわけがわからない。

　堰せきを切ったように、高速に電子音声が駆け巡っていく。

「補正率、二三・五六パーセント。投影率、三九・四八九パーセント」

「アーキテクチャ作成完了。設定に従い、各種オブジェクトを生成」

「ワールドレイヤークラス新規作成。インサート」

「シナリオクラス新規作成」

「キャラクターナンバー１、シナリオデータコンバート。実行」

「キャラクターナンバー２、３、４、シナリオデータコンバート。スキップ」

「設定に従い、人物クラス作成」

「キャラクターナンバー０、人物クラス、継承」

「キャラクターナンバー１、適合者検索…………」

「該当者一名。適合率。二三・二五三パーセント」

「条件分岐。適合率九〇パーセント以上。非合致。偽文実行。人物クラス、新規作成」

「キャラクターナンバー２、３、４、５、人物データ適合者検索。スキップ」

「フェイズ完了。コンパイル。エラー。『Ｓ』二件。フェイズ再開」

「バグ原因特定。シナリオ進行における人物不足」

「設定バグ指定。必須データ収集」

「キャラクターナンバー２、５。キャラクターデータ二名抽出」

「キャラクターナンバー２、適合者検索…………」

「該当者一名。適合率。六八・九八九パーセント」

「副条件分岐。適合率六〇パーセント以上。合致。真文実行。人物クラス、継承」

「キャラクターナンバー５、適合者検索…………」

「該当者零名」

「副条件分岐。適合率六〇パーセント以上。スキップ。人物クラス、新規作成」

「補正率修正、三八・四〇パーセント。投影率修正、六八・二七七パーセント」

「フェイズ完了。コンパイル。エラー。『Ｓ』一件、『Ａ』三件、『Ｂ』五件、『Ｃ』二五件、『Ｄ』一二五件。累計五八ポイント。フェイズ再開」

「バグ原因特定。別ワールドレイヤークラスが競合。レイヤークラス名『エターナル イノセンス』。設定者の記憶インスタンスに、問題因子が存在」

「シナリオ進行に支障。『エターナル イノセンス』レイヤー、一部修正要請」

「特例許可。『エターナル イノセンス』設定者の記憶インスタンス、プロテクト一時解除。バックアップ。設定者規則に基づき、一部削除。再プロテクト。実行」

「フェイズ完了。コンパイル。エラー。『Ｂ』一件、『Ｃ』五件、『Ｄ』一二件。累計八ポイント。フェイズ再開要請」

「誤差範囲内。シナリオ進行支障皆無。公オーソ認ライズ。強制コンパイル。プロセス終了」

　終了を告げた声と同時に、どこかでカチッと、歯車がはまったような音が、その世界に鳴り響く。

「準備完了。新規ワールドレイヤー。投影、開始」

　そして、俺の視界が白から灰色へ、灰色から闇へと染まっていき、俺の意識は完全にこの世界から切り離された。







　幼きフラグ







　少女は、がむしゃらに叫びながら走っていた。

　秋空の下、狭い住宅街をそのおぼつかない足取りで、何かから逃げるように全力疾走している。

　少女の顔には、止めどなく涙が伝い、この世のままならない絶望を初めて味わったような、そんな表情が浮かんでいた。

「おとーさんのバカ……！　おかーさんのバカ……！」

　生みの親への悪口が零れていく。

　そんな風に叫びながら走るまだ小学生にもなっていないであろう少女に、時々すれ違う人たちは何事かと視線を向けるが、声をかけられるような暇もなく過ぎ去っていく。

　少女は心の中で、何な故ぜ、こんな悲しい思いをしているのだろう、と悲嘆する。

　つい、一時間前まではワクワクしていたはずなのに。今日は自分の誕生日だったのに。

　父も母も、会社の用事で今日は誕生日を祝えないと謝ってきたのだ。

　今日やるって、言ったのに。心の中で、強く憤る。

　両親と、そして大好きな男の子と一緒にケーキを食べて、誕生日プレゼントをもらって、みんなで楽しく過ごすはずだったのに。

　自分が悪い子だったからなのか。

　だから、父も母も、自分の誕生日を祝ってくれないのか。

　自分の何が悪かったのか、何故こうなってしまったのか。

「ばか、ばか、ばか、ばか、ばか、ばか」

　少女は、悪口を呟つぶやきながら、そして、ついに燃料が切れたかのようにその足を止めた。

　そして、周りを見渡して、ようやく気付く。そこは少女が初めて来た、自分の見知らぬ公園だった。

　公園内で、屋根の役割を果たすかのような巨大な木が、少女の心に未知なるものという恐怖心を植え付ける。こんな、巨大な木は今までに見たことがなかった。

「ここ、どこ？」

　夕方という時間が過ぎて、夜になろうとしている黄たそ昏がれ時どきのせいなのか、遊んでいる人は誰もいない。

　見慣れない風景。見たことがない公園。どこを見渡しても、知っている物がない。

　少女は活発で、いつも様々な場所に遊びに行くような跳ねっ返りではあったが、帰れないかもしれないとなると話は別だった。どこをどう走ってきたかも覚えていない。

　先ほどまでの親に対する怒りは、『帰れない』という恐怖に変化していった。

　もう、疲れて動けない。木の幹にもたれかかるようにして、少女は座り込む。

　淡い夕焼けが、紫に変わり、徐々に夜の帳とばりが下りてくるのが少女の目に映っていた。

「たけちゃん、どこにいるの……」

　周りを見渡して、大好きな、いつも一緒にいる男の子の姿を探した。

　当たり前だけど、どこにも見つからない。

　やっぱり、自分は悪い子なんだと心の中で自じ虐ぎやくする。何かのバチが当たったのだと。

　もう帰れない。そんな考えが、少女の中で唐突に浮かんでくる。

　もう一生、みんなと会えないかもしれない。子供特有の不安が心を侵食していく。

「やだよ……」

　少女は自分の心の中をそのまま呟く。

　自分の声が聞こえたことに現実感を覚え、さらに恐怖心が湧き上がっていった。

「たけちゃん……！　たすけて……！」

　少女は、思わず力一杯叫んだが、弱き叫びは虚こ空くうへと溶けていく。

　周りには誰もおらず、少女は公園の木の下にひとりぼっちだった。

　しかし、そんな中、唐突に希望は現れた。

「あっ、いたー！」

　少女と同じような幼い声。

　その声を聞いた瞬間、少女は即座に声のした方向へと振り向いた。

　少女といつも一緒の大好きな少年が、木にもたれて座っている少女に駆け寄っていく。

「どこにいたんだよー。すっごい、さがしたぞー！」

　どうして少年が、見知らぬこんな場所で自分を見つけることができたのかなど、考えもしなかった。何しろ、少女には少年がヒーローに見えていたのだ。見つけた理由など、少女の中では、些さ末まつなものでしかなかった。

　元気よく声をかけてくる少年を見て、少女は気力がなかったことも忘れ、立ち上がる。

　そして、力の限り、思いっきり抱きついた。

「たけちゃん！　たけちゃん！　たけちゃん！」

　少女は少年の肩に顔を埋めて、力一杯、しゃくり上げる。

「なきむしだなー。ほんとうに」

「だって……。だって……」

　小学校にも上がっていない少女が、見知らぬ土地に来れば心細くもなる。

　この頃の少年には、まだまだデリカシーが足りなかった。

　少しだけ落ち着いた少女が、少年の体から離れるが、代わりに手が強く強く握られる。

「ほら、はやくかえろう。このあたりは、ぼく、よくしってるから。かえって、たんじょーび、しようよ」

　少年は少女を慰めるが、少女は泣き止む気配がない。

　困った少年が、そのまま立ち往生していると、嗚咽しながら彼女は言葉を紡いだ。

「はなれちゃ、やだよ……」

　そんな悲しそうな少女に、「うん」と少年は力強くそう答えた。

　少女が摑んでいる少年の手を、ぎゅっとさらに強く握って両手で引き寄せる。

「ずっと……、いっしょだよ」

　少年にとっても大事な幼おさな馴な染じみの少女は、祈るようにそう呟き。

　そして、やさしく、少年の頰ほおにキスをする。

「たんじょーび、おめでとう！」

　そして、その少年は、そのキスに生誕の祝いを返した。







　恋愛成就の木







　夢を見た気がした。ただ、それは気がするだけで、内容はまったく思い出すことができない。夢の内容を何となく覚えているような感覚が、砂のように流れ落ちて、消えていってしまう。奇妙なことに、懐かしさだけははっきりと心に残っていた。

　なんとなく、目が覚める。

　残暑の厳しい九月の朝は、部屋が夜のうちに熱を出し切ることができず、まさにじっとりとした蒸し風呂と化すため、一旦覚かく醒せいしてしまうと二度寝するのが難しい。だから、

「おにーちゃーん。あ～さ～だ～よ～、あ～さ～だ～よ～」

　という、義理の妹である夏なつ海みの声で起きようと思えば起きられた。

　ただ、ここで起きると、どういうわけか夏海は一日中不機嫌になってしまうのだった。夏海にとって俺を起こしに来るのは、朝、顔を洗うという行為に近いのかもしれない。

　そういう理由もあって、俺は寝たふりを決め込むしかなかったりする。

「起きないなー、もー」

　夏海は俺が起きていないのを確認してから、俺の体にかけられたタオルケットを持ち上げ、いつものように布団の中に潜り込んでくる。侵入してくるごとに、遠慮なしに夏海の手が体のどこかに当たるため、くすぐったい。

　そして、夏海の体が完全に俺に密着したと思ったら、夏海はあっという間に寝息を立て始めた。一分と経っていない。早いなー。やっぱり、まだ眠いんじゃないのか？

　じんわりと夏海の温もりが移ってくる。

「ほにーひゃーん……」

　寝言。彼女の頭をタオルケットの中でやさしく撫なでる。

「ふにゅ～……。にゃうー」

　気の抜けきったような幸せな吐息が漏もれる。子猫のような妹だった。俺も自然と顔がゆるんできてしまうのを感じた。

　そして、しばらくそんな温もりを味わっていると、窓を開く軋きしみが耳に入ってきたので、顔のゆるみを即座に引き締める。

「……おじゃましまーす」

　控えめな声量で部屋の中に進入してくる幼おさな馴な染じみの理り恵え。俺を起こすために来ているのだから大きな声で入ってきても良いと思うんだけどな。律義な女の子だ。

　静かな足音と共に、近づいてくる気配がする。

「ほら、武たけちゃーん。朝ですよー。春はる姉ねえの朝ご飯が待ってるよー」

　定型句で俺を起こしにかかる理恵。俺の体を揺すり始めている。手からわずかな温ぬくもりが体に伝わってくる。そんな優しい温もりが、残っていた眠気を排除して、覚醒を促してくる。

　しかし、最初から目が覚めていると起きるタイミングが難しい。

　今更ではあるが、気恥ずかしくなってきた。

　頃合いを見計らって、ゆっくりと体を起こして、起こし主に向かって挨拶した。

「おはよう、理恵」

「うん。おはよう、武ちゃん」

　目に入った理恵は、俺たちが通う高校の夏服を着ていた。白の半袖Ｙシャツの上に、下には青いチェック柄のスカートを履いている。トレードマークである純白の帽子をかぶって、その端から柔らかなそうな髪が肩まで伸びていた。髪が朝日に反射すると、神秘性を感じるほど綺麗に見える。

　俺が起きたのが嬉しいのか、その顔に微笑を浮かべていた。

『エターナル イノセンス』という恋愛アドベンチャーゲームに登場する幼馴染のキャラクターだが、今は歴れつきとした人間だ。

　理恵は俺が起きたのを確認すると、続いてタオルケットを足側からめくっていく。理恵の普段からのめくり方だった。

「ほら、夏海ちゃん。朝だよー」

「ふああ～～～い～……」

　夏海も俺の腰から体を起こし、こちらに向き直ってくる。

　小学生と言っても通じそうなほど小さな体で、それに比例した幼い顔立ち。活発そうな印象と保護欲が湧き出てくるほどのイメージが心に残る。尻尾を二つに束ねた髪のツインテールがさらに幼さをアピールしている。うちの学校の夏服を着ているが、話を聞くにどうも特注らしい。小さすぎるからだろうな……。

　元々、夏海も理恵と同じゲームに登場する主人公の義理の妹で、幼い時からずっと一緒に過ごしているという設定なのだが、今では本当に俺の妹で、俺は夏海の兄なのだ。

「おはよー、お兄ちゃん♪」

　ニコッという擬音が聞こえてきそうなほど、可愛い笑顔で挨拶してくる。

「うん、おはよう」

　起きていたというのに、そんな風にこちらからも白々しく挨拶。頭を優しく撫でてあげると、感触を堪能しながらクリスマスプレゼントを枕元に見つけたように幸せな表情になる夏海だった。それにつられて、俺も幸せな気分になっていく。

　二人を一階に降ろしてから、俺も夏服に着替え、居間へと下りる。

「おはよう、たーくん」

　居間へと入ってすぐに満面の笑顔で出迎えてくれたのは主人公の義理の姉という設定の春はる海み姉さんだ。通称春姉。夏海の実の姉でもある。彼女も元はゲームキャラだったけど、今では俺の姉であり、俺自身も本当の家族だと思っている。

　腰の辺りまで伸ばした綺麗な髪。穏やかさと年相応の無む邪じや気きさが同居した顔でこちらを見ていた。理恵と同じ夏服を着ているが、朝の準備のためフリルのエプロンを着けており、それが非常に家庭的かつ可愛らしい。見つめ返すと、微ほほ笑えみ返してくるのも、いつもの春姉だった。

「おはよう、春姉」

「それじゃ、朝ご飯にしましょうか。たーくん、いっぱい食べてね」

「もちろん」

　テーブルには、すでに見事な朝ご飯が並んでいた。

　みんなで、テーブルのところに座って「いただきます」の言葉を交わして、春姉の作った朝ご飯をいただく。

「おいしいよ、春姉」

「えへへっ……。そう言ってもらえると、お姉ちゃん冥みよう利りに尽きるなぁ……」

　本音を言うと、はにかんで頰ほおを赤らめる春姉、その表情は年相応に可愛い。

　こんな異常な日常。

　ギャルゲー主人公のようだと思われること請け合いだという自覚はある。

　だけど、これが俺の今何よりも大切で大事な『日常』だった。







　ギャルゲーユーザーなら。

　一度は誰でも主人公になってみたいと思ったことがあると思う。

　みんなが最初から自分に惚ほれていて、高たか嶺ねの花なあの子も、身近なあの子も、すでにフラグは立ってるみたいなそんな理想郷。ちょっと気難しいあの子もイベントをこなしていけば、今までの態度をひっくり返して甘えてくるとか、本当にそんなことがあったらもう最高だと思う。

　俺の日常がそんな夢のような状況になったのは、今から約四カ月前の話になる。

　俺のパソコンにいつの間にか、メールが届いていた。

『あなたの世界を変えてみませんか』

　という、うさんくさいスパムのようなメールに、気まぐれで返信したのがきっかけ。

　思いっきり疑いながらも、理想の世界やキャラクターを投影できるということで、俺は『エターナル イノセンス』というゲームソフトを選んだ。

　そして、あろうことか、現実が俺の設定通りになってしまったのだ。

　いないはずの幼馴染や義姉妹、学園のアイドル的存在が出てきた時は本当に驚いた。とはいえ、そんな自分の妄想が現実化したことに内心興奮して、ギャルゲーのような生活ができることに想いを馳はせていた。

　しかし、だ。現実はもう大変だった。

　ゲームにはない想定外の展開が巻き起こり、ヒロインたちみんなのシナリオは当然のように進行するし、様々なトラブルに見舞われたりと、あと少しでみんなが不幸になるところだった。いや、ほとんど不幸になっていた。

　そんな、誰もが未来のわからない現実で。俺は運良く彼女たちを救うことができた。

　もちろん、俺がすごいことをやったわけじゃない。俺はやるべきことをやっただけで、救われたのはみんなのおかげだと今でも思う。

　ただ、俺の設定の仕方もあって、その後、彼女たちはこの現実から消えてしまった。

　今、彼女たちが『いる』のは奇跡の欠かけ片らが残っていたからだ。

　呼び戻した理由は、自分の誓いを果たすため。

　夏休み初日に「忘れた方が良い」と、唯一事情を知る伊い藤とうゆうきに言われたことがあった。

「終わりがあるからこそ、ゲームなんだと思う」と。

　だけど、俺にとって、彼女たちは虚構ではなかった。温もりがあって、喜怒哀楽があって、それぞれに友達がいて、少しだったけど過去が出来てきて……。

　俺たちと何も変わらなかった。

　日々の生活に笑い。苦しみ。喜びを分かち合う。

　あのまま生きていられれば、彼女たちは普通に人生を全まつとうしたはずだ。

　俺はまだ彼女たちに何もしていない。

　俺は、彼女たちのシナリオを消化しただけで、何一つ目的を為していない。

　彼女たちに、現実での未来を、現実での本当の幸せを、何一つ見せていないのだ。







　いつものように家を出て、いつもの通学路。みんなと一緒の登校だ。

　車が二台ギリギリ通れる程度の住宅街の舗装された道路を歩いているだけで、眩まぶしい朝日から生成された夏の空気が容赦なく体に染みこんでくる。もう九月も末だというのに天気予報で二九度と予想されていた朝の気温が、風もないせいか、さらに熱いように感じられた。もっとも、この気温で風が吹いても熱風が運ばれるだけのような気もするけど。ぽつぽつと見える同じ学校に向かう生徒たちも、心なしか足取りが重そうだ。

　この辺りに屋根でも出来ないだろうかと、ありえない空想をしつつ、横に視線を移すと右に春姉と理恵がいて昨日の料理対決番組などについて会話しているようだった。

　ふと左腕に重さを感じたので左を向くと袖を夏海が摑つかんでいた。目が合うと、笑顔を向けられて、少し照れが入ってしまう。夏海のこれは少し恥ずかしいが、前に「袖を摑んで登校するのをやめないか」と夏海に提案したら、涙るい腺せんが決壊しそうなほど寂しい顔をされて以来、とりあえず現状のままとなっている。

　甘いですか。甘いですね。でも、可愛い妹の頼みは断れないんです。

　設定のせいで体も精神も幼いが、春姉の話では二次性徴がまだ来てないだけっぽいので、ゆっくりでも成長していけるはずだ。それを助けるのが兄である俺の役目だと思う。

　そして、しばらくたわいのない話を交わしながら学校に向かって歩いていると、

「つっづっきくーん、おっっっっはっっっっよ―――っ！」

　ハイテンションな挨拶と小気味よい足音が、背後から聞こえてきた。今日も今日とて、元気いっぱいな声が辺りに響き渡る。恥ずかしくないのかなぁ。

　振り返ると、『エターナル イノセンス』における学園のアイドルという設定だった神かぐ楽ら咲さきが走ってきていた。特徴的なポニーテールが今日も元気に揺れている。新雪を思わせる透き通った肌は前から綺麗だったけど、病気が治ったこともあり、健康的にも見えるようになった。先ほどの挨拶も、何かの封印が解けたかのような覇は気きがある。

　咲は俺の前まで走ってくると、片手を敬礼するようにして「や！」と言いながら、挨拶のジェスチャーをしてくる。

「おはようございます、神楽さん。今日もあっついねー」

「おはよー、神楽おねーちゃん」

「おはよう。咲ちゃん。朝から元気ね」

　理恵、夏海、春姉がそれぞれ朝の挨拶を口に出すと、咲は「おっはよーございます！」と元気よく返してきた。

「おはよう。今日もハイテンションだな」

　俺も挨拶した。暑さのせいで、少し気け怠だるげになってしまったかもしれない。

「もちろん！　良い天気だし、気持ちいいし、体は軽いし、このまま遊びに行きたい気分だよっ」

　こらこら、優等生。そんなことを言ってどうする。俺だって、許されるのならば遊びに行きたいというのに。……いや、家のクーラーで冷えた部屋にこもっていたい、が正解かな。

　咲はそのまま遊びに行くこともなく、俺たちに自然に混ざって、一緒に学校に向かって歩いていく。あっという間に、咲もこの中に溶け込んでしまった。

　そんな咲は、最近になって微細ながら、変わった点が二点ある。

「あ、猫だー」

　そう言って、彼女は道脇のバイクのシートの上で蹲うずくまる猫を前に、スカートのポケットからシルバーカラーの小さなデジカメを取り出して写真を撮っていた。シャッターを押すと、いきなりフラッシュが焚かれて、当然、猫はビックリして逃げ出してしまう。

「あ、ありゃ……。フラッシュ設定、初期化されてる……」と、頭を捻ひねる咲。

　とまあ、写真を撮るという趣味が出来たというのが一つ。デジカメを最近、親父さんに買ってもらったらしい。腕は今みたいに、凡ミスが多いみたいだけど。

「神楽さん、毎日、色々撮ってるねー」

「うん。楽しいよっ」

　理恵が感心したように言うと、咲は楽しそうに返答した。

　前に話を聞いたところによると、

「病気が治ったころから、世界が変わったように見えたから、かな？　死ぬって思ってたころは、別に何の感慨も湧かなかったんだけど、世界はこんなにも綺麗だったんだって気付いたの。だから、色々とこの綺麗な世界を撮って残していきたいなー、って漠然とだけど、そう思ったんだ」

　と、返答をもらっていた。ゲーム側のエピローグでは病気が治った時に、世界はこんなにも綺麗だったんだね、と言ってたし、その辺りが行動に結び付いたのかもしれない。

　なんにせよ、無趣味だった咲が、趣味を持ったのは俺も歓迎していた。毎日、必ずデジカメを持ち歩くようにしているらしいしな。被写体になるのは、あまり好きじゃないから、俺自身はまだ撮られていないけど。

　そして、変わった点は、もう一つ。

　その趣味が高じてか忙しくなったからかどうかは知らないが、以前のように人前で、咲が腕を絡めてくるほど、俺に対して積極的ではなくなっている。それが普通じゃないということに気付いたからか、恋人というわけでもないから遠慮してるのか。

　単に今は、気温が高いからかもしれないが。

　彼女たちと奇跡の再会を果たしてから、すでに一カ月近く経っている。だが、そんな簡単に彼女らのことがわかるわけもなく、自分の気持ちが突然理解できるようになるわけもなく。彼女たちへの答えが、俺は未いまだに出せていない。

　彼女たちには「焦あせらなくても良いよ。今の関係だって、悪くないでしょ？」とか「今は、再会できただけで満足だよ」と、俺にとってもっとも都合の良いことを言われている。俺自身が納得ができたわけではないが、答えを出せていない現状では言葉に甘えざるをえなかった。

　俺が、彼女たちにふさわしいとも今はまだ思えていないし、好きになってもらえるような努力もできていない気がするし。俺はまだまだ精進する必要がある。

「ほら、武ちゃん。そんな顔してないで、早く行こうよー」

「武たけ紀のりくんっ。朝から悩んでも面白くないよっ」

　理恵と咲がそれぞれ、俺の方へ振り向いて、声を掛けてくる。

「ああ、わかってるって」

　結局、俺は今その場で考えてもどうしようもないことを考えるのをやめて、彼女たちとの登校を会話しながら楽しむことにしたのだった。







　しばらく歩いて下りの坂道にさしかかると、ようやく学校の正門が見えてくる。今日も二人ほどの教師が目を光らせていた。まだ授業が始まる二十分前だし、服装もちゃんとしてるから呼び止められることもないけど。

　正門から学校の中に入って、グラウンド横にある細い道を進むと一年生用の四階建ての第一校舎と三年生用のこちらも四階建ての第二校舎が目に入る。ここで春姉と夏海とはお別れだ。

「たーくん、ちゃんと勉強に励はげむんだよ？　寝たりしたらダメだからね」

　頑張ります、としか言えないです。はい。

「大丈夫です。わたしがいつも見張ってますからっ！」

　自信満々に宣言する咲。そうか、時々感じていた視線はおまえのものか。

「じゃーね、お兄ちゃん！」

「たーくん、バイバイ。今日は、一緒に帰ろうねー」

　手を振って、夏海と春姉は去ってしまった。周りに生徒も少なからずいるせいで、少し恥ずかしい。ああも明け透けに接してくれるのは嬉しいんだが、遠慮がないというのもなぁ。

　春姉と夏海の後ろ姿を見送ってから、理恵と咲と一緒に二つの校舎の間を抜けて奥へと向かった。二年生の校舎はこの奥にあるのだ。

　二年生用の第三校舎に到着して昇降口に入る。校舎の中に入って、建物内特有の空気を感じながら、下駄箱で上履きに履き替えてから三階まで階段を上ると、反対側の教室に行く理恵とお別れだ。

「それじゃあね。神楽さん、武ちゃんをよろしくねー」

　世話焼きらしく、そんな常じよう套とう句くみたいなことを言って去っていく理恵。何をよろしくするというのか。でも、ちょっと嬉し恥ずかしいのは内緒だ。

「じゃあ、よろしくするね。行こ、武紀くん」

「おー」

　理恵とは逆の方へとお互い歩き始めて、自分たちのクラスへと向かう。

　教室へと入って、すでに登校してきたクラスメイトたちと挨拶を交わした。

「「おはよー」」

「おーっす」「おはよう！」

　今日もまた、幸せな一日になるように、頑張ろう。

　こうして、いつものように普通の学校生活が始まっていく。




「恋れん愛あい成じよう就じゆの木？」

　そんな台せり詞ふが寝ぼけた頭に耳から入ってきた。この声は、咲か。やっぱり、可愛い声だよなー。その声で気抜けした頭が覚醒してくる。眠っていたことで体が忘れていた蒸し暑さを思い出してきた。体中に汗が張り付いていて気持ち悪い。

　体を起こして、目を開ける。周りのクラスメイトたちはそれぞれのグループで集まって「帰りにどこ寄る？」といった放課後のような会話をしていた。

　横に顔を向けると男女四人のグループが、俺の隣に座っている伊藤ゆうきを中心にして楽しそうにおしゃべりしている。二学期に入って席替えが行われ、窓際後ろという優良物件から、教室ど真ん中という教師の目に止まりやすい危険物件へと引っ越しとなったが、ゆうきの隣というのは変わっていなかった。

「あ、おはよー、武紀くん」

　目覚めた俺に気がついたらしい咲に目を向けると、くりっとした瞳が俺の方に向いていた。

「おー、おはよー。って……俺、古文、最後寝てたのか？」

「すごく気持ちよさそうに寝てたよっ」

　確か、六時間目に授業が始まって、すぐに睡すい魔まに襲われた。ゲーム内でよく、お経のような授業という名の子守歌と評される授業があるが、まさにそんな感じだ。

　なんとか耐えつつ、途中の中間考査で重要なところの説明までは聞いていた。それが終わったところからは記憶にない。

「思いっきり、熟睡してたみたいじゃねーか。ま、あたしは最初から寝てたけど」

　会話グループの一人、高たか橋はし愛あい子こがあきれたような顔で茶々を入れてくる。いつも不機嫌そうな顔をしているが、高橋曰く「地顔だ、うぜぇ」だそうだ。不良のような言動で取っつきにくかったが、咲が入院した時の一件以来、大きく心を入れ替えたようでかなり接しやすくなった。昔は、俺との接点などほぼなかったが、ある事件を経て今ではクラス内でよく話をしたりする間柄だ。背中まで伸ばした漆黒の髪が、妙に妖しく色っぽい。

「誰か起こしてくれよ」

「古文なんて、睡眠学習の時間だろ。どっちでもいっしょいっしょ」

　高橋はまったく悪びれず、気怠げに蜘く蛛もの巣を払うようにひらひらと手を振る。無駄無駄と言わんばかりだ。俺としては授業はちゃんと受けておきたかったんだけど……。

「ノートは取ってある。見たければ見ろ」

　そう言って、隣の席に座っていた伊い藤とうゆうきが横からノートを差し出してくる。横に視線を移すと鋭い目がこちらに向いていた。ショートカットで、その雰囲気は大人しそうな印象を与えてくれるが、実際にはとんでもない身体能力を持っていたりする変わった女の子だ。健康的でスレンダーな体が非常に眩しい。

「あ、ありがとう」

「別に構わん」

　ノートをありがたく受け取る。でも、隣なんだから、正直起こして欲しかった。

　彼女は説明するのがややこしいが、れっきとした現実の人間だ。俺が『エターナル イノセンス』を現実に投影したのと同じ力で、彼女自身は『エターナル イノセンス』のヒロイン『明あか石し葵あおい』になることを望んだのだ。

　俺の設定が彼女の設定をも巻き込み、その生活を壊したこともあり、最初は彼女に恨まれていた。しかし、紆う余よ曲きよく折せつあって、最終的に彼女は俺を許してくれた。その後は席が隣ということもあってよく会話するし、理恵や咲、春姉や夏海がいない間、逐ちく一いち世話にもなっていた。

『エターナル  イノセンス』の再設定時に『明石葵』を巻き込まないように設定したので、彼女は自身の設定通り容姿や能力を投影されただけの現実の人間として生きている。

「前から思ってたんだけど、伊藤さんって、妙に武紀に優しくない？」

　ノートの受け渡しを見て、そんなことを突っ込んでるのは佐さ藤とう翔しよう也やだ。数少ない俺の友人で、かなり濃いオタク人間。しかし、学生社会から逸脱してはおらず、パッと見では普通に見える不思議な男だった。喋り始めると止まらないが、話が面白かったりする時もあって、クラス内外で友人は割りと多い。ただ、オタクトークができるのはクラス内で俺だけということもあり、俺とはよくつるむ。そんな間柄だ。

「そんなことは、ない。勉学に励むクラスメイトにノートを貸してるだけだろう」

　どことなく焦ったように見えるゆうきが先ほどの翔也の台詞に反論をする。

「いや、勉学に励まず寝てたじゃん」

「取り戻そうとする姿勢を評価しただけだ」

「起こしても、まともに授業を受けられたかどうかは疑問な気がするけどねぇ」

　俺や咲、高橋を無視して、そんなやり取りを続けるゆうきと翔也。

　翔也は最近、ゆうきを弄いじり相手に選んでいるような節がある。ゆうきは真面目だし、少し一般常識がズレている部分もあるから、弄り甲斐があるのかもしれない。

「それはともかく、何の話してたんだ？」

　ゆうきと翔也のコントが際限なく続きそうだったので、さっきの話の続きを促した。

「あ、佐藤くんがね。面白い噂うわさを聞いてきたんだって」

　本当に楽しそうに言ってくる咲。咲の興味津々ぶりに、俺も興味が湧いてきた。

「どんな噂だよ」

　俺がそう言うと、待ってましたとばかりに翔也が咳せき払ばらいをして、語り始める。

「近くに公園があるだろ。あそこにすげーデカイ木が立ってるじゃん」

「公園って、学校の近くの公園か」

「そうそう」

　あそこに大きな木なんか立ってたっけ？　公園と言ってもベンチが数個置かれているだけで、遊具らしい遊具も置かれてないから寂れている公園ってイメージが強いんだが。

　それに、あの公園は一度、咲と理恵が消えた場所だからな。あの場所を思い起こすと、少し、複雑な気分になる。そんな気持ちで咲を見ると、咲も同じだったのか、何か言いたそうな複雑な表情を向けてきていた。

「で、その木にな。満月の夜に相手を呼び出して告白をすると必ず恋愛が成就するって噂が立ってるんだよ。すでに体験談もチラホラ」

　なんか、どこかで聞いたような話だな。何のゲームだったかで、そんな設定があった気がするが、記憶の中で曖あい昧まいに該当するゲームが多くて、数を絞りきれない。

「噂になってたら、呼び出した時点で告白するのがバレバレじゃねーか。呼び出される方も告白されるつもりで行くんだろ。出来レースじゃねーか、それ」

　高橋が不機嫌そうな顔を心底嫌そうに歪ゆがめて、非常に現実的な鋭い突っ込みを入れる。それを言ってしまうと、色々なゲームが成立しないので勘弁してください。

「そう言わないでくれよ。『ささやきメモリー』ってゲームで同じ設定があって、ちょっと興味深いんだよね」

　そういえば『ささやきメモリー』は寸分違たがわず、満月の夜に木の下で告白だったな。

「……キメぇ。うちの兄貴じゃあるまいし……」

　不機嫌な顔をさらに不機嫌にして、呆れ果てる高橋。こいつ、兄貴がいるのか。初めて知った。

「で、面白いのはここからでさ。とある女の子があんまり知らない男に、その木に呼び出されて行ったらしいんだけど、」

「いや、行くなよ」

　高橋が呆れ気味にもっともなことを突っ込むが、翔也は華麗にスルー。

「不思議や不思議、告白されたら大好きになったんだってよ。いいよな、そんな奇跡」

「よくねぇ！　奇跡っつーか、ただの呪いじゃねーか、それ！」

　微妙にうっとりとした表情で思ったことをそのまま言う翔也に、グロテスクな食べ物に、文句を付けるような本音を吐き出す高橋。

「満月の夜に二人きりの告白なんて、ちょっとロマンチックかなって思ったけど、それ聞いたらちょっと怖くなったなぁ」

　咲は少し不安そうな表情を浮かべている。確かに心を勝手に弄られたら、怖いと感じる。俺自身も、それに近いことをやっている罪悪感があるので、何も言えないが……。

「まー、あれだ。咲。告白される時に、あの公園には行かない方が良いぞ。期待させちまうからな」

「大丈夫だよ、愛ちゃん」

　いつの間にか、名前で呼び合う仲になってたのか、この二人。あんなことがあったのに。しかし、仲が良いことは良いことだと思う。高橋が丸くなったおかげか、クラス内にも最近は平穏な空気が流れているしな。

「だって、わたしには、武紀くんがいるからねっ」

　……いきなりそんなことを、頰を赤くしていじらしく、俺に振られても対応に困る。照れながら、俺を横目で見るそのいじらしい姿に、あっという間に心を奪われた。

「うわ―っ！　のろけられた――！」

　翔也が手で顔を覆って大げさに叫んだせいで、即座に理性が戻る。そんな恥ずかしいことを大声でがならないでほしい。

　怖くなって周りを見渡すと、クラスメイトの数人が、冷ややかな目で俺を見ていた。

　ゲームの設定にあった咲の非公認ファンクラブは、再設定した時に『なし』と設定したはずだった。だが、彼らはそういった設定もなしに咲を囲むそれらしいコミュニティを持ち始めていた。人数も少ないし、告白承認だとか、軍隊のような組織といった突とつ飛ぴなものにはなっていないが、何かしら睨まれたり牽けん制せいされたりすることはある。これも咲の愛あい嬌きようや可憐さが成せる業か。こういうのを見てしまうと、彼らが以前ファンクラブの会員として組み込まれてしまったのは、もしかすると必然だったかのような錯覚をしてしまう。前回巻き込んでしまった自己弁護にしか聞こえないけど。

　案の定、咲の元ファンクラブのクラスメイトたちは、舌打ちをしながら、俺を鋭く睨みつけている。過剰な幸せを享きよう受じゆしているとはいえ、これ見よがしな舌打ちはマジで傷つきますよ？

　そんなことを考えているとすぐに、教室のドアが開いて、担任が入ってくる。

「すまんすまん、遅くなった。じゃあ、ホームルーム始めるぞ」

　もっと早く来てくれれば、俺が睨まれることもなかったのに。いや、あんな話を促した俺のせいかもしれないけど。理不尽な怨えん嗟さを担任に飛ばした。何もなかった。

　ホームルームは淡々と終わり、先ほどまでの俺と咲が中心となった妙な雰囲気も薄れて、迎えた放課後。机から教科書を取り出していると、咲は鞄かばんを持って立ち上がり、こちらに挨拶しに来る。

「さて、それじゃ美化委員に行ってくるよ」

　いつもの美化委員に行くらしい。病気が治ってから、さらに意欲的になっている。学校が昔に比べてかなり綺麗になっているのは気のせいではないだろう。

「ああ、夏海をよろしくな」

「了解っ。今日は一緒だろうしね。頭なでなでしておくよっ。秋あき原はらさんによろしくね」

　元気よく、咲は鞄を持って教室から出て行った。

　高橋と翔也もすでに挨拶を交わしてから、教室を出て行っていた。

　以前の帰宅時は、咲を追いかけるように行動していたが、全員のシナリオが終わったことで咲に付きまとう必要もなくなり、今は理恵や春姉と一緒に帰ることが多い。理恵は元から部活に入っていないし、春姉は部活ができないため、今は帰宅部所属のような状態のためだ。みんながそれぞれの青春を謳おう歌かしている。

　教科書をすべて鞄に入れ終わり、立ち上がろうとしたところで、

「さっきの佐藤の話、どう思う？」

　と珍しく、隣に座っているゆうきが解げせないといった表情でこちらに会話を振ってきた。腕を組んで、竹しな刀い袋を肩に提げ、何か思案をしているようだ。

　さっきの話っていうと、恋愛成就の木の話か。

「公園で満月の夜に大きな木の下で恋愛成就となると、さっき翔也も言ってたけど『ささやきメモリー』を思い出すな。というか、それ以外、俺は今思い出せない」

『ささやきメモリー』とは、結構昔に流行った恋愛シミュレーションゲームだ。三年の間に自分のパラメータを上げ、女の子と仲良くなっていくという今のシナリオ全盛のアドベンチャーゲームに比べるとシステム的な面白さの方を重視しているゲームとなっている。

　発売当時は買うことへの気恥ずかしさが勝って、特に買うようなこともなかったのだが、『エターナル イノセンス』をクリアしたあと、翔也に

「は？　『ささやきメモリー』をプレイしてない？　ふざけんな。お前、それで『エターナ ル イノセンス』を語ってたってのか！」

　と珍しく口汚く罵ののしられ激怒されながら、やれ！　と強く勧められたのと、もう価格が安くなっていたこともあって購入してみた。これが、先入観なしにやってみると非常に面白く、気付けば登場人物を全員クリアするぐらいには、プレイしてしまっていた。

　ゲーム内での高校生活は三年だけだったけど、卒業までの間、様々な青春に彩られていて、感動あり笑いありの良いゲームだったな。

　翔也は「これが、僕にとってのギャルゲーの元祖だ」と言っていたっけ。

「ボクはここの近くの公園には行ったことがないんだけど、そんな木があるのか？」

　高校に入ってから、あの公園には数えるほどしか行っていない。

　転校前の幼稚園時代に、あの公園に行ったのは一度ぐらいだ。その時は確か……。

　あれ？　昔は木が生えていたような……。なんとなく、あの公園に大きな木が生えているのを頭にイメージできる。『ささやきメモリー』に出てきたような巨大な木が。

　ただ……。

「少なくとも、前回行った時はそんな木はなかったぞ」

　俺の視神経に大問題でもない限り、それは確かのはず。咲と理恵があの時に消えた場所だ。忘れるわけがない。

　仮に昔、木が植わってたとしても、今は撤去されていた。そういうことだろう。

　そう考えると、突飛な考えが浮かんでくる。

「『ささやきメモリー』を現実に出して欲しいと願ったやつがいたりしてな？」

　同じ学校内で願いを叶えたやつが三人もいたら、それはそれで問題のような気がするが。

「その可能性は薄いと思う。佐藤が『ささやきメモリー』のタイトルを口にしていたからな。少なくとも、存在を消さないと矛む盾じゆんを生じさせるような設定ではないだろう」

　ゆうきは、かぶりを振って、俺の推測を否定した。

　そういや、ゆうきの設定投影で『エターナル イノセンス』のゲームは消えてなかったな。彼女の場合は、憧れた『明石葵』の設定を自身に投影する設定をした。シナリオを展開させるような設定もしていない。出来上がる矛盾というか、不自然な点と言えば、なんか『明石葵』みたいなヤツがいる、という程度だ。ゆうき自身が人間離れした身体能力や、魂を封印するなどの異能を持ってはいるが、これは気を遣っていればバレることもないのだろう。着ている制服も、『エターナル イノセンス』の前衛的なものとは違うしな。

　俺の設定のように、全キャラクターを登場させ、なおかつシナリオも展開させて自身を主人公にしていると、ゲームディスクやその手の情報が残っていたりすることが不自然極まりない。だから、ゲームに関する情報がこの世から消え失せた。

　とまあ、この辺りがゆうきと俺とで推測した、この現実に『エターナル  イノセンス』を投影したメールシステムの奇跡に対する共通見解だった。

「ってことは、景観のために植樹でもしたのかもな」

　夢はないが、それが俺の考えられる一番現実的な話だ。

「しかし、あんな噂が立つのも微妙に不自然な気がするが、どう思う？」

　ゆうきはまだ納得がいかないのか、窺うかがうような眼差しで問い掛けてくる。

「不自然か？　ああいう噂って多かれ少なかれ、唐突に出来るもんだろ。南なん京きん錠じように願掛けしたり、おまじないだったりさ。バレンタインデーの風習なんかも、それに近いと思うけど」

「ボクの気にしすぎか？　このご時世に木に願掛けして、恋愛成就というのはあまりにもあからさますぎる気がしてる。この手の噂における手法や手順というのは、もっと慎ましやかで、さりげないものだと思ったんだが……」

　言われてみれば、恋愛成就のおまじないというものは、そこまで大っぴらになったりしてない気がするな。小道具とかを使う方がらしい気がする。確かにあからさますぎるという点は否めない。そもそも、願掛けをするだけで願いが叶うという、簡単な手順も怪しいは怪しい。

「……ちょっと直接、調べに行かないか？」

　ゆうきはやはり噂の不自然さが気になっているのか、そんな提案をしてくる。

　まあ、どうせ暇だし、調べるというのも面白いかもしれない。

「……と、思ったけど、二人に悪いから、君を誘うのはやめておくよ。ボク一人で行ってくる」

　二人？　と、ゆうきの発言を訝いぶかしんでいると、彼女が視線を向けていた廊下には、帰宅部の理恵と未いまだ肘を治療中で部活を休んでいる春姉が、一緒に帰ろうという目でこちらを窺っていた。

　一人で行ってくるなどという遠慮は、そういうことか。とはいえ、そんな遠慮をされるのも心外だ。

「だったら、四人で行くってのも良いんじゃないか？」

「……良いのか？」

　ゆうきは、戸惑うように同意を求めてくる

「ま、お前さえ良ければ、別に良いんじゃないのか？」

「そうか……。じゃあ、ひさしぶりに君らとご一緒させてもらうとするよ」

　というわけで、廊下に出て、挨拶もそこそこに理恵たちと合流する。公園の木に行こうと言うと面白そうと同意してくれた。




　理恵、春姉、ゆうき、そして俺の四人で公園へと向かう。頭上を見上げると、秋晴れの気持ちいい空が見えた。午後になって風が出てきたせいか、気温は高いが地面に蓄えられた地熱も徐々に放散しつつあり、過ごしやすくなった気がする。

　しばらく住宅街を歩いていると、公園が見えてくるよりも先に、巨大な木の上部分が視界に入った。

　公園に到着する。公園は、幅が二〇メートル程度と大きさは普通だが、そのど真ん中に嫌でも視界の中に入ってしまうような馬鹿でかい広葉樹が植わっていた。公園の敷地をほぼ覆えるほどの巨大な木。九月後半になり、そろそろ紅葉の季節だというのに、時の流れに反逆するかのような真緑の葉を生い茂らせている。

　はっきり言えば、こんな遊具が撤去され、ベンチしかないような公園に植えるには場違いな木だと思う。正直、生育条件が整っているのかどうかすら疑わしかった。さらに言えば、この木、日光を遮さえぎるんじゃないのだろうか。周辺の一軒家はさぞ迷惑だろう。

「うわーっ、大きいねーっ！　屋根がついてるみたい」

「本当。公園にこんな大きな木なんてすごいね。いつ植樹したのかしら？」

　理恵がその巨大さに心を奪われたのか、非常にテンションが上がっている。二人してさっさと木の中心部まで行ってしまった。確かにここまで大きいと、はしゃぎたくなる気持ちもわからなくはない。

　彼女たちの向かった先をよく見ると、幹の下に女の子が一人佇たたずんでいた。制服が、うちの高校のじゃないな。あれはお隣さんの高校の平ひら乃の沼ぬま高校の制服だ。

「『ささやきメモリー』の木……、か？」

　俺と共に残ったゆうきが、隣で驚いたように声を漏らしていた。

「確かに似てる、よな……」

　この場違い極まりない木を見ると、ゲームが投影されたのではと疑いたくもなってくる。いや、ここまで似てるとなると、俺らの予想を覆して……。

「信じられないが、間違いなさそうだね。公園は、細部が所々違うけど、この辺りには公園と言えばここしかないんだろう？　であるならば、設定に従って木を出現させるにはここしかない」

　隣に立つゆうきを見ると、竹刀袋を右手で抱え、左手を顎あごに当て考え込んでいる。

　そう、投影されている可能性の方が高い。

　六月に来た時にはこんな木はなかったのだ。あれから僅わずか三カ月で、こんな木が植樹されるというのはあまりにも不自然すぎる。

　世界が変わるという感覚。自分だってやったことだというのに、薄ら寒くなっていく。

「でも、だとしたら、翔也が覚えているのは不自然じゃないか？」

「ボクが設定したような投影だと、ゲームの存在は消えていなかった。設定次第だろうが、翔也が覚えているのはそういうことだろう」

　それはつまり、ゆうきのように、ヒロインキャラクターを自分に投影した程度ということか。

「もっとも、この木まで投影されている理由はわからないな。雰囲気を味わいたかったのかもしれないけどね」

「いや、待ってくれ。この重要な木まで投影されてるってことは、やっぱり世界全体が投影されてるんじゃないか？　翔也が覚えていたのは、設定によるものとか……」

「……そこまではわからない。ボクが設定したわけじゃないからな。あるいは、佐藤が設定者ということであれば、納得もできるけどね」

　翔也が設定者。なるほど。それなら確かに、ルール的には合ってそうだ。

　とはいえ、最近の様子を見る限りでは、とてもそうは見えない。学校の中で、『ささやきメモリー』の登場人物だって見てないしな。

「どっちにしろ、『ささやきメモリー』から投影された木ということであれば、心配はないだろう。この木にまつわる話は、ただの噂に過ぎない。あの木に人の心を操るような力があるなんて聞いたことがない」

　ゆうきはそう言うが、俺としては正体不明の不安がどうしても拭えなかった。

　心配のしすぎだろうか……？

「ただ、ボクら以外は、この木を昔からあるものだと思っていた。これは、やはりボクらよりもあとにゲームが投影されたということか……？」

　考え込むように俯うつむいて、そんなことを呟くゆうき。

「そうなのか？」

「確証はない。でも、ボクが君の設定に巻き込まれても、ボクの記憶は保たれていたことを考えると、そう結論づけてもおかしくはないだろう？　それに秋原さんと春海さんは、ボクらと同じように、この木を知らなかった。彼女たちは、現実がどうあれ、ゲーム設定に従えば、この土地にもう十年以上は住んでいるはずだ」

　俺の質問に、ゆうきは顔をこちらに向けることなく持論を語る。

「もしくは、記憶を改変することで発生を抑えるはずの矛盾を、さらに肥大化させる可能性があったから記憶が改変されなかったか、だな」

「そういえば、前も言ってたな」

　神妙に頷うなずくゆうき。

　肥大化する矛盾、か。理恵や春姉たちが、ここに『ささやきメモリー』の木があって困ることなどあるのだろうか？　それとも、別の何か、か？

「しかし、それを言ったらおまえの力こそ、物理法則の矛盾とも言える気がするが……」

「まあ、それはそうだが……」

　そう言えば、前々から気になっていたが、機会がなくて聞けないことがあった。良い機会だから聞いておこう。

「そもそもなんで、お前、明石の力を自分に投影したんだ？　出会った時に言っただろう。『特殊な力、妖よう魔ま封印などの能力もある。この現実では役に立たないはずだったんだけどね』って」

　そして、事実そんな力がゆうきの中には存在している。

　この世ならざるものを調ちよう伏ぶくする力。魂たましいを封印し、切断し、排除する力が。

　現実では絶対にありえない、ゲームの中だからこそ許される奇跡のような超能力。

「あの超人的な身体能力はともかく、あの能力は現実じゃ役に立たないだろ」

「明石になりきるには、間違いなくあの力が必要なのだから、そうしただけだ。役に立つ云うん々ぬんの話じゃない。ボクは『明石葵』のすべてに憧れたんだ」

　ゆうきにしては珍しく、耳まで真っ赤にしていた。照れているのかもしれない。

「おーい、武ちゃーん！　何ぼーっとしてんのー、こっち来なよー！　伊藤さんもー！」

　そんな、ちょっとゆうきの面白いところを眺めていたら、理恵に呼ばれた。随分と話し込んじまったな。

「変なこと聞いたな、悪い」

　差し当たって危機があるわけでもないしな。

「ほら、行こうぜ」

「いや、ボクはまだここにいる。もう少しここから木を見ていたい」

「なんでまた」

「なんだか、こんな木が他のゲームにもあったような気がしてね……。ここで全体像を見て目に焼き付けておく。気が済んだら、そっちへ行くよ」

　他のゲームにあったっけ、こんな木。木自体は、奇跡などのシンボルとしてゲームにはよくあるけど、この木はかなり印象的だよな。

　一人佇むゆうきを置いて、理恵と春姉の元に向かう。見ると、理恵と春姉は、他校生の女子と会話をしていたようだった。

「それでは、私はこれで……」

　木の下まで行くと、その女の子は理恵たちへ挨拶をして、ゆうきと反対の出入り口から出て行ってしまった。綺麗な髪が翻ひるがえって、木の間から差し込む光が反射する。その光景が何となく印象に残った。

「誰？」

　気になったので、理恵に聞いてみたが、

「さあ？」

　という答えが返ってきてしまった。知らない他校生と会話なんてよくできるもんだ。

「木のことを色々と教えてもらっちゃった。面白い言い伝えがあるんだって」

「へえ？　どんな？」

　まあ、たわいのない噂話の延長なんだろうけど、理恵の快晴のような笑みを見られるのだったら、それ以上眼がん福ぷくなこともない。

「それがね。ある男女のお話で……」

　と、理恵は楽しそうに喋り始めた。

「昔にね、この木の前で将来を誓い合った恋仲の男女がいて……」

　そこから語られる理恵の話は、確かなんかのゲームで聞いたような話だった。

　シナリオは覚えているのに、タイトルを思い出せない。なんとなく、ド忘れしているような感じだ。名前を聞けば間違いなく「ああ、それそれ！」と言える。

　登場人物は覚えているんだよな。六人いて、確か名前は……。

　――。―――。――。小こ陽よう理り静せい。神かむ座くら緑みどり。―――。

　……なんだ、今の？

　ぽっかりと虫食い状態のような記憶。そう表現するのがしっくりくるような……。

　覚えてる。なのに、一部がまったく思い出せない不気味な感覚。シナリオはある程度覚えているのに、キャラクターの名前、容姿、声が頭にまったく浮かんでこない。

　ゲームのタイトルを思い出せない度忘れとは、感覚が完全に別物だ。思い出すのを脳が拒否しているのかと感じてしまう。なんとか思い出そうとすると、妙な気持ち悪さが体中を汚染していく。

「―――――――っ！」

　唐突に、強烈な船酔いを起こしたかのような吐き気に襲われた。

　吐き出してしまうのを拒否するために、思わず手を口に当てるが、足に力が入らず、知らず知らずの間に俺は膝をついていた。

　思い出そうと考えれば考えるほど、吐き気は増していくばかりだ。

「武ちゃん？」「たーくん？」

　彼女たちが、心配そうに俺を呼ぶ声が、まるで遠くからの山やま彦びこのように聞こえる。

　考えるのをやめて、思い出さないように努めた。すると、先ほどまでの気持ち悪さは完全になりを潜めていく。体の異常を確かめるように深呼吸をする。

「……ごめん、大丈夫。ちょっと気持ちが悪くなっただけ」

　なんとか、声が出せるほどには回復した。なんだったんだ、今のは？

　気を取り直して、また少し思い出そうとすると、やはり気持ち悪くなってくる。まるで自分で自分の脳を、マドラーでかき混ぜているような気持ち悪さだ。

「都つ筑づき。どうしたんだ？」

　ゆうきも膝をついたことを心配してくれたのか、いつの間にか近くまで来ていた。

「たーくん、顔がすごく青いよ。風邪？　大変、早く家に帰って、お薬を……」

　春姉が困ったように戸惑い、過度な心配をし始める。

「大丈夫だって。ほら、もう元気だし」

　背筋を伸ばして、元気なところをアピールした。強がりなどではなく、本当にもう大丈夫だった。

「ちょっとかがんで？」

　何の気なしに春姉の要求通り屈むと、すぐにおでこを当ててきた。口が近くて、綺麗な唇に引き込まれそうだ、って、成長してないな、俺！　恥ずかしくなって、すぐに春姉から離れた。

「熱はないみたいだけど……」

　自分のおでこに手を当てて、少しだけ安心する春姉。

「マジで、もう万全。また気持ち悪くなったら、すぐに家に帰るから」

　友人たちの目の前で熱計りとか、恥ずかしくて頰が急速に赤くなっていくのを感じた。

　まだ春姉は心配そうだったが、熱もないし、俺も大丈夫と強く言っていることで、なんとか自分を納得させたらしい。

　ふと、理恵を見ると、すごく戸惑った顔をしていた。

　この表情は確か、

「……秋原さん、もしかして、羨ましがってる？」

　ゆうきが俺の思ってることを代弁した。さすがにゲームをプレイしているだけはある。

「えっ!?　い、い、い、いいいや、まま、ま、まさか！」

　言語機能が崩壊する理恵。相変わらず不意の発言に弱く、楽しい反応を返してくれる。

　そんな理恵のいつもの反応に安心し、結局、俺は先ほどから感じていた不安をすべて押し殺した。

　なんだかよくわからないけど、理恵や春姉をわざわざ心配させることもないか。

　ゆうきには、帰り際にでも一応伝えておこう。




　ひとしきり公園で会話をした後、公園を後にしてゆうきとは別れた。

　先ほどの木の言い伝えについて話すと、

「曖昧で、よくわからないな……。ボクの中では心当たりがありすぎる」

　と言われた。ゆうきは、もしかしたら、あのゲームをやってないのかもしれない。あるいは、多くのゲームをやり過ぎているせいで、数を絞り切れていないのか。

　俺も、詳しい部分はうろ覚えで上手く説明できなかったような気もするしな。タイトルも度忘れしたままだし……。

　とはいえ、『ささやきメモリー』以外の可能性も念頭には置いておくよと言われたので、まずはこれで良いだろう。

　俺も学校内で怪しいところを見つけたら、報告するとも伝えたし。

　そんなことを思い出しながら、理恵と春姉の三人で歩いていると、目的地に到着した。

　目の前にあるのはよくある中型の食品スーパー。目当てはもちろん晩ご飯の材料だ。

　理恵は、今日は親の代わりに自分が作る日らしく、すでに近くの保冷棚で肉を物色している。二つの肉を選んで、それぞれの手で重さを計っていた。

「たーくん、今日は何が食べたい？」

　隣にいた春姉が商品棚も見ずにそんな定番なことを聞いてくる。

　同じように晩ご飯の材料を買っていく客たちで賑わう中、制服姿でそんな新婚みたいな会話をしていると、チラチラと周りから見られてる気もするが気にしない。気のせいだ。現実はその程度で注目されたりしない。恨みも買ったりしない。陰かげ口ぐちだって言われない。……たぶん。

　春姉は、料理ができるぐらいには肘も回復したと医者のお墨付きをもらったので、料理がしたくて仕方がないらしい。テニスができるようになるまでは、まだまだ時間がかかるようだが、それでも回復に向かっていることは間違いなかった。俺としても非常に嬉しい。担当の医者と、精力的に動いている顧問の先生に感謝したい。

　さて、晩飯は……。

「カレーでどう？」

　この辺りが無難だろう。一人暮らしだと、どうも多く作りすぎてしまうため、二の足を踏んでしまう。腐らせてしまうか、冷凍しておいて、そのまま忘れるのがパターンだ。

　しかし、三人もいればそんなことを危き惧ぐする必要もない。

「カレーね。ここって、ターメリックとクミンとコリアンダとかって売ってたっけ？」

　一瞬、何を言ったのかわからなかったが、すぐにその単語がカレーに使うスパイス名だと思い出した。なぜ、ここでカレー用のスパイスの名称が出てくるのかわからない。まさか、スパイスからやるつもりですか、姉さん。

「調味料コーナーにあるんじゃないかな？」

　肉の物色を終えたらしい理恵が戻ってきて、さも当然のように答えていた。

「待て。理恵。頼むからそんなことをしれっと言うな。春姉、普通にルーで作るカレーで良いから」

「でも、凄くおいしいカレーをたーくんに食べさせたいのに……。自信あるんだよ？」

　寂しそうな顔をして、顔を少し俯かせて、上目遣いで俺を見上げてくる。春姉の可愛さが十全に活かされており、何か脳によくわからないものが分泌して考えがまとまらなくて、断る言葉を思いつけない。これはもはや卑ひ怯きようの領域だ。姉妹揃って恐ろしい。

　ま、まあ、春姉がスパイスから作るカレーっていうのに興味はもちろんある。

「春姉がどうしても作りたいなら、いいけど……」

「うん、たーくんのためのとびっきりのカレーを作るよ！　楽しみにしててね」

　そう言って、春姉は見た目にもウキウキしながら後ろの陳列棚の十字路を右に曲がって、調味料コーナーへと消えていく。理恵と二人して見送るしかなかった。
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「春姉には甘いよね。武ちゃん」

　横にいた理恵を見ると、しょうがないなぁと呆れたような笑顔で突っ込まれた。いや、これは弟としての自覚が出てきただけ、と思いたい。

「あの顔に対して、ダメと言ったら一週間は罪悪感に苛まれそうな気がする……」

「春姉って、武ちゃんに対しては、子供っぽいところがあるよね。きっと気兼ねなく甘えられるからじゃないかな？」

　甘えてるのは、俺の方な気もするけど。家事全般を大体引き受けてくれるし、お願いすると、一も二もなく聞いてくれる。そこまでしなくてもいいのに、とは思うが、「たーくんのお世話は、わたしの生き甲斐なの」とまで言われてしまうと、もう何も反論できなくなってしまう。むしろ、俺が春姉の世話をしたいのに……。

「そう言えば、武ちゃんってあたしたちがここに来るまで、料理はどうしてたの？」

　ここに来るまでっていうのは、理恵たちがゲームから出て来るまでってことか。

「自分でやってたぞ。炊事掃除洗濯、一通り。ここに戻ってくる前は、親戚の家にいたんだけど、その時に色々とやらせてもらってたんだ。ただ、親戚のおばさん、おじさんはほとんど家に帰ってこなかったから、実質的な師匠は従い姉と妹この子だったなぁ」

「うーん、あたしの中の武ちゃんって、家事全部駄目のイメージが強いんだよね。洗濯すると洗濯機から泡を吹き出させて、掃除をすると物を壊して、料理すれば塩と砂糖を目分量で入れるからとんでもない味になるっていう……」

　それは、ゲーム中の主人公『真さな田だ正まさ樹き』の話だな。確かに主人公の家事能力はヒドイものだったはず。恐ろしいのは、ゼロではなく、マイナスというところだ。

　説明書通りに動かせば洗濯機は問題なく動くし、気を配れば掃除機で物を壊すこともないし、料理だって指示通りにやれば『塩少々』を少し間違ったぐらいでそこまで大きく味が壊れたりすることもない。主人公の『真田正樹』も含め、壊滅的な料理の腕前を持つヒロインや掃除をするともっと汚れるヒロインとかが中にはいるが、彼女たちの思考回路には、何か未知のコンデンサか何かがついているとしか思えない。

「幼馴染なのに、思い出を共有できないって、ちょっと寂しいね……」

　そんな切なくなるようなことを理恵が言ってくる。確かに、俺と理恵に限らず、春姉や夏海も含めて、俺たちの記憶には様々な食い違いがある。

　彼女たちが持つ記憶の全貌は俺には知る由もないが、理恵の記憶にいるはずの『真田正樹』が俺に無理矢理変わっているはず。その分、過去の真田正樹と現在の俺で、様々な差異があるはずだ。だから、理恵も昔の記憶に従って無意識に比較してくることもある。今のような家事に関することのように。

　正直に言えば、悔しい。これは、元カレに対する嫉しつ妬とのようなものかもしれない。

　だから、せめて『真田正樹』ぐらい男らしくなりたいと、漠然とではあるが思う。あの、男としての腕っ節と精神的な強さには、やはり憧れを抱く。ゲームの主人公というのはユーザーの潜在的な理想が投影されてるから、当然ではあるんだけど。

「武ちゃんは、一年ぐらい前にこっちに戻ってきたって、この前、言ってたよね？」

「そうだな。ここから別の場所に転校したのが、小学校三年生の時だったからな。それから中学までは向こうで過ごしてたよ。高校入学と一緒に戻ってきた」

　戻ってきた理由は、自分でも曖昧ではっきりとしたことは言えないが。一種の帰き巣そう本能が働いたのだと今では思っている。

「それも、記憶と違うね……。あたしの記憶だとずっと一緒だったし……」

「理恵、随分と今日は昔のことを聞きたがるな？」

　再会してから、今までそんなこともなかったのにどうしたんだろう。

「幼馴染だし、それらしい方が良いのかなーって思ってるんだよ、あたしも」

「……別に無理しなくても良いぞ？」

「あはは。無理してなんかないよ。あたしが、武ちゃんを知っていきたいだけだもん」

　そんな恥ずかしいことに対してアドリブのできない俺は気の利いた台詞一つ返せない。理恵も言ってから恥ずかしくなったのか、少し頰が紅潮していた。

　でも、やっぱり、理恵は俺との記憶の齟そ齬ごを気にしている。

　今の台詞も、強がりにしか、聞こえない。

　ゲームの設定が忠実に投影されたために、俺たちは世界に幼馴染として扱われる。本当の幼馴染じゃないのに。それは、ゲームのキャラクターと自覚しているが故ゆえの捻ねじれだ。

　だけど彼女に、自分をキャラクターではなく人間だと自覚して欲しい、と思うのは彼女たちを無意識に見下している証拠なのだろうか……。

「答えたくなかったら、答えなくて良いんだけど……。俺と一緒の記憶がないの、気にしてる……？」

「ううん。気にしてないけど？」

　額面通りに受け取れない。理恵は記憶の齟齬を気にしているように見えた。

　いつか、どうにかして、彼女の不安を取り除いてあげたい。

　何か、考えておかなきゃな……。

　理恵は、目的の野菜でも見つかったのか、すぐそばにあった商品棚で商品を吟味し始めた。俺もその横について彼女の視線の先を見ると、袋に入ったキャベツに、『タイムセール！　お一人様一玉六十八円』というシールが貼られている。

「あ。武ちゃん。このキャベツ一個買っていって。お金は後で払うからさ」

　了解と答えて、キャベツを一個持とうとしたところで、

「武、ちゃん？」

　なぜか、理恵が後ろから、か細い声で俺を呼んだ。理恵は真横にいる、よな？

　後ろを振り返ると、一瞬だけ、時間が止まったような感覚が走った。

　振り返った先は陳列棚が並んでいる十字路。その中央に他校の夏服であろう軽装に身を包み、スーパーのかごを両手でひっさげた見知らぬ女子生徒がいる。

　何も、特別には見えない、平凡な女の子だ。だけど、数瞬の間だけ、俺はその女の子から何故か目を離せなかった。

　横にいる理恵を見ると、特に俺を呼んだようには見えない。先ほどの声にも気付いていないようで、キュウリやらニンジンやらが入った袋を鼻歌混じりで物色していた。

　幻聴だったのだろうか？　理恵の声だったような気がしたんだけど……。

　とりあえず、気にしないことにして、もう一度、野菜コーナーに向き直ると

「武ちゃん……」

　再び、聞こえてくる俺を呼ぶ声。

　声がした後ろの方を振り返ると、先ほどと同じ女子生徒がいた。

　もしかして、この女の子が俺の名前を呼んだのか？　実際に、目の前にいる彼女にじっと見られている。背中まで伸びた黒髪。身長が特別高いわけでもないし、すごくグラマーというわけでもない。ブラウンが基調のベストと赤のチェックスカートを着ている他校の高校生。俺の通う横よこ岸ぎし高校の近くにある平乃沼高校の制服だ。頭に高校生には不釣り合いの幼いヘアゴムをして、その留められている箇所の髪が横に跳ねているのが、一番印象的かもしれない。

　スーパーのかごを持っているせいか、初々しい家庭的な可愛さを持っていた。

　そんな子が、何故俺に声をかけてきたのだろうか。別の学校に女子の知り合いなんていないと思うんだが。帰宅部だし。

「都筑、武紀？」

　戸惑うようにフルネームまで言ってきた。向こうは確実に、俺のことを知っている。いかん、こっちが相手を知らないだけに非常に気まずい。

　ただ、声はよく聞くと理恵とまったく同じというほどではない。『武ちゃん』という呼び方に惑わされたが、こっちの方が若干大人びた声をしている。何気なく聞いていると、同じだと誤解しそうなほど似ている気はするが。

　なにやら気付いた理恵は一度、俺と同じ方向へと向き直り、見知らぬ女の子を確認したあと誰？　という表情をこちらに向けてきた。そんな表情をしたいのは俺の方もなんだけど……。

「……そう、ですが」

　超生返事を相手に返した。これだと、俺はあなたを知りませんと言っているも同然な気がする。でも、本当に覚えがないのだ。

　彼女は怯おびえたような、寂しそうな顔をして、少しずつこちらに近づいてくる。

　ふとした拍子に女の子のヘアゴムにまとめられた髪が揺れる。

　それを見た瞬間、何かを思い出しそうになったが、もどかしくも、上手く思い出せない。

「覚えてないかな？　佐さ崎さき恵めぐ奈な、だよ」

　そして、目の前の彼女は神妙に名乗った。

　突如、過去の記憶が割り込んでくるかのように、自分でも不思議なほど彼女のことを急速に脳が知覚していく。それは、思い出すと言うよりも、閃ひらめきに近い感じがした。

「佐崎恵奈……。めぐ？」

　名前を呼んだ瞬間、彼女は俺の胸へと飛び込むように抱きついてきた。

「武ちゃん！　武ちゃん！　武ちゃん！」

　背中に手を回され、胸に顔を埋められ、動くことができなくなった。

　しかも、彼女は泣いていた。俺の中の戸惑いのレベルが急上昇していく。緊急事態だ。

　そんな姿を晒さらしているせいか、周囲の視線が奇異なものを見る目に変わっていく。

　助けを求めようにも、理恵は手に持っていた野菜の袋が足下に落ちたことにも気付かないほど呆けており、俺たちを見ているだけだった。

「うれしい……！　八年ぶり……だよ………！　約束、覚えてて……くれたんだ……！　武ちゃんの温もり………………変わってないね……」

　抱きついて、嗚咽しながらのくぐもった声が聞こえてくる。気が動転していたのか、俺はその台詞をすべて頭の中で理解できていなかった。

「武ちゃん、その人、どなた……？」

　理恵の戸惑った声が聞こえてくる。その瞬間、抱きついていた彼女が、今の行為が恥ずかしいということを思い出したかのように、手を離して慌ただしく一歩後ずさる。

「その、懐かしかったから、つい……。ご、ごめんね……」

　少し俯き気味になって、恥ずかしそうにして謝ってくる。なんとなく、その辺りは子供のころから変わっていないようで、非常に彼女らしかった。俺の記憶の中にいた彼女そのままであるかのような雰囲気に懐かしさがこみ上げてくる。声は大人になったけど。

「で、どなた？　……随分、仲が良さそうだね？」

　再度、理恵の詰きつ問もん。微妙にジト目だ。話題に置いていかれてることに怒っていた。

「えっと、佐崎恵奈。昔、こっちに住んでた頃、近所に住んでて、よく遊んでたんだよ。幼稚園から小学校二年までは、ずっと一緒のクラスだったんだ」

　俺の紹介を受けて、佐崎が理恵に向かって頭を下げる。

「初めまして。佐崎恵奈です。都筑くんのご近所さんでした。よろしくね」

「秋原理恵です。武ちゃんの隣に住んでます。よろしく、佐崎さん」

　お互いの自己紹介が終わる。そんなほのぼのとした光景に気が緩んだ。

「それで、都筑くん、今どこに住んでるの？」

「ああ、昔の一軒家に戻ってきてる」

　何気ない向こうの質問に対して、気が緩んだまま、答えてしまった。

　その瞬間、佐崎は「えっ!?」と驚き、その顔は疑念の表情へと変わっていく。

　今思ったんだが、佐崎にも理恵との思い出はないのだろうか？　佐崎は幼稚園に入る前からよく一緒に遊んでいたから、幼いときからずっと主人公と一緒という理恵の存在を知っていてもおかしくないと思うんだが……。

　可能性としては。

　改変されるのは、あくまで登場時の身の回りだったりその時代のみで、遠い過去の関係への介入はないのではないだろうか？　そう考えると、理恵や佐崎がお互いのことを知らないのも納得できる。

　でも、それって大問題なんじゃ？　理恵を知らないってことは、つまり……。

　こっちの混乱を気にすることもなく、佐崎はさらに質問をぶつけてくる。

「……隣に住んでるって言ったよね？　隣に住んでた山やま梨なしさんは？」

　山梨さんとは、前に俺の家の隣に住んでた家族の名字だ。俺が今の家に帰ってきたとき挨拶はしたが、そこまで親しいかどうかは自分でもいまいち摑めない。子供時代は回覧板を届けたり、朝の出がけに会った時に挨拶する程度だった。親がいた時に、どれぐらいの交流があったのかは、あまり印象に残ってない。

「今は、五軒ぐらい隣に離れた家に住んでる」

　すでに確認済みのことを無難に話す。さすがに消えたりしていたら怖かったから、真っ先に確かめたわけだが、思いのほかすぐに見つかった。今でも会えばちょっとした世間話ぐらいはする。ちなみに元は駐車場だった場所にそのまま家がスライドしていた。

「引っ越す意味がわからなくない？　それに山梨さんの家と、あたしのお母さん、仲が良いからよく会話してるんだけど、引っ越したなんて聞いてないよ？」

「……俺に聞かれてもなぁ」

　やはり、佐崎には理恵の記憶がまったくない。だとすると、俺の身の回りにおける様々な矛盾点を指摘できる立場にいるはずだ。これは、かなりまずいんじゃ……。

「まぁ、思うところがあったんじゃないか？」

　なんて適当な台詞だ。まったくフォローになっていない気がする。山梨さんに直接話をしに行かれたりしたら、一発で「引っ越しなんてしていないですよ？」なんて言われるのが目に見えているってのに。

「えーと、秋原さんは、いつ引っ越してきたの？」

　佐崎は首を傾げながら、かなりクリティカルな質問をしてきた。

　いつ引っ越して来たのかって、最初からいるだろ、とは言えなかった。佐崎の中では理恵は最初からいないことになっている。ということは、理恵が俺の家の隣が空いたときに引っ越してきた人、ということになっているのだろう。ええい、ややこしい。

　適当な年数を出すにも説得力が必要だ。なんてごまかせばいいんだ、これ？

「えっと、その、あああ、あの……」

　理恵は混乱してエラー気味だ。佐崎には悪いが、急用を装って逃げるべきか？

「あれ？　どうしたの、たーくん」

　ここに来て、もっと説明がややこしくなってしまう春姉が戻ってきてしまった。手にいっぱいのスパイスを抱えて。かごに入れればいいのに、春姉は抜けてるなぁ、とか見当違いな感想が頭に浮かんだが、すぐに消えていった。

　春姉は、俺の横に来て、目の前にいる佐崎を見て質問をしてきた。

「この方はどなた？　たーくんの知り合いの方？」

「初めまして佐崎恵奈です。都筑くんとは、幼稚園から小学校で転校するまで、仲良くさせていただきました」

　俺が紹介するまでもなく、佐崎がお辞儀と共に春姉に自己紹介を始めてしまった。

　春姉は理恵よりももっと立場を説明するのが難しい家族なのに、どう説明すればこの場を乗り切れますか？

「初めまして。都筑春海です」

　しかし、俺が戸惑っている間に、春姉は苗字込みで丁寧に頭を下げて自己紹介。

「え？　都筑？　親戚の人？」

「姉です。たーくんがいつもお世話になってます、でいいのかな？」

　その瞬間、佐崎の疑念じみた表情は最高潮に達した。そりゃ、俺の昔からの知り合いで理恵や春姉を認識できていないと、矛盾じみた話になるはずだ。でも、俺の親戚の叔母さんとかはちゃんと春姉を知っていたのに、どうして佐崎は知らないんだ？　記憶を改変する人間はやはり特定の年代までしか遡さかのぼれないとか？

「ねえ、都筑くんってお姉さんいたっけ？　あたし、子供の時にお会いしたことないんだけど」

　幼少期の記憶が変わってなければ、そういう疑問も当然出るだろう。

　今日のその時。どうやって誤ご魔ま化かそう。

　先ほどから、春姉は珍しくかなり困った顔をしていた。おそらく、今のやり取りで事態を把握したのだろう。

「あー、姉さんとかいたいた。お前が知らなかっただけで……」

　厳しい言い訳。正直、かなり苦しい。とはいえ、こう言うよりも他にないような……。

「何回か都筑君の家に、お邪魔してたけどお会いしてないよね？」

「話せば色々と長いんだが……」

「長くても別にいいよ。話して」

　なぜか、佐崎は真剣な眼差しをして、まったく退こうとしない。

「そこまで話さなきゃならない理由がないような気はしないか？」

　現状、そこまで話すような間柄でもない気がするのだ。再会して間もないんだから、適当に昔話に花を咲かせて、連絡手段を教えて終了ってのが普通の流れなんじゃ？

　いや、俺自身は佐崎と再会できて、嬉しいのは確かなんだけど……。俺はこの状況を手放しに喜べない度量の狭い男だった。

「あたしは、都筑くんのご両親に頼まれてるんだよ。これからもよろしくお願いねって」

　俺の心を知ってか知らずか、彼女は誇らしげにそんなことを言ってくる。

「……子供の頃の話だろ」

　小学校に上がった時の話じゃないか。ゲームじゃあるまいし、なぜそんなに幼い時の約束を守るように、義理堅いのか。

「約束は約束。都筑くんがいつの間にか転校してた時、あたし、すっごい後悔してたんだからね？」

　喋っていくうちにむくれているような、それでいて寂しさも混ざった切ない表情へと変わっていく佐崎。

　話していくうちに思い出してきたが、こいつ、すごく世話焼き好きな奴だった。それに頑固で自分の考えをそうそう曲げない。昔は、格好いいなぁ、と憧れたこともある。

　なんだかんだで転校前に疎遠になって、遊ばなくなってしまったけど、心ではなんとなく気にしていたんだよなぁ。転校する日に、もしかして来ないかなって期待したけど、来てくれなくて、密かに落ち込んでた記憶がある。小学校三年になって、初めてクラスも一緒じゃなくなってたから、転校の話なんて伝わっていなかったんだろうけど。

「ねえ。込み入った話になるんだったら、家の方に行かない？　ここでずっと立ち話をしてるってのも何だし、昔の知り合いなら、積もる話もたくさんあるでしょう？」

　春姉がナイスアイディアとばかりにいつもの笑顔で提案してくる。これで時間を稼げるが、その間に言い訳を考えなければならない。どう誤魔化そう……。

「……それもそうですね。よろしければ、お言葉に甘えさせていただきます」

　軽くお辞儀するように頷いて、同意する佐崎。

　こうして、俺たちは珍しいお客を連れて、家へと帰ることになった。







　二人の幼馴染







　歩き慣れた住宅街の路地を進み、ようやく自宅の玄関までたどり着く。

　佐さ崎さきの追及をかわしつつ、誤魔化しきった家路だった。中に入ったら、本格的な追及が始まるのかと思うと、気が重い。佐崎との再会は嬉しいはずなのにな……。

　玄関の扉を開けて、ただいま、と帰宅したことを告げると、階段の方から軽快に下りてくる可愛い足音が聞こえてきた。

「お兄ちゃん、お姉ちゃん、お帰りー！　理り恵えちゃんもー！」

　私服に着替えていた夏なつ海みが玄関までお出迎えしてくれた。非常に心が癒いやされたのだが、

「誰？」

　佐崎からの端的すぎる問いで、癒しの時間は呆気なく終了した。

「妹」

　同じように端的に返すと、佐崎は春はる姉ねえに自己紹介をされた時のように首を捻ひねる。

「ん～？　お姉ちゃん、だぁれ？　あ、夏海は都つ筑づき夏海だよっ」

「えっと、佐崎恵めぐ奈な。お兄ちゃんの昔の知り合いだよ。よろしくね」

　物怖じしない夏海が頼もしい。ある意味、爆弾でもあるんだが。とりあえず、空気を読んでくれると嬉しい。

「夏海、随分と早かったな。美化委員はどうしたんだ？」

「お兄ちゃんたちが遅かったんだよー。もう五時だよっ」

　半袖から出た手を広げて、五の数字をアピールする夏海。

　そういえば、買い物する前に公園に寄ってたりしてたからなぁ。そりゃ、遅くなって当然だ。九月になれば、若干日没も早くなるが、まだまだ明るいせいで遅くなった実感が湧かなかった。

「この子は、あたしたちが卒業した谷や津つ坂ざか小学校に通ってるの？　懐かしいなー」

　中腰になって、夏海の顔を見てしみじみと思い出すように語る佐崎。

「あー、いや……」

「夏海、小学生じゃないもん！」

　珍しく、少し怒った表情になって反論する夏海。嫌な予感がふつふつと湧いてくる。

「あ、ごめんなさい。中学生なのかな？」

「夏海は高校一年生なんだよっ！　お兄ちゃんの一個下っ」

　嫌な予感的中。……言ってしまったか。いや、でも事実だしなぁ……。

「高校、生？」

　佐崎が信じられないものを見るかのような目つきで、夏海に視線を注ぐ。まあ、知らない人間から見たら、そういう反応になるような気がする。

「ほらっ！　これがしょーこだよっ！」

　そう言って、胸ポケットから生徒手帳を出す。夏海には、年齢を証明する物を常に持たせている。なにしろ、そうしないと色々と手間がかかる時があるからな。逆に、たいてい子供料金でまかり通れたりしてしまう。犯罪なのでやってないが。

　佐崎は目の前に出された生徒手帳にまじまじと見入っている。設定によって作られたものなので、偽造ではない。さすがに公的証明書を見て、信じざるをえなかったようだ。

「高校生……。高校生、なのよね。ごめんなさい。その、あまりにも……」

「ううん、いいよー。慣れてるしー」

　佐崎はあまりにも小さかったから、と続けたかったんだろうが、さすがに夏海を前にしてそんな本音は言えなかったようだ。夏海も夏海で、そろそろ慣れてきている。まあ、出掛けるたびに出先で疑われるしなぁ。主に俺が。

「じゃあ、遠慮せずにどうぞ、上がっていってください」

　春姉が促すと、佐崎が頷うなずいて、丁寧に靴を脱いで家に上がろうとする。

「それじゃあ、おじゃまします。まず、お線香をあげさせてもらえるかな？」

　子供のころと同じで、礼儀正しく、やはり律義な佐崎だった。




　佐崎は居間の横にある和室に鎮座する仏壇の前に正座し、蠟ろう燭そくから火を移した線香を香炉に立てて、手慣れたように鈴を鳴らす。静かな部屋に透き通った音が鳴り響いた。手を合わせ、しばらく動かず、何か語りかけているかのように沈黙している。

　それを見てからキッチンの方にいくと、春姉たちが買ってきたものを冷蔵庫の中へ丁寧に入れていた。俺はその間に、キッチンの棚に入れてあった来客用のコップ五つを取り出して軽く濯すすいでから、開いている冷蔵庫から麦茶を取り出して一つ一つ注いでいく。さらに冷凍庫から氷を取り出して、適当にぶち込んだ。春姉から「わたしの役目なのに」といった視線が飛んできたが、まあ、このぐらいさせて欲しい。

　コップをお盆に載せて、居間にそろそろと持って行き、冷えて水滴の付いたコップを夏仕様のこたつの上に置いていく。それが終わってから和室の方を見ると、ちょうど佐崎が顔を上げ、立ち上がって居間の方に戻ってくるところだった。買ってきた物を冷蔵庫に入れ終わった春姉も戻ってくる。

　五人がそれぞれの位置に座り始め、佐崎は俺の対面側に座った。

「麦茶いただきます。喉のど渇かわいてたんだー。子供の頃からそうだったけど、気が利くねー」

「来客にお茶出すってふつーだろ……。第一、お前、うちに来たら、必ず麦茶出せーって騒いでたじゃん」

　佐崎が昔を思い出すように口を付けて喉を潤していく。

「そうだっけ？　忘れちゃったなー。でも、味は覚えてるよ。懐かしいなあ……」

　一口飲んでから、首を傾げてこんなことを言ってくる。昔から同じ麦茶のパックを使ってるからなぁ。珍しい味というわけではないはずだけど。

「おじさんもおばさんも、元気だと良いね」

「死んでるのに、元気も何もないと思うんだが」

　懐かしむように、目を瞑つむって天国の父と母を労ねぎらってくれる佐崎に、俺は照れが入ってしまってそんな風にしか、返すことができなかった。

「もう……。物の喩たとえだよ」

　案の定、呆れたように溜息をつく佐崎。

　しかし、そんなしみじみとした会話もつかの間、すぐに本題を半眼で促された。

「それで、春海さんと夏海ちゃんとはどういうご関係で？」

「やっぱり、言わなきゃ駄目なのか？」

　如いか何んともし難い、避けられない展開だった。

　さすがに、本当のことを言うわけにはいかないから、心苦しいが噓をつくしかない。言い訳は、帰りがけに考えておいたから、すでに準備は万端だ。

「えっと、だな。春姉と夏海は、その……。親父の隠し子だったんだ」

「はぁ？」

　佐崎は一瞬で驚いた顔になった。そりゃ、そうだろう。はっきり言えばトンデモ話だ。

　でも、春姉まで驚いていると、バレるから勘弁してください。佐崎が気付いていないようでほっとした。夏海は夏海で、なんだかよくわからないが、楽しそうにしている。理恵はさすがに空気を読んだのか、それを聞いても微動だにしない。……驚きすぎて身み動じろぎすらできないとかじゃなければ。せめて、打ち合わせることができれば良かったんだけど、そんな隙すきはなかったしなぁ……。

「隠し子、って……。おじさんとおばさん、あんなに仲が良かったのに？」

　天国の父よ、本気でごめんなさい。母一筋で、周りからも羨うらやましがられるほどの愛妻家だったのに。幼心ながら、仲が良かったのを覚えてる。でも、今の家族を守るためです。許してください。今年、盆に行った墓参りの時に紹介したあの子たちです。次の墓参りでは、おいしいお供え物を持っていくので、それで手を打ってください。

「転校する直前、まあ、母親が死ぬ前に打ち明けられてな。俺も当時はビックリした」

　これであれば、なんとかギリギリ筋が通る、はず。ふと、理恵を見るとすごく泡を食った顔をしている。なにかこう、俺に対して危険を伝えているような……。なんか、自分でも気づかないおかしい部分でもあったか？

「あのさ。都筑くん」

　少し、呆れたような顔と声で問い掛けてくる佐崎。

「隠し子なのに、なんであなたの上と下にそれぞれ一人ずついるの。いくらなんでも、おかしくない？」

　いや、だからこそ、隠し子なんだとは思うんだ。しかし、あの誠実だった親父がほぼ同時期にふたりの女性とつきあってて子作りに励はげんでいたという設定は、いくらなんでも説得力が皆無だったか？

　佐崎は疑わしい視線を、こちらに向け続けている。

「えっと……」

　そして、早くも詰み？　適当な話のせいで、このままでは親父がただの無節操なろくでもない中年になってしまう。あっという間に王手飛車角取りの大ピンチだ。

　元々の『エターナル イノセンス』の養子云々の設定を使うか？　いや、でも、ゲーム上で養子になったタイミングは幼稚園に行っていた時のはず。その時に、俺は佐崎とたくさん遊んでいたわけで。それを考えると、春姉や夏海、佐崎はお互いを知っていないとおかしくなるから駄目だ。

　考えろ、考えろ。なんでもいいから、思い出せ。何かいい手が……。

　あった。

　けど、なんというか、ネタ元がネタ元なだけに信じてもらえるかな。まあ、ここまで来たら毒を食らわば皿までだ。

「お袋には姉がいるんだけどさ……」

　ごめん。いないけど。

「その伯母さんも親父を好きだったんだ。その伯母さんが、余命三年を言い渡されてて、不ふ憫びんに思った親父がついつい手を出したんだ。俺のお袋も伯母さんと仲が良かったから黙認どころか、歓迎してたらしい。で、こうして今の家族が出来上がったってわけだ」

　適当なギャルゲーを二本ほどピックアップして、設定を合わせてみた。

　言ってから、なぜだか、なんともやるせない気持ちになってくる。確かにちょっとだけそれらしい理由は出来たけど、無理がありすぎる。倫理的にも。

「そ、そうなんだ……」

　佐崎は理解も納得もしていない様子だったが、噓うそと断じることもできない内容のためか、これ以上突っ込んではこなかった。深い話をすると、もっとプライバシーに関わる問題になるからな。さすがに過去を大仰に暴くような真似を佐崎は自分自身に許さないだろう。

　佐崎の善意につけ込んだようで、少し心が痛んだ。

「随分とすごい話だね。まだちょっと、信じられないけど」

　ギャルゲーフィルターを通すと、さほどおかしくないけど、現実からすれば異常極まりない。これで信じろという方に無理があるが、無茶でも信じてもらうしかない。

「正直、信じ難い話だけど、そういうことであれば、これ以上は何も聞かないよ」

　なんとかギリギリで面目は保てたらしい。心の中で少しだけほっとする。

「ま、疑うのも仕方がない。俺たちも色々とあったんだよ」

「そうね。色々とあったわね」

　春姉が落ち着きのある締めの一言。これで、なんとか平穏は保たれたと思いたい。

「さて、そろそろ晩ご飯の準備をしてくるわね。佐崎さんとごゆっくり」

　追及がやんだところで、立ち上がって台所の方へとにこやかに向かっていく春姉。途中、理恵の方へと向き直った。それを察したのか、

「あたしも、手伝います」「夏海もー」

　そんな風に春姉に続いて二人も台所へと消えてしまった。俺と佐崎の再会に気を利かせてくれたらしい。とはいっても、そんなに離れてないから、よほど小声で話さない限り、会話なんか丸聞こえだ。

　取り残された二人で、微妙な沈黙。話したいことはそれなりにあるんだが……。

　どうしようかな、と口をつぐんでいると、佐崎の方から言いづらそうに口を開いた。

「今更だけど……。元気だった？」

　本当に今更だな！　そういや、昔も喧嘩して絶交中だったはずが、いつの間にか一緒に遊んでて、しばらく経った後に謝ってきたりしていたな。らしいと言えば、らしい。

「元気だったよ。そっちこそ、元気そうだな」

「まあ、元気はあたしの取り柄だしね」

　ガキの頃はよく振り回されていたことを思いだす。当時からインドアだった俺は、割りと嫌がってたはずなんだが、なんだかんだで佐崎によくついていっていた。

「それにしても、よく俺のこと覚えてたな。絶対に忘れてると思った」

「そっちこそ。ちゃんとあたしを覚えててくれてたんだね。八年も前なのに。人生の半分近く会ってないんだよ？」

「良くも悪くも、印象に残ってたから、な。面影も残ってたし」

　横に跳ねてる髪とか。

「これ？」

　そう言いながら、跳ねてる髪を指で摘む。ちゃんと自分の外見的な個性を把握しているようだった。

「このヘアゴム、覚えてる？」

　ヘアゴムに付いたボンボンみたいなビーズを指で摘んで、上下に揺らす。

「見たときから気になってたんだが、ずいぶんと子供っぽいよな」

「まあ、わかってて使ってるしね。ちなみに、これ、都筑くんからのプレゼントだよ？」

　そう言えば、買った記憶がある。近所でやってた祭りで買ったんだっけ。

「当時は便利でさ。ずっと使ってるせいで愛着が湧いちゃったんだよね」

　俺が贈ったものを大事にしていると思うと、非常に穏やかな気分になってくる。

「都筑くんがプレゼントしてくれた物だから、なんて理由だったら嬉しい？」

　イタズラっぽくそんなことを聞いてくるものだから、不覚にもドキッとしてしまった。

「……そんなの、期待してねーよ」

　いやいや、そんなこと普通ありえない。でも、うっすらと期待してしまった俺がいる。猛省して現実を見るんだ、俺。

「もー。そういうロマンスがあっても良いじゃない……」

　テーブルの上に突っ伏して、顔だけこちらに向けて、ふてくされたように言ってくる。

「……どっちなんだよ」

「えへへー、教えなーい」

　完全に適当にあしらわれた気がする。そういえば、昔もこんなふうにからかわれていたっけ。そんな甘酸っぱい記憶が微かに蘇ってきて、少し楽しくなってきた。

「転校してから、どうだった？」

　片方の肘をついて、身を乗り出して聞いてくる。

「どうだったって言われてもな。ごく普通だったと思うぞ。勉強して、遊んで。遊ぶメンツが変わったぐらいで、さほど代わり映えはしないだろ」

　まあ、正直に言うと、インドアな性格もあって友達もあまりいなかったけどな。まったくいなかったわけじゃないが、よく遊ぶような友達はいなかった気がする。寂しかったと言えば寂しかったが、家で従い姉と妹こと一緒にゲームで遊んでれば面白かったし、恵まれてもいたのかそこまで不遇な生活ではなかったと思う。

「どうせ、家の中でゲームばっかりしてたんじゃないの？」

　バレている。まあ、一人だと昔からゲームばっかりしてたしな。

　しかし、そう言う佐崎こそどうなのか。

「おまえこそ、少しは機械に触れるようになったのかよ。ゲームなんてろくに触れもしなかっただろ」

「機械になんて頼らなくても、人間は生きていけるよ」

「……おまえ、未いまだにテレビのリモコンしか扱えないのか？」

「ほっといてよ。いいでしょ。困ってないもん」

　変わってないな。こいつは昔から機械音痴で、ゲームなんかやれもしなかったっけ。初めてゲーム機に触らせた時の台詞が「このボタン、押したら壊れない？」だ。どうも当時、家にあったビデオデッキをなんかの拍子に壊してしまったのが原因らしい。ビデオテープがちぎれ、それが内部にも影響を与えたようで、そのデッキは二度と動かなかったと聞いている。

「パソコンとか、携帯とか、みんな毒されすぎ。良いじゃん。テレビがあれば充分」

「このご時世にそんな意識でよく生きていけるな。パソコンの授業とかないのか？」

「あるけどさ。でも、あの授業大っ嫌い。情報科目なんて見るのも嫌。なんで必修になってるのか、わけわかんない」

　筋金入りだ。未だに機械嫌いは直っていないらしい。まあ、いくらゲームをやらせようとしても「もう絶対嫌！」で突っぱねられてたからなぁ。

「ま、お前が変わってないのはよくわかった」

「何その上から目線。感じわるー。まあ、確かに普通だったけど。勉強して、運動して、いっぱい遊んで。辛つらいこともあったけど、楽しいこともいっぱいあったよ」

「そっか」

　転校する年になって、クラスが変わったけど、佐崎はよく外で遊んでる姿を見たな。女の子同士で遊んでいる時に、一緒に遊ばない？　と誘われたりしたこともあったが、さすがにそれは恥ずかしすぎたので、ぶっきらぼうに断っていたのを思い出す。

「そういや、男友達ともよく遊んでたよな。二人ぐらいとよく遊んでなかったっけ？」

「よく覚えてるねー。藤ふじ田たくんと普ふ久く乃の原はらくんのこと、だよね？」

「いや、名前までは知らんけど」

　佐崎の言った名前には覚えがない。クラスメイトになったこともないはずだ。

「今でも友達だよ。面白い人たちでさ」

「へえ……。いや、俺は知らない奴だけどな」

　俺は、あの時のクラスメイトがどうしているかなど知らない。小学校時代も中学校時代も。中学の場合、遠い場所にいたからってのもあるけど。

「藤田くんは、都筑くんが転校したその年に、転校しちゃったんだよね。でも、都筑くんと同じで、最近になって戻ってきて再会したんだ」

「それは、奇遇だな」

　……ってことは、佐崎からすれば仲の良かった男子が当時、二人も転校してるのか。

「こうして再会できたのは、何気に奇跡なのかもな」

　人には歴史がある。その歴史が別れ、今再び巡り会う。……って、柄じゃないな、こういうのは。我ながら、言ってて恥ずかしくなった。

「あはは。ロマンチストめー！」

　当然、隙を見つけたかのようににこやかにツッコんでくる佐崎。

「そのロマンチストな都筑くんは、幼稚園の頃、約束したこと、覚えてる？」

「……なんか、約束したっけか？」

　さすがに覚えてないな。いくらなんでも、ベタベタな結婚の約束でもないだろう。

「あー、忘れちゃったんだ。覚えてるの、あたしだけ？　なんかすっごい不公平だなぁ」

　寂しそうな顔をされると、思い出したくもなるが、記憶にないものは思い出せない。

「そんなこと言われてもなぁ……」

　佐崎は少しむくれるが。とはいえ、思い出せないものは思い出せん。ここで思い出して、話が進むのがゲームのお約束だが、現実での思い出は日を跨またぐごとに薄れていく。それが、普通なのだ。

　そんなようなことを考えていると、佐崎がまじまじと俺の身体を見ていた。

「その制服、横よこ岸ぎし高校だよね？」

　なんだ、制服を見ていただけか。今、思い出したが、着替えておけばよかった。

「ああ、そうだけど。そっちの制服は平ひら乃の沼ぬま高校だよな？」

「そうだよ。そっちの高校からは割りとすぐ近くだね」

「偏差値はそっちの方が数段上だけどな」

　近くに自分たちよりも優れた学校があると、親に比較されて嫌だ、みたいなことを翔しよう也やは言っていたな。確かに校長などは、「平乃沼高校に負けないよう――」と、朝礼で時々言ってくる。偏差値十五も離れてるのに。

「そりゃ、努力したし。努力した分、ちゃんと高校生活で返ってきてるんだ」

　当然のように、嫌味ではなく誇らしげにそんなことを言ってくる。

「都筑くんの家ともご近所だし、高校も近くだし、これから会う機会も多いんじゃないかな？　今までももしかしたらすれ違ってたのかもしれないね」

「可能性は高いかもな」

　佐崎がスーパーで声をかけてくれなければ、おそらくすれ違ったまま、再会などできなかっただろう。きっかけひとつで変わるもんだ。そのきっかけが幼おさな馴な染じみ設定である理り恵えとの会話というのも、何の因果だろうか。

　そして、佐崎は思い出したように、ごそごそと自分の鞄かばんの中をまさぐっていた。「あった」と呟つぶやいて映画の前売りチケットを目の前に差し出してきた。

「というわけで、再会祝いってことで、今度、映画を見に行かない？　お父さんが会社の人にもらったみたいなんだけど、自分は見ないからってくれたんだ。ペアチケットだから、一緒にどう？」

「え？　あー……」

　映画なんてそうそう観ない。気になった映画はいくつかあるが、結局、延ばし延ばしにして見逃している。テレビで放映する時に、時間があったら見るとかその程度だ。

「彼女なんていないよね？　女の子と二人で行けるなんて、滅多にないよ」

　ニヤニヤとからかうように、そんなことを言ってくる佐崎。

「失敬な！」

　俺が否定すると、佐崎はにこやかな顔を一転させて寂しそうな顔になった。

「……じゃあ、いるの？」

　誤解を恐れず言うのであれば、理恵と咲さきが恋人候補ということになるが、未だ答えを出していない俺が彼女たちを恋人というのはおこがましいにもほどがある。こうして悩んでいる間にも、彼女たちに愛想を尽かされることだってありうるわけだし。

「いない、けどさ……」

「じゃあ、どっかのタイミングで行こうよ。いいでしょ？」

　テンションがおかしくなっていたのか、衝動的な何かに突き動かされたように、気付けば俺は「了解」と、口に出してしまっていた。

「最近、あたしたちの間で流行ってるアイスとか奢おごってあげる。絶対に美味しいから楽しみにしててね」

　少し戸惑ってしまったが、楽しそうな佐崎を見ていると、何な故ぜか「まあいいか」と思うようになってしまっていた。

「あ、カレーの匂い……」

　佐崎がいきなりそんなことを言ったのを皮切りに、さきほどから鼻び孔こうを刺激していたカレーの匂いが居間まで本格的に侵食してきた。

　不意に、くぅ、と小さな音が鳴る。発生源を見ると、顔を真っ赤にして俯うつむいていた。

「あはは、お腹すいちゃった」

　確かに食欲を刺激する良い匂いだ。そんじょそこらのカレー専門店でも出せないほど香ばしい。さすが春姉。スパイスから作るって難しそうに思ってたんだけど。

「それじゃ、晩ご飯みたいだし、そろそろお暇いとまするよ」

　もうそんな時間なんだな。大して経っていなかったような気がしてたんだけど、時間の流れは速いものだ。時間泥棒は今日もどこかで大忙し。

「晩飯、食っていかないか？」

「ううん、申し出は嬉しいけど遠慮しておく。素す性じようのはっきりしない人と、馴れ合うのは好きじゃないしね」

　……今、なんて言ったコイツ？

　佐崎は立ち上がり、玄関の方へと向かう。俺はその背中に慌てて声をかけた。

「おい、佐崎。お前、さっきの話、まだ引きずるのかよ」

　早々と靴を履き終えた佐崎は、立ち上がり、靴の履き心地を整えてから俺の方を見上げるように向き直る。

「都筑くんは、不審に思わないんだ？　隠し子とかは理解できないけど、納得はするよ。でも、あたし、あの秋あき原はらさんの話を聞いてないよ？」

　そういえば、あの後、理恵に関しては説明してなかったな。

「理恵は幼馴染だって言ったろ」

　そう答えるしかなかった。本当のことを言えない以上、他に説明のしようがない。

　佐崎は問い詰めるためか、乗り出すようにして俺に一歩近づいてくる。

「昔、隣に住んでなんかいなかったじゃない。転校前まで住んでたって記憶もないし。ねえ、間違ってるのはあたしの記憶？　それとも、都筑くんの記憶？」

　現実的に見れば、佐崎の記憶は間違っていない。間違っているのは現実の方だ。何故か設定の影響下にいない佐崎は、俺たちの関係を俯ふ瞰かん的に見ることができている。

「あたしは、認めたくないよ……。あたしの知らない武ちゃんの幼馴染なんて……」

　佐崎は焦燥感のようなものを表情に漂わせていた。

　俺には、その理由がさっぱりわからないので、混乱するだけだ。

「もう……、どこにも行っちゃやだよ……？」

　彼女は、俺の片手を摑んで上目遣いに呟くように囁ささやいた。

　ここまでしおらしい佐崎は俺の子供の時の記憶にない。その意外だったところが、原因なのか、そんな彼女のお願いは心にあまりにも強く響いた。

「行かないよ。ここが俺の帰ってくる場所なわけだし」

　その答えが大正解だったのか、佐崎はすぐに寂しそうな顔を引っ込め、破顔した。

「映画の約束忘れないでね」

「気が向いたらな、『めぐ』」

　ふと、『めぐ』と呼んでたことを思い出して、衝動的にそう口に出した。

「ん！　じゃあねっ！」

　俺の呼び方に満足したのか、佐崎は玄関を開けて軽やかに去っていった。送れば良かったかな、とも思ったが徒歩五分だ。そんな気を遣う必要もないだろう。

　彼女は正真正銘、本当の幼馴染なのだから……。




　風呂に入って、後は寝るだけ、という時間に俺はというと自分の部屋のベッド上でなんとはなしに仰向けになって寝ていた。カレーがすごく美味くて、食い過ぎたせいもあり、未だに胃どころか口の中にまでカレーが残っているような錯覚をしてしまう。

　しかし、それ以上に頭に思い浮かぶのは、佐崎のことだった。

　まさか、再会できるなんて思ってもいなかった。小学生の時に、転校で別れ、俺自身も彼女のことはまるで忘れていた。出会った今では、素直に嬉しいと思う。

　ただ、気になる点がひとつ。どう考えても微妙に納得のいかない、あの一点。

　なぜ、あいつの記憶が改変されていないのか。

　真剣に考えようとした瞬間、いつもの時間になった。ステンレス製の窓枠が軋きしみ、ゆっくりと開けられていく。カーテンの中からいつもの理恵がやってきた。今日はパステルグリーンの四つ葉のクローバーが所々にプリントされたパジャマだった。最近、買ってもらったらしい。

「こんばんは～」

　首だけ動かして、理恵に顔を向けた。満腹のせいで起き上がる気にもなれない。

　俺が寝ているベッドに何の警戒もなしに座る。風呂上がりなのか、ほのかに柑かん橘きつ系の香りがした。いつもの匂いと違うな。石鹼を変えたのか？

「石鹼変えた？」

「あ、うん。お父さんの会社の人が石鹼十年分が当たったとかでくれたんだ」

　石鹼十年分て！　レアなものに当たったな。うちの親父も生前にカイロ五年分の商品とかもらってきてたけど。

　しかし、理恵はさらっと言っているが、これは結構すごい話だ。理恵だけに限らず、その家族までちゃんと生活が自然になるように改変されているのだから。

　他の人はここまでされているのに、なぜ佐崎だけ記憶が改変されてないんだろうな。

「良い匂いでしょ、ほらほら」

　理恵さん。寝転がっている俺に対して、笑顔で体を無遠慮に近づけるのはやめてください。俺だって、健全な高校生です。間違いがあったらマズいんです。

　理恵に背を向けるように寝返りをうって、下劣な欲情を決死の理性で押さえ込む。萎なえるような男の裸を想像して、下の方に血が巡るのを必死で阻止した。ギリギリセーフ。

　しかし、理恵は攻勢を緩めない。横向きになった俺の横腹に両手を置いて、乗り出すようにして俺の顔を覗き込んでくる。こういう行為を無自覚でやってるのが、末恐ろしい……。

「気になることでもあるの？　武ちゃん、なんか悩んでる気がするんだけど……」

　何故わかるのだろうか。顔に出てるのかなぁ。

　俺が体を起こそうとすると、理恵はその体を戻し、ベッドの上で正座した。俺も上半身だけ起こして、理恵に向き直ってあぐらをかく。

「まぁ、さっきの佐崎のことでちょっとな」

「へぇ～～～。本当の幼馴染と～～～、再会したら～～～、そっちが気になっちゃうんだ～～～」

　ちょっと怒った。ジト目が怖い。いかん、疑心が入っとる。あっという間に臨界点だ。この話題は、ＮＧだったか？

「そっちの気になるじゃないって！」

　普通に、再会できた人間は気になるだろう。仮に佐崎が男だったとしても、だ。

「ふぅ～～～ん……」

「信じてないな？」

「……………だって」

　理恵にしては珍しく、口を尖らせて、下を向いて拗すねてしまった。珍しい、というか、こういうことは初めてかもしれない。

「気になってるのは、あいつの記憶が変わってないってことだよ」

　理恵は首をかしげる。ピンと来てなさそうだ。

「あいつは確かに俺の幼馴染だけど、だとしたら、俺と幼馴染であるはずのおまえの記憶も持ってないとおかしいだろう？」

　理恵のクラスメイトたちが、理恵を自然に受け入れていたように、なにがしか理恵の記憶を持っていてしかるべきなのだ。本来は。

　それを聞いた理恵は、少し顔を下に傾けて寂しげな顔をした。

「それは、あたしが……」

　理恵が何かを言おうとして、その言葉を止めた。待っても、彼女は何も語ろうとしない。言葉の先は気になったが、言いたくもないことを無理に言わせてもしょうがない。

　そして、理恵は場の空気を壊すのを怖がるように、あからさまに話題を逸らした。

「武ちゃんは、佐崎さんと会えて嬉しくないの？」

　なんとも答えづらい質問だ。噓うそを言ってもしょうがないから、正直に言おう。

「そうだな。昔の知り合いと再会するってのは、意外に嬉しいものだって思ったよ」

「そっか……。武ちゃんの、過去。本当の過去、なんだよね」

　俺から顔を逸らすように、体ごと向きを変えて、ベッドの縁ふちに座り直す理恵。

「あたしたちの過去は、どこにあるのかな？」

　理恵のそんな不意の質問に対する答えを俺は持っていなかった。

　彼女たちには、記憶はあっても、過去そのものは存在しない。いや、あるのかもしれないが、彼女たちの昔の写真が存在しないので、わからないのだ。

　俺たちの過去、か……。

「……武ちゃんと佐崎さんが羨ましいよ」

　すごく心細そうな顔が肩越しに見えた。今にも離れてしまいそうなほど不安な顔、とまでは言わないが、それでも気にはなるぐらい。

「一応、言っておくが……。俺は、今の関係を大事にしたい。今の関係に勝る過去なんて、ないんだからな」

　そう言うと、傍はた目めに見ても理恵は頰を紅潮させていた。俺も恥ずかしい。なんて、くさい台詞だろうか。

「ありがと、武ちゃん」

　顔だけこちらに向けて、照れながら、お礼を言ってくる理恵。だけど、ほんの少し。理恵の表情には翳りが見えたような気がした。やはり、簡単に割り切ることは難しいのかもしれない。

　別れを告げて、普段通りに窓を開けて、自分の部屋に戻っていく理恵。その背中は少し小さく寂しそうに見えた。

　理恵は明らかに寂しがっている。

　だけど、これから寂しさはいくらでも埋めていけるはず。

　俺はこの時、確かにそう信じていた。




　それから、三日後。木曜日の朝。少し珍しいことが起こった。

「たーく～ん、朝よー」

　いつもよりもちょっと激しく体が揺らされる。あれ、これ誰だ？　理恵じゃないぞ。

　体を起こして、目を開けると、揺すっていた張本人が視界に入った。周りを見渡しても当然自分の部屋だ。

「おはよう、たーくん♪」

「春姉？」

　春姉が起こしに来るとは珍しい。ってことは……。

「朝ご飯は食べられるけど、ゆっくりしすぎると、遅刻しちゃうよ？」

　やっぱり……。いつもよりも寝た気がしてたから、嫌な予感はしてたけど。

「はい、夏海ちゃん。起きなさ～い」

「ふぁ～い……」

　今日も今日とて、夏海は俺の腰が定位置だった。のそのそと、起き出して、ベッドから降りていく。えーと、理恵が俺の部屋に来ていないということは……。

「理恵のヤツ、寝坊か？」

「きっとそうじゃないかな。起こしてきてあげてね」

　そういえば、あいつはあいつで時々寝坊するんだよな……。その時に、起こしに行く役は、当然主人公なわけで、つまり俺。

　屋根伝いで行かないと駄目ですか？　正直、高い場所は苦手なんだが……。

「それじゃ、お願い。怪け我がしないでね？」

　春姉と夏海は部屋から出て行った。あっという間に孤立無援。設定的に春姉たちにとっては、いつものことだからな。心配することもないんだろう。なんにせよ、俺もまずは制服へと着替えた。

　窓を開けて、足を出して屋根へと乗せる。瓦かわらのぬめりとした感触がじんわりと足の裏に伝わってくる。ちなみに裸足だ。靴下だと思いっきり滑りそうで怖い。

　頭を低くして乗り出すようにして体を窓から出して、完全に外へと持ち出す。見られたら、不審者扱いは免れない。今すぐ、回れ右をして部屋へと戻りたいが、今日ぐらい理恵を自分で起こさないと不義理なことこの上ない。最近は目覚ましもかけず、理恵に頼りっぱなしだし……。

　距離は約五メートルほど。

　覚悟を決めて一歩一歩、瓦の上を確実に進む。十歩もしないうちに、屋根と屋根の境目へと到達した。下に安全用のネットは、ちゃんとある。……つーか、下見んな、俺！

　少し恐怖が増した心を無理矢理落ち着かせ、足を大きく踏み出して、向こうの屋根に乗せる。頼むから瓦よ、ズレたりしないでくれ……。そう祈るばかりだ。

　そして、なんとか理恵の家側へと体を無事に移動させることに成功する。理恵はすごいな。こんなの毎朝やってたのか。靴下履いてたと思ったんだが。滑るかも、とかそういう恐怖心はないのだろうか。誰だよ、こんな幼馴染の定番考えたの。実際にやる身にもなってみろ。……どう考えても八つ当たりだ。

　必死の思いで理恵の部屋の窓へとしがみついた。これで、鍵が閉まってたら笑うしかないが、幸いなことにゲームの設定同様に鍵は開いていた。窓を軋ませながらゆっくりとスライドさせて、全開にしてから体を理恵の部屋へと入れる。

　ベッドの方を見ると、理恵はまだ寝ていた。こちらに背を向けるようにして横になり、完全に熟睡しているようだった。

　女の子を起こすなんて初めてだから緊張するが、さっそく任務開始だ。理恵の寝ているベッドに近づいて声をかけてみる。

「おーい、理恵ー。朝だぞー、起きろー」

　これで起きればそれでいいんだけど、寝坊時の理恵は何気に寝起きが悪い。

「うぅん……」

　少し何かを間違えてしまいそうな息遣いをして、理恵の体が横向けから仰向けになる。

　……まあ、なんだ。最近は残暑が厳しかったし、昨日の夜も少し寝苦しかったように思う。だから、上半身のボタンが外れて、少しでも外気を体に当てようとしたことはわかる。なんというか、理恵の今の姿はイベント絵で例えると、かなり際どいサービスショットに見えてしまうのもしょうがないと言えるのかもしれない。そう言えば、理恵は寝る時に下着を着けないとゲーム中のテキストに書いてあったな。大事な部分こそ見えないものの、はだけた部分から胸のふくらみが見えるのがまたなんとも……。

　……って、何をマジマジと見てるんだ、俺は！

「理恵ー！　朝だぞー!!」

「ふえっ!?」

　桃色の欲望を散らすように声を出して理恵を起こす。脊せき髄ずい反射のように跳ね起きた。

「た、武ちゃん？　ど、ど、ど、どうしたの？」

「朝だ、朝。春姉、朝飯、冷める」

　いかん、呂ろ律れつが回ってない。理恵と違って、俺は焦ると言語がブツ切りになるらしい。

「う、うん。わかったけど……。もうちょっとやさしく起こしてくれても良いのに……。すごくビックリしたんですけど……」

　半目で俺を睨むように見る理恵。欲情したから、それを誤魔化したなんて、とてもじゃないが言えん。だから、

「……すまん。次から善処する」

　としか言えなかった。だが、理恵はイタズラっぽく笑って、

「約束、だからね」

　と、優しく言ってきた。

　まかせろ、とは言えなかったが、ホントに可能な限り善処します……。




　遅刻はしなかったものの、かなりギリギリに教室へと駆け込んだせいで、朝から疲れた。しかも、一時間目が体育で、なおかつバスケットボールと来た。走りっぱなしになったせいで、疲労はさらに蓄積。

　疲労から来る眠気に抗あらがいながら、ようやく昼休み。しかし、残念なことに、今日は本来お腹を満たすはずの春姉の弁当がない。

「ごめんね、たーくん。お弁当箱の上に、フライパンを落として壊しちゃったの。代わりもないから、今日はお弁当作れなくて……」

　と、朝に言われた。まあ、春姉に怪我がなくて何よりだ。もしかしたら、怪我の後遺症かもしれないと思って問い質したが、手を振って違うと否定された。微妙に心配だが、本気の質問に対して噓はつかない人だからなぁ。思い込みはあるかもしれないけど。

　そういうわけで、今日は学食組になった。新しい弁当箱は帰りに春姉が買ってきてくれるらしいので、今日限りの学食だが、たまには良いだろう。春姉たちがこの世界に来る前は翔也と一緒に来ていたので、久しぶりに翔也を誘って学食へと向かう。

「あ、都筑くん、佐さ藤とうくん、こんにちはー。もしかして、学食なの？」

　途中、学食に向かう学校仕様の理恵に声をかけられた。そういえば、理恵は、その日その日で弁当、学食、購買とスケジュールがあったな。

「おう、今日は弁当がないからな」

「へぇ、珍しい。じゃ、ご一緒させてもらおうかな。今日はクラスのみんなが、お弁当だったから少し寂しかったんだよね」

　二もなく三もなく承諾して「女っ気のある昼飯って最高！」などとほざく翔也を黙らせて、一緒になった理恵に弁当がない理由を説明しつつ、校舎を昇降口から出て隣の建物に向かう。学食は二年校舎の横に隣接する形で建っているのだ。

　入るとそれなりに賑にぎわわっているのが見えたがまったく座れないほどじゃないようだ。

「じゃ、武たけ紀のり、席取っといて」

　じゃんけんで勝ったので一緒に来た翔也が注文をしに行く。俺はその間に席取りだ。『エターナル イノセンス』を投影する前は、いつもこうしていたので何となく懐かしい気分になる。

「了解。俺、ラーメンライスで」

　応、と答えて、理恵と一緒に食券コーナーへと並びに行く翔也。

　それを見送って、席を確保するべく探していると、

「おにーちゃ―ん！」

　と、大声で呼ばれ、一瞬、固まった。発信源はすぐにわかったが、恥ずかしすぎる。

「こーら、そんな大声で叫んじゃダメ」

「あうー」

　と、そんなやり取りまで聞こえてくる。

　さすがに無視を決め込むのもどうかと思うので、呼ばれた方へと向かう。都合良く三人分空いているし、ここで良いだろう。

「お久しぶりです、お兄さん」

「ちーっす、先輩」

　と、妹の夏海の親友二人に挨拶され、その対面の席に座る。

　三つ編みで文学少女っぽい雰囲気の四し阿あ小こ由ゆ奈なちゃんと学校の制服が似合わない真面目なイケメン三み宅やけ拓たく海みくんだった。彼ら二人も、『エターナル  イノセンス』から投影されている夏海のクラスメイトたちだ。

「よう。三人揃って学食とは珍しいな」

「ええ。わたしはいつも学食なんですけど、夏海ちゃんが珍しくお弁当を持ってきてなかったので、たまには一緒にと思いまして」

　そういや、四阿ちゃんはそうだったな。確か、いつもきつねうどんを食ってる設定で……。見るとちゃんと短冊切りになった油揚げがうどんの上に浮いていた。まあ、好きなものならいいし、悪いとも思わないけど、飽きないのかな……。

「三宅くんはいつも購買じゃなかったっけ？」

「まあ、そうなんすけど……。たまには、その、いいじゃないっすか？」

　なぜ、疑問系？　まあ、夏海に付いてきたってのが正解っぽいな。夏海へのフォローもあるだろうが、下心もそれなりにあると見た。

　彼女たちは一度は友情を壊しかけたが、お互いがお互いを大事に想っていたこともあって元の鞘さやに戻ってくれた。夏海がゲーム設定上、あまりに幼いのをフォローしてもらっている。先ほどのように公共の場で兄を呼ぶ時に最小限で留めてもらったりとか、四阿ちゃんと三宅くんには迷惑をかけているが、彼女たちも嫌ではなさそうで安心した。

　最近の様子などを聞いているうちに、理恵と翔也が昼飯を持ってキョロキョロしているのが見えたので、手を振ってこちらの位置を教える。すぐにこちらを見つけて、向かってくる。

「ほーらよっと」

　と、俺の前にラーメンライスを置き、左隣の席へと座る。理恵は、俺の右隣に座った。

「あれ、妹さん？」

　そこで翔也が目の前の夏海に気付く。

「あー、理恵ちゃんだー。こんにちはー。さとーさんも、こんにちはー」

　と夏海が二人へ元気に挨拶する。

「こんにちはー、夏海ちゃんに、四阿ちゃんに、三宅くん」

　理恵は四阿ちゃんや三宅くんとは顔見知りのはずだ。ゲーム内で会話イベントがないが、設定でそうなっているのだから、知っていても不思議ではない。

「はいはい、こんにちはー。今日は友達も一緒なんだ？」

　そっか。翔也は四阿ちゃんや三宅くんとは初対面だったな。

「僕は佐藤翔也。よろしく」

「よろしくっすー。てか、さとーさん、それハンバーグ定食すよね？」

　三宅くんが挨拶もそこそこに、翔也の前に置かれた定食に視線を移した。

「ああ、そうだけど。それが？」

「いえ。昨日辺りから出てきた話なんですが……。まあ、食べればわかるかと……」

　そんな風に三宅くんに言われてから、翔也はハンバーグを箸はしで割って口に運ぶ。

「マズっ！　なんだこれ？　ありえねぇ！」

　横に座る翔也がいきなりそんなことを言い出した。そんなに不ま味ずいのか？

「やっぱりすか。ハンバーグ、肉質も味付けも変わったらしいすね。ゴム食ってるみたいだって、みんな言ってました。まあ、元から大して美味くないすけど……」

「なんじゃ、こりゃ。くそ、朝飯も超焦げた卵焼きで不味かったのに、昼飯もかよ……」

　翔也が見るからに意気消沈していく。仕方ないと言いつつ、ハンバーグをぱくつく。まあ、食わないと放課後まで腹が持たないだろうしな。

「あー、最近ロクなことねーな。選択をなーんか、間違っているんだよなー。フラグも一向に立たねーし。武紀は、なぜかモテ期入ってるし、ムカツク。人生やり直してー」

「……なんだそりゃ。第一、俺をダシにしつつ、愚ぐ痴ちを言うんじゃねぇ」

　そんな風に軽口でやり合うのも久しぶりだ。懐かしい。

「やり直すって言えば」

　そんな俺らの馬鹿話に口を挟んできたのは、またしても三宅くんだった。

「あの公園のバカデカイ木があるじゃないっすか？　オレも最近知ったんすけど」

　ああ、あの『ささやきメモリー』の木みたいなヤツのことか。

「あの恋愛成就するって噂うわさのある？」

「都筑先輩も知ってたっすか。あの木って、それだけじゃなくて、人生を好きなところからやり直すみたいな、そんなこともできるらしいっすよ」

「なんだ、それ？　初めて聞くぞ」

　翔也が興味津々に、三宅くんに聞く。理恵もなぜか興味を隠せないようで、少し身を乗り出していた。

「いや、本当に恋愛成就みたいなしょっぱい噂でしかないっすよ。夜にあの木に強く願えば、人生をやり直すことができるとか」

　人生をやり直すとか、どれだけ万能な木にされているのだろうか。どっかのゲームで聞いたような噂の気もするが、噂というのは非常に無責任だな。それがまた面白いのかもしれないけど。

「しかし、なんでまた、人生やり直しなんだ？」

　素朴な疑問を三宅くんに返してみると、わかりません、という答えが返ってきた。

「それには、ちょっとした言い伝えがあるみたいですよ。わたしも、ネットで読んだだけですけど……」

　三宅くんの投げっ放しをフォローするように、四阿ちゃんが口を挟んでくる。

　それにしても言い伝えって……。なんか、随分と濃い話になってきたぞ。噂っていうか、都市伝説というか、創作というか……。

　四阿ちゃんが、その言い伝えを語り始める。

「結婚の約束まで交わした仲睦むつまじい恋人がいたらしいんですけど、男の方が流はや行り病やまいによって亡くなってですね」

「あ、それ知ってる。男の人が、あの木の中に宿るんだよね？」

　何やら知っているらしい理恵が、同じ話かどうかを確認するように聞く。

　少し、四阿ちゃんが驚いたような、感心したような表情で理恵を見据える。

「あ。理恵さんは、知ってましたか」

「うん。あたしもその言い伝え、聞いたんだ。発祥はインターネットだったんだ」

　そういやなんか理恵と木を見に行った時、そんなことを他校生に教えてもらってたな。

　理恵が、四阿ちゃんと楽しそうに会話を続ける。

「男の人を亡くしてから、女の人は生き甲斐を失っちゃったんだけど、それを木の中に宿った男の人が救ったって、あたしは聞いたけど……」

「はい、合ってます。救い方は女の人に自分のことを忘れさせるって形でしたけど。その後、女の人は普通の生活に戻って、数年後には結婚もして、子供がいる幸せな家庭を築くわけですが……」

「でも、女の人の夫になった人が、彼女の記憶がおかしいことに気付くんだよね。男の人が亡くなってから不思議な力を宿した木を使って辛い記憶を思い出させるんだっけ？」

「ええ。結局、女の人は元恋人と今の夫への二つの想いを抱えるのが辛くなって、自ら命を絶ってしまうんですよね。運命に弄ばれて、誤解やすれ違いが生んでしまった悲恋です」

　なんというか、学校で広まるような話題にしては、話が空想的に過ぎる気がするな。

　第一、どっかで聞いたような話だ。ゲームで。ゲームから噂の逆輸入か？

「でも、それがどーして、人生のやり直しにつながるの？」

　今まで黙っていた夏海が、ご飯を食べる手を止めて、素朴な疑問を呈してくると、四阿ちゃんが、優しく答えた。

「女の人が死ぬ前に、願ったのが人生をやり直すことだったんだって。その願いは叶ったけど、結果として幾人もの人に宿るのを繰り返すことになって、現代まで生き長らえてるんだって。人生をやり直す、とはちょっと違うかな」

「ふーん。そんなことあるんだー。でも、その人、それで楽しいのかなー？」

「え、あ、な、夏海ちゃん。今のは、ただの言い伝えみたいなものでね……」

　信じかけた夏海を必死で、信じさせないようにフォローする四阿ちゃん。夏海のフォローも大変そうだな。今度、改めて、四阿ちゃんにはお礼をしないと……。

「余談なんだけど、その願いを叶えるのに、巨大な力を使ったせいか、木の力は十年に一度しか使えなくなったの。って、この前会ったあの人は言ってたよ」

　理恵がそんな話をして締めた。

　それにしても……。

「翔也。今の話、なんかのゲームで聞いたことないか？」

「え？　なんかあったっけ？」

　翔也は、首を傾げるだけだった。

「一学期辺りのころ、よく俺にやれやれって言ってたあのゲームだよ。最後の方が難しくてクリアできないやつ」

「ん？　なんだっけ。僕は覚えてないんだが……」

「なんだ、おまえも度忘れか？　ほら、ヒロインが前世の記憶のせいで意識混濁になったり、主人公の幼馴染がその前世の記憶を上書きされたりする、妙に欝うつになるゲーム」

　しかし、そう教えても翔也は思い出せないらしい。二人揃って、物覚えの悪いものである。タイトル名を度忘れすると、ネットの検索もできやしない。

　……もしかして、俺の勘違いだったかな？　だんだんと、自信がなくなってきた。

　そして、翔也は俺の話を気にすることなく、木に関する会話を続けていた。

「しかし、人生やり直すことができるってすげーいいな。それができれば、僕も子供の頃にだな……」

　色々とフラグを立てることができるんだけど、と続けたいのがすぐわかった。付き合いが長いのも考えものだ。

「でも、それで本当にやり直すことができるかどうかは疑問ですね」

　夏海のフォローが終わったらしい四阿ちゃんが、楽しげに横から口を出してくる。

「いくら人生をやり直しても、今の知識を得ていなければ、未来は同じだと思いますよ」

　まあ、確かにその理屈はわからなくもない。

　何かを選択するのは、今までの積み重ねがものを言う。どこかで小さくとも過去を変える選択をしない限り、同じ人生になる可能性が高くなると俺も思う。ギャルゲーに例えると、選ぶ選択肢を変えない限り、エンディングは常に同じものとなる、みたいな。

　誰しも、人生をやり直すにしても『今の知識を持って』というのが望みのはずだ。小学校のうちから三角関数とか解いて、すげーとか言われたいと思うしな。

「もちろん、毎回毎回、同じ人生を歩むかどうかはわかりませんけどね。世界観の設定次第で、それが平パラ行レル世・ワー界ルドだったり、シミュレーションされた世界であったりしますし」

　四阿ちゃんらしく、好きなことに対しては妙に饒じよう舌ぜつだった。

「へえ、四阿ちゃん、そういうの好きなんだ？」

　理恵が好奇心旺盛気味に四阿ちゃんに尋たずねる。

「はい。そういうファンタジーとかの物語も好きなんです」

「へえ。ちなみに、今みたいな噂とか、民話とかも好きだったりするのかな？」

「ええ、割りと……。というか、結構……」

　少しはにかみながら、よく読む物語のことを話す四阿ちゃん。

　そんな風に談笑しながら、翔也以外は和やかな昼食は賑やかなまま終わった。




　五時間目と六時間目がようやく終わって、放課後。今日は、理恵や春姉、夏海が揃そろって用事でいないため、久しぶりに一人で帰ることになった。少し前までは当然のことだったんだが、最近はずっと誰かが一緒だったから、物淋しい。

　放課後の喧けん噪そうの中、みんなが帰る準備をして教室から出て行く。俺も鞄に教科書やノートを入れて帰る準備をしていると、思わぬところからお誘いが来た。

「武紀くん」

　声がした方に振り返る。少し、頰を紅潮させた咲がいた。

「このあと暇ひまかな？　甘いもの好きだっけ？　良かったら、わたしたちと一緒にあま～いの食べに行かない？」

　咲の背後を見ると、ゆうきと高たか橋はしもいて、こちらを窺うかがっていた。

「どう、かな？」

「ああ、別に良いぞ。予定もないし。だけど、珍しいな」

「伊い藤とうさんがね。おいしい甘かん味み屋やさんを知ってるんだって」

　ね、伊藤さん。と、確かめるように聞く咲。ゆうき自身は珍しくも動揺したような顔になった。

「ボクが好きなだけで、みんなの口に合うかどうかはわからないぞ。それでいいなら、ついてくるといい」

　慌てたようにゆうきがフォローをしてくる。

「こいつ、結構、いろんな店知ってんだよ。他は普通なのに、一品だけすげー美う味まいものを見つけたりしててな。あんなもん、どこで見つけてくるんだ」

　高橋が心底感心したように褒ほめるなんて珍しい。というか、高橋はゆうきに今まで甘味屋とか紹介してもらってたのか？

「美味しい店を見つける手段は、常に雑誌と足だ」

　ゆうきは、柏手を打つように太ももを手で叩いた。

　なんだか、すごいことを聞いた気がする。投影された『明あか石し葵あおい』にそんな趣味はないから、これは本当にゆうきの趣味なのだろう。

「さて、それじゃレッツゴー！　だよっ」

　咲が率先して歩き出すと、そのあとを高橋とゆうきと共に三人して付いていく。

　クラスメイトとの何気ないやり取りや誘ってくれたことに対して、密かに感動を覚えていたのは内緒だ。




　人がまばらな住宅街の路地を四人で歩く。例の大きな木のある公園の近くだが、ここにゆうきの目当てのものがあるらしい。

「ここだ」

　ゆうきの目線の先にあったのは普通の喫茶店だった。見た感じ、住宅街にある割りには洒しや落れている雰囲気がある。その喫茶店の横に備え付けられた売り場でソフトクリームを売っているらしかった。

「喫茶店に入るわけじゃないんだよね？　わたし、制服なんだけど……」

「咲は真面目だねぇ。あたしにはそういう発想はなかったな」

　俺としても制服で喫茶店に入るのはちょっと……。

「大丈夫だ。ボクのお薦めは喫茶店で売ってるソフトクリーム。横の売り場でも買える」

　まあ、それでも買い食いで、一応校則違反だ。律義に守ってるヤツはそうそういないだろうけど。

　ということで、並んで買ってみた。種類がたくさんあるわけではなく、普通のバニラソフトクリーム一択だったので悩むこともなくスムーズに買えた。

　最後に咲が買うのを待ってから、何気なくなめてみた。

「あっ、おいしい！」

　俺の心を咲が代弁した。マジで美味い。濃縮された甘さとか、素材の味が十二分とか、感想は色々と言えそうだが、これを表現する言葉は美味い以外にありえない。今まで食べたソフトクリームを遥かに超えている。今までソフトクリームは特定のコンビニで売っているヤツが一番だと思っていたが、これは認識を改めないとダメかもしれない。高橋も「へー。美味いな、これ」と、何気に褒めている。

　ふと、横を見るといつもはどこか張り詰めた顔をしているゆうきが、少し表情を軟化させていた。ゲームではしないような表情だったのでちょっとビックリした。まぁ、よくよく考えたら中身は元々人間だしな。そんな感想は失礼な気もする。しかし、デジカメがあったら、撮っておきたいレベルだ。

　そんな風に思っていたら、カメラのシャッター音がした。発信源の方に顔を向けると、いつの間にか、咲が楽しそうにデジカメを構えている。

「伊藤さんの、レア表情、いただきましたー！」

　今日もしっかりと趣味を満喫していた。風景とかちゃんと撮ってるのか？

「……何を撮ってるんだ」

　ゆうきは、呆れたようにしているが、戸惑いつつも、内心は少し楽しそうだ。

　……ゆうきの表情はかなり可愛かった。あとで咲に写真を見せてもらおう。

　そんな風にみんなでじゃれ合いながら、しばらくソフトクリームを食べていると、不意に声がした。

「あれ？　都筑くん」

　なぜか、理恵の声が聞こえる。確か、今日は買い物に行くとか言ってたような……。

　理恵の声がした方を振り返ると、そこには他校の制服に身を包んだ佐崎がいた。やっぱり、何気なく聞くと理恵の声に似てるな……。

　よく見ると、佐崎の後ろにもう一人の女の子と男二人もいる。

　女の子の方は、佐崎と同じぐらいの身長だが、佐崎と違って大人しそうな印象を受けた。同じ制服を着ているからクラスメイトか何かだろう。秋の太陽から降り注ぐ光が長い髪に反射して、非常に綺麗だった。なんとなく、見覚えがあるような……。

　男二人の方もかなり目立つ。両方とも体格のバランスが良く、一七五センチである俺の身長よりも高い。顔の方は、双方共に嫉妬を覚えるほどのイケメンで、一方は優しげ、一方は気け怠だるそうと対照的だ。それは制服の着こなし方にも表れていて、優しげな方はＹシャツを第一ボタンまで止めて、ネクタイをきちんと締めていて真面目そうだ。しかし、気怠そうな方はＹシャツのボタンをほとんど止めておらず、だらしなく前を開いている。ネクタイもゆるゆるだ。

　あっという間に合計八人の大所帯になった。知り合いは、佐崎と俺だけだけど。まあ、相手を詮せん索さくすることもない。ゲームじゃないのだから、友人がたまたま出会っただけで、お互いの友人全員が自己紹介などする必要もないしな。

「いずれは会うと思ってたけど、すぐに会ったな」

「美お味いしいソフトクリーム屋さんがあるって言わなかったっけ？　帰りによく寄るんだ」

　そう言いながら、グループで売り場に並んで、佐崎たちがアイスを買っていく。

　そういや再会した時に、うっすらとそんなことを言ってたような気がする。

「この人が恵奈さんの言ってた、小学校の時以来、再会したって人？」

　佐崎の後ろにいた女の子が、いつのまにか佐崎の隣に立ってこちらをまじまじと見てくる。佐崎が「うん、そう」と認めていた。

「……自分らと同じ小学校って言ってましたっけ？」

　男二人も佐崎の隣へと来ていた。真面目そうな方が、同じようにこちらを見てくるが、若干、女の子の方よりも訝しげな視線だ。

「本当に同じ小学校だったんですか？　谷津坂小学校？」

　真面目そうな方が、さらに突っ込んでくるが、噓をついてどうする。

「そうだよ。小学校三年の時までだけど。当時は、怒るとおでこの両端がふくらむ『鬼おに先生』ってのが担任だった。授業中にクラス全体でゲーム始めたりするんだけど……」

　そう言うと真面目そうな男は、少し悩むそぶりをしたが、すぐに普通の顔になった。

「あの先生、まだいるみたいですよ。ゲームで負けた方が校庭を走らされてるみたいで」

「あー！　走った走った。校庭十周だろ。竹しな刀い持って、追いかけ回してくるんだよな」

　懐かしい。話をすると危ない先生だな、とか思われるのだが、特別厳しい先生ではなかった。破は天てん荒こうなところはあったけど、ちゃんと生徒のことを考えてくれるいい先生だ。

「竹刀持ってましたねー。ちんたら走ってると、軽く叩かれましたし。痛くないですが」

　俺の記憶にある鬼先生とまったく同じだった。話している相手は、同郷とはいえ、見知らぬ人間だというのに、過去を共有しているというのはなかなかに面白い。

「あれ？　藤田くん、転校したのに、何で知ってるの？」

「有名な先生でしたし……」

　そうか。こっちの真面目な男は藤田というのか。そう言えば、転校した男がいるとか言ってたな。

　そう思っていると、袖をくいくいと引っ張られた。それに釣られて、後ろに振り向くと、咲がすぐ傍にいた。彼女らのことを一旦頭の片隅に追いやるほど、思い出話に花を咲かせてしまっていたことにようやく気付く。

「誰、かな？」

　佐崎とは初対面な咲が不意にそんなことを聞いてくる。別コミュニティでの会話をそんな気にしなくても良いのに、とも思ったが、心なしか咲の顔から微笑が消えており、妙なプレッシャーを感じたので何も言えなくなった。珍しいことこの上ない。

　誰と言われても、佐崎以外は誰も知らない。ただ、咲の目は、確実に佐崎へと向かっていた。だったら、佐崎のことを話しておこう。

「ああ、俺の幼馴染。昨日、八年ぶりに再会したんだ」

「幼馴染……？」

　咲は少しだけ、考え込む。俺に幼馴染がいることに違和感でもあるのか？

　いや、どちらかというと理恵以外に幼馴染がいるのに戸惑っているのだろうか。

「……その可愛い女の子たち三人は、誰？」

　そして、佐崎も、険しい表情でそんなことを聞いてくる。

「全員クラスメイトだけど」

　昨日は理恵や春姉との関係を説明しにくかったが、今回のメンツは理恵たちと違って、何も誤魔化す必要がないので気が楽だ。

「神かぐ楽ら咲です。武紀くんのクラスメイトやってます」

　咲が佐崎に向き直って自己紹介を始めた。いや、ゲームみたいにそんな接点のない相手に自己紹介なんてしなくてもいい気がするんだが。咲は真面目な人間だ。

「佐崎恵奈です。子供の時は武ちゃんと一緒によく遊んでました」

　引きつった笑顔で咲に自己紹介する佐崎。会った時は『都筑くん』だったのに、なぜ今、その呼び方をするのか。なんか、幼馴染として、妙な対抗心でも働いたか？

　咲に「ほら、愛ちゃんも」などと言われ、

「なんでするんだ？　自己紹介なんて……。高橋愛あい子こだ。まー、覚えなくていいけど」

　高橋も佐崎たちに向き直って不機嫌そうに自己紹介した。いつも不機嫌そうな顔だが、今は虫の居所まで悪そうだ。確かに、普通こういう時に自己紹介なんてしないしな……。

「前まえ羽は良ら知とも世よと申します。恵奈さんの友人です」

　佐崎の隣にいる女の子まで自己紹介を始めた。礼儀正しい人で、動作一つとっても上品さが窺える。俺の周りにはいないタイプの女の子で、現実にこんな女の子がいたのかと、失礼ながら疑ってしまうようなレベルだ。住んでる世界が違うような、現実感の薄い可愛さだった。モデルとか、アイドルじゃなかろうか。
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　おぼろげに、どこかで会ったような気がしてならない。

「私たち、どこかでお会いしましたか？」

　マジマジと見ていたのがいけなかったのか、そんなことを聞かれた。

　彼女の髪が、煌きらめく様さまを見て、思い出していく。

「もしかして前に、この近くにある、公園の木にいませんでした？」

「ええ。あの木には、よく行くので。見られてましたか」

　柔らかな微ほほ笑えみで返された。

　この人は、たぶんだけど、理恵に木の言い伝えについて話した人だと感じた。

「えと、藤田大だい輔すけです」

　前羽良さんが名乗ったからなのか、俺と同じ小学校だったであろう彼までが名乗り始めた。言動を見る限りでは、外見通り、真面目そうだ。キーは低いのだが、透き通るような声で、こちらにまで良く聞こえてくる。

「普久乃原秀しゆう」

　もう一人の気怠そうな男も自己紹介。周りに流されるタイプには見えなかったけど。こちらは嗄れた声だが、一度聞いたら忘れなそうな、印象深い声だった。

　普久乃原と名乗った男は、チラチラと咲の方を見ているような気がした。まあ、咲は関東圏内の学生すべてに知られているなんておかしな設定だからな。目を奪われるのも仕方がないのかもしれない。

　まだ自己紹介をしていないゆうきを見ると、何故か知らないが固まっていた。今にも持っているソフトクリームを落としそうなほど、意識が呆けている。

「おーい。ゆうき？　どうかしたか。ソフト、落ちるぞ」

　そう呼びかけると、ゆうきははっとしたように我に返った。……大丈夫か？

「ああ。すまない。伊藤ゆうき、だ。よろしく……」

　そして、彼女も自己紹介をしてしまった。

　結局、全員の自己紹介が終了する。ホント、何でしたんだろう？

「小学校の同級生なんだ？」

　咲が、何とはなしに尋ねてくる。その感情は、いまいちわからなかった。

「一応、そうなるのかな。佐崎とは、一年生の時と二年生の時にクラスが一緒だった。他の人は、クラスも違ってたけど」

「そうなんだ……」

　咲は、何となくではあるが、寂しそうに見えた。

　その表情にいたたまれなくなって、誤魔化すようにソフトクリームをなめるが、美味しさがその気まずさのせいか、どこかに消えてしまっていた。

　ソフトクリームをすぐに食べ終わってしまい、さてそろそろ帰ろうかというところで突然、腕を摑まれた。

「さて、せっかく会えたんだし、映画、見に行かない？」

　腕を強く握ってくる佐崎。痛いぐらいに握りこんでいる。振り払う真似もできない。咲や高橋は訝しげに、俺ら二人を見ていた。絶句していただけかもしれない。目の端に入ったゆうきは、未だに心ここにあらずといった様相だ。

「映画？」

「約束したでしょ。忘れたとか言ったら、怒るぞー」

「いや、今日は俺、彼女たちと遊んでるわけだし……」

「で、でも、いいでしょ……？　ねえ……。再会、祝いだよ……？」

　佐崎は徐々に意気消沈していき、それと共に俺の腕を摑む力がゆるんでいく。

　その瞬間、一緒に行かなければならないという衝動が爆はぜた。

　断るのが間違っているような感覚が、おかしなほど、間断なく湧き上がってくる。

　……いや、間違ってはいないはず。先約は咲たちだったのだから。

　もう彼女の腕を振り払うことはできる。だけど、そんな無む下げにする気にはなれない。八年ぶりに再会した幼馴染に対して、冷酷すぎるという囁きが聞こえてきた気がした。

「みんなで行きませんか？」

　今まで経緯を見守ってきた前羽良さんが、そんな提案をしてきた。そこに「それがいいんじゃないですか？」と藤田が賛同する。普久乃原と名乗った男も頷いた。

「う、うん。そうだね。それがいいや……」

　流されるようにではあるが、佐崎もそれに同意したようだった。それだったら、こっちも咲たちの承諾が得られればいい。

　だが、

「武紀くん。わたしたちはいいや。愛ちゃんたちと一緒に帰るよ」

　咲がにこやかな顔をして帰宅宣言。横にいる高橋が驚いて、咲の方へと向き直ったのが見えたが、咲はそれを気にすることなく続けた。

「八年ぶりに再会したんでしょ？　だったら、わたしたちとかがいると、空気読めてない感じするしねっ。それに、ソフトクリームを食べるって目的は果たしたわけだしさっ」

　まあ、咲たちとの約束は甘味を食うってだけだったし、問題ない、のか……？

「それにわたしたちとは毎日会うけど、小学校の級友同士がせっかく会ったんだったら、もっと話をした方が良いと思うなっ」

　咲の心遣いが嬉しいような、寂しいような。

「……わかった。ありがとう」

　だが、咲が送り出してくれたことで心の枷かせが外れ、俺は優先する相手を切り替えた。

　咲と高橋の視線を受けながら、俺と佐崎とその連れはその場をあとにする。

　背中から「ほら、愛ちゃん、伊藤さん。帰ろーっ！」と元気な声が聞こえてきた。

　その声が、少しだけ、耳に痛かった。




　駅に向かう途中、特に話が弾はずむこともなく歩いていたが、俺と佐崎が隣だって歩く前で前羽良さんと藤田が、なにやらこそこそと会話をしていた。

　そして、唐突にこちらへと振り向き、予想もつかなかったことを言ってくる。

「それでは、私はそろそろ失礼します」

「自分もそろそろ、失礼します」

　前羽良さんと藤田が、それぞれ別れの挨拶を交わしてくる。

「え？　どうしたの？」

　と、佐崎が尋ねるが、

「お二人で楽しんできてください」

　と前羽良さんは事もなげに言い放った。

「ちょ、ちょっと？　二人でって……。普久乃原くんは？」

　心なしか焦ったように、佐崎が普久乃原の方に向く。

「俺はいつもの図書館に行くだけだ」

「さっき、映画に行くって言った時、頷いてたじゃん！」

　佐崎が納得いかないと言わんばかりに嚙みつくが、普久乃原は佐崎の言葉など、どこ吹く風といったように足早に去っていってしまった。

「もしかして、二人とも、またあの公園に行くの？　よく飽きないね……」

　佐崎が前羽良さんと藤田に向かって、呆れたように言うが、前羽良さんはそれを気にした様子もない。

「ええ、日課ですから。木の下に行かないと、落ち着かないんです」

「だったらなんで、映画に行くなんて言ったのよ……」

　前羽良さんは、佐崎の耳に口を近づけて、内緒話をするようにボソボソと何かを喋っていた。

　それを聞いていた佐崎は、徐々に真っ赤になって口を一文字に結んでしまう。何を言われたんだ？

「それでは、さようなら、都筑さん。頑張ってね、恵奈さん」

　真っ赤になった佐崎を尻目に、前羽良さんと藤田は挨拶もそこそこに公園の方向へと去っていく。

　さすがにここまで来ればわかるのだが、あの佐崎の連れ三人に気を利かされたようだ。

　佐崎の友人は、揃いも揃ってマイペースだな。

「困ったね、あはは……」

　佐崎の乾いた笑いが、耳に届く。彼女も呆れていた。そりゃ、そうだろう。誤解にもほどがある。

　結局、二人で駅へと向かった。

　電車に乗って、二人して、まったく喋ることなく座りながら揺られていた。周りの高校生やおばさんたちの会話と電車の音が妙に耳に響く。

　先に口を開いたのは佐崎だった。

「……誘ったの、迷惑だった？」

　映画に誘ったことだろう。本当にタイミングがずれてるよなぁ。

「そりゃ、なぁ。遊んでるところだったし……」

「ごめん。ちょっとカ――ッと頭に血が上っちゃって……」

　血が上ってって……。

「俺、なんか、お前を怒らせるようなことしたか？」

「別にしてないよ。あたしの問題だもん……」

　自分の問題って言われても、何も理解できない。

「それに、知世とか、藤田くんとかも、あんなことして……」

「あれは別に……」

　しょうがない気がする。ああいう風に気を遣われたのは佐崎のせいじゃないだろう。

「ごめんね……」

　本当に小さい声で謝られた。聞こえるか聞こえないか、かなりギリギリ。

　彼女の行動は、俺の状況を考えずに強引だった。それを謝っているのだろう。

　ただ。

　後先考えずに行動して、その結果で迷惑をかけて、申し訳なさそうに謝るところは本当に昔の佐崎だった。

　迷惑をかけられたのは確かだが、昔の佐崎がいるようで何となく嬉しくなってくる。

　結局、俺は昔から彼女に対して、弱いのかもしれない。




　そんなことをしているうちに映画館へと着いた。大きなビルの中に映画館がすっぽりと入っている総合アミューズメントパークで、この近くで映画を見るとなるとここぐらいしか選択肢がない。館内は週末ということもあって、若い人間を中心に賑わっていた。

「あ、ちょうどやってるみたい。よかったー」

　さっきまでのテンションの低さはどこへやら、すでにいつもの元気な佐崎に戻っている。

　佐崎の持っていたチケットは、すでに公開一カ月目ぐらいの洋画のラブストーリーだった。とりあえず、全米が泣いたらしい。

「ほら、始まっちゃうから早く入ろ！」

　俺の手を引っ張って、館内を進む佐崎。引っ張られなくても、付いていくってのに。

　中に入ると、それなりの人がすでに座っているのが見えた。ベストポジションは取れそうにないが、座れないほどではないので安心する。さすがに立ち見は勘弁して欲しい。

　連れだって、席に座る。急いでいたので、飲み物食い物、一切なしだ。

　あ。食い物で思い出した。

「悪い。ちょっと電話かけてくる」

「どうかしたの？　もうすぐ映画始まっちゃうよ」

「家に。帰りが遅くなることを言っておかないと」

　立ち上がって、椅子に荷物を置いて外に出ようとしたら袖を摑まれた。

「どうかしたか？」

　佐崎も微妙に驚いている。いや、驚いたのはこっちなんだが……。

「ごめん。なんでもない……。早く戻ってきてね？」

　彼女を見ていると、早く戻って来ないと悪いという保護欲みたいなものが溢れてくる。何故、これほどそんな感情が出てくるのか理解ができない。ただ、安心させたくなって「すぐに戻るよ」と口から自然に出た。

　後ろ髪を引かれる思いでその場から離れた。

　外に出て、携帯で自宅に電話をかける。少し周りがうるさいので、携帯を当てていない方の耳に手を当てて、周りの音をできる限り遮断する。ワンコールで相手は出た。

『はい。都築です。ん、あれ？　たーくん、どうしたの？』

　出たのは春姉だった。でも、名乗ってないのになんでわかったんだ？

「春姉。なんでわかったの？」

『たーくんの息遣いでわかるよ。うふふ』

　マジですか。春姉、すごいな。

『それで、どうしたの？』

「あ、ごめん。ちょっと帰りが遅くなりそうだから、先に飯、食べてて」

『そうなの？　お姉ちゃん、寂しいな』

　本当に寂しそうな声ではないし、深い意味はないんだろうが、少し胸が痛んだ。いつもの行事をすっぽかすと俺自身も寂しく感じるから、結構きつい。

『じゃあ、夏海ちゃんと先に食べてるね。遅くなる？』

「あんまり遅くならないと思う。飯は帰ったら食べるから」

『うん、わかった。楽しんできてね。帰ってくる時、車に気をつけるんだよ』

　了解、と言って心配性の春姉との会話を終えて、携帯の電源を切る。館内に戻る前にふと気付いて、飲み物を二つ買っていく。さすがに飲み物なしは辛そうだからな。

　席に戻ろうと中に入ると、すでに映画が始まる前の宣伝が映されていた。ギリギリで始まっているかも、と思ったが、本編には間に合ったようだった。

　席に座ると、そこには微妙に不機嫌そうな顔をした佐崎が待っていた。

「もう……。始まっちゃったよ」

「本編始まってないだろ。ほら」

　買ってきた飲み物を渡す。

「ありがとー。子供の頃から本当に気が利くよね。意外と、って言った方が良い？」

「そりゃどーも」

　俺だって、それなりに場の空気ぐらいは読めるし、みんなが求めているものぐらいはわかるのだ。しかし、ガキの頃から気が利いてるって、微妙に嫌なガキだな。あまり自慢にならない気がする。

　そして、宣伝も終わり、全米が泣いたというラブストーリーが始まった。

　観ててわかったのだが、この映画は俺の肌に合わない。どちらかと言えば女性向けなのか、周りを見渡しても熱心に見ているのは女性ばかりで、男の方はわりと欠あく伸びをしていたり、すでに寝ていたりとかなりドライな反応。ここまで男女で評価が分かれるのが興味深いと思うが、俺もご多分に漏れず、眠くなってきたわけで。

　すでにストーリーも山場で、スクリーンの中に映っている俳優たちの迫真の演技が続くが、俺の眠気もかなり限界に来ていた。

　ふと、隣の佐崎を見ると本気で泣いていた。ボロボロと顔から滴したたっている。よくここまで涙が流せるなぁ、と場違いな感想を抱きながら、俺の意識はそこで落ちた。




「ばか」

　起きて、開口一番の台詞がそれだった。怒ってらっしゃる。熟睡しちまってたしなぁ。ただ、佐崎は未だに涙が止まっておらず、肩を震わせてしゃくり上げている。映画の方はすでにスタッフロールが流れていた。

　泣きながら、怒っているが、その顔は不覚にも可愛いと思えた。

「うっ、うっ……」

　なんというか、俺が泣かせているように見えないか？　感じなくて良いはずの罪悪感がふつふつと湧き上がってくるんだが……。

「こっち、見ないでよ……」

　要請に従って、逆の方を向く。それからすぐに肩を摑まれた。さらに肩に手以外の何かが触れる。見なくてもわかるので、佐崎が泣きやむまでしばらくそうしてようと思った。次の上映が始まるまではまだ時間もあるし、涙が止まるまでは、席に座ってても大丈夫だろう。

　ただ、すでに中は明るくなっており、そんな姿を見られるのはとても恥ずかしく、落ち着かない。周りはそれらしい連中ばっかりだけど、そんなのは気休めにもならない。現実の女の子とのやり取りが明らかに経験不足だった。

　しばらくして、落ち着いた佐崎を連れて、映画館の外に出る。映画館の中で切っていた携帯の電源を入れて、時計を見ると十九時半と表示されていた。周りは若者にもまして、会社帰りのサラリーマンなどで賑わっている。

「ごめんね……。へんなことしちゃって」

　そんな賑わいの中、佐崎はそんな風に小さく囁いた。

「いや、別にいいよ」

　さっきのことを謝られても困るしな。

「それにしても、寝るなんて、ヒドイよ……」

「すまん。正直に言うと肌に合わなかった」

　感情移入ができない映画など、そんなもんだろう。

「あんなに面白かったのに、何言ってるの？　もう」

　佐崎は、拗ねるように口を尖らせる。

「ほとんどの男は寝てただろ。男は大体、俺と同じ感想だと思うけどなぁ」

　来ていたのは大体男女二人組だったから、その差は際だっていた。

「見る目がないんだから……」

　ひどい言われようだ。帰ったら、感想サイトでも探して、差を見比べてみよう。

「さ、そろそろ帰ろうぜ」

「帰るの？　一緒にどこかで食べていこうよ。近くにファーストフードもあるしさ」

「やめておく。俺は帰るよ」

「いいじゃない。たまには。外食しようよ」

　佐崎は諦めずに誘ってきた。再会したわけだし、ぱーっと行きたいのも確かだが、今日はこれ以上誘いを受けることは躊ため躇らった。時間も時間だしな。

「悪いけど、遠慮するよ。もう遅いし、家で待ってる人もいるからな」

「あの人、たち？」

　春姉たちのことを思い出したのか、そんな質問をぶつけてくる。

「そうだよ。晩飯が作られてるからな。帰って食わないと」

「別に抜いても良いでしょ？　一食ぐらい……」

「一食でもダメなんだ」

　せっかく春姉も料理が作れるくらいには回復したのだから、食べて感想ぐらいは言いたい。

「どうしても？　本当に、どうしても？」

　なぜか、食い下がる。あまり、こういったしつこさは記憶にないので少し驚いた。

　またしても、過剰なほど、佐崎のお願いを聞いてあげたいという感情が滾たぎってくる。しかし、だけど。もう春姉に帰ってから食うと約束した。さすがにこれだけは譲れない。

「佐崎。なんで、そんなに今日にこだわるんだよ？　昨日も言ったけど、これから会う機会なんていくらでもあるだろ」

「それはそうかもしれない、けど……」

　それでもまだ悩む佐崎だったが、しばらくして、佐崎はゆっくりと頷いた。

「……わかった」

　渋々といった感じではあるが、佐崎はようやく納得したようだった。




　少し混み合った、さりとてラッシュというほどではない電車に乗って地元の最寄り駅へと帰る。

　建築途中の集合住宅が並ぶ人気と街灯の少ない近道を歩きながら帰る。小学校の時によく一緒に通っていた道だった。佐崎はその間、言葉少なで、俺が話しかけても「うん」とか「そうだね」ぐらいしか言ってくれなかった。どうもさっきの会話でご立腹らしい。

　分かれ道へと到着すると、佐崎は不意に立ち止まり、神妙に切り出した。

「変なこと聞いて良いかな？」

　俺も立ち止まって、佐崎に向き直る。夜の帳とばりが下りている中で見える佐崎の表情は真剣だった。茶化すような気にもならない。

「なんだ？」

　問い返す。佐崎は、少し溜めを作ってから、切り出した。

「都筑くん、本当にあたしたちと同じ現実で生きてる？」

　同じ。

　現実。

　なんだいったい。何かに気付いたのか？

「……いきなり、どうしたんだ」

「えっと……。色々と納得のいかない部分が多すぎて、そう思っただけ」

　女は勘が鋭いと言うが、身をもって思い知った気がする。実際に、俺を取り巻く現実は、奇跡によって構築されたかなり虚構寄りの世界だ。

「ごめん。変なこと聞いて……。ただ、」

　佐崎が俯いて、話を続けた。

「やっぱり、今の都筑くんの周りにいる女の子は信用できない。昨日会った子たちも、今日会った子たちも……」

「悪い奴じゃない。みんな良い子だよ」

「見れば、わかるよ。だけど、みんな良い子過ぎる気がする。高橋って人は、普通っぽかったけど」

　それはそうだ。ギャルゲーのヒロインは、大体において男にとって都合の良い性格だ。たぶん、理恵や咲も最初はそうだったのだと思う。あくまで、最初は、だが。

　記憶が改変されていないと、やはりこの世界の矛盾がよくわかるのだろうか。佐崎は俺を取り巻く異常な現実に深いところまで気付き始めている気がする。

　気付いたところでどうにかなるわけでもない。戸籍も登録されていたし、周りの人たちには記憶があるのだから。

　だが、曖昧でもそれに気付いてしまったのが、自分だけなのであれば。

　それは、どれだけ不安なのだろう。

　おかしな現実。

　納得できない事実。

　異常な世界では。

　正常な人間こそが異端になってしまうのだから。

「ご、ごめんね……。変なこと言っちゃったね。今のあたし、ちょっとおかしいから、今言ったこと忘れて欲しいな」

　佐崎は暗い雰囲気を慌てて取り繕うようにして、俺の前から去っていく。そして、その姿は分かれ道の闇の中へと消えていった。




　考えごとをしながら帰宅した。さっきの佐崎との会話もあって、少し気分が晴れない。

「ただいま」

　玄関から家に入り、居間に向かうと春姉と夏海が旅行番組を見ていた。

「おかえりなさい、たーくん」「お兄ちゃん、おかえりー」

　何気ないやり取りだが、やっぱり落ち着く。佐崎はああいったが、これはこれで家族として一つの形と考えても良いと思うしな。

「お腹すいたでしょ？　すぐに用意するからねー」

「うん、ありがと、春姉」

　着替えるために、部屋へと戻る。誰かが俺のベッドで寝ていた。予想はつくが、上に何も掛かってないぞ。体に悪い。

「ん……？」

　予想通り理恵だった。そこまで深い眠りではなかったらしく、もそもそと起き始める。

「おはよう、理恵」

「あれ……。あたし、寝ちゃってたんだ」

　少し、寝ぼけ眼で周りを見渡す理恵。着ている私服が若干、乱れており、目のやり場に困る。本当に隙が多いヤツだ。

「おかえり、武ちゃん」

　理恵がペタンとベッドの上に座って、にこやかにお出迎えの言葉をかけてくれる。

「ただいま。どうしたんだ、今日は？」

「用事が終わってから、武ちゃんが帰ってくるのを待ってたんだけど、ちょっと眠くてついつい寝ちゃった。最近、寝不足だからかな……？　ごめんね」

　少しだけ、申し訳なさそうにする理恵だが、あまり悪く思ってなさそうだ。

「いいけどさ。寝不足って不安でもあるのか？　体調が悪いわけじゃないだろうな？」

　顔は穏やかだが、心なしか風邪のように見えてしまう。心配しすぎか？

「あはは。心配性だなー。でも、嬉しいよ……。風邪引いたら、看病してね？」

　まあ、病気じゃなければ別に良いんだが……。なんか、そういうことを隠しそうなやつだから、少しだけ不安だった。

　そんなことを考えていると、理恵が口を開いて質問してくる。彼女の目が俺を射貫いていた。何もかもを見透かすかのように。

「佐崎さんと、映画見に行ってたでしょ」

　何故知ってる。かなり昔の話だけど、咲と一緒に帰った時に尾行してたことがあったが、まさか……。

「ちなみに、今回は尾行なんかしてないよ。カマかけただけだけど、その様子だと本当みたいだね」

　してやられた気分になった。まあ、否定する気もなかったが。

「なんで、わかったんだ？」

「珍しく帰りが遅かったからね。それに、この前来てた時、映画に一緒に行く約束してたでしょ？　聞こえてたよ。武ちゃん、優しいし……」

　よくよく考えれば、あの会話は丸聞こえだったから、理恵も知ってるか。

「まあ、今後そうそうはないけどな。再会祝いみたいなもんだ」

　あれ、俺、実は焦ってる？　しなくてもいい、言い訳をしているような……。

　その内心の俺の焦りに、理恵は特に反応することもなく、暫し何をするでもなく、静かな時間が過ぎていく。

　そして、静寂を破るように理恵が口を開いた。

「ねえ、あたしが前に言ったこと覚えてる？　あたしが消える直前……」

　あの時の台詞は一言一句全部覚えている。あれは、忘れようにも忘れられない。

「あたしは自分が武ちゃんを好きだって自信を持って言える。それは今でも変わってないよ。もし、武ちゃんが神楽さんを好きになっても、悔しいけどきっと祝福できる」

「理恵……」

「だけど、あたし、あの人は苦手だな……。なんでか、わからないけど」

　理恵は基本的に、好き嫌いのない女の子、という設定だ。それは現実においても変わらない。心が広いし、優しいし、クラスの中でも明るくて人気もある。誰に対しても分け隔てなく接するから男子に誤解されることも多い。

　その理恵をもって、佐崎は苦手、か。

　一瞬、理恵たちは現実の人間を好きになれないのかもと思ったが、咲と高橋は仲が良いからそういうわけでもないだろう。

　そして、理恵は微妙な雰囲気はごめんとばかりに話題を変えてきた。

「ところで、なんの映画見てきたの？」

「全米が泣いた」

　理恵は、溜息をついて呆れた。いや、間違ってないぞ？

「……コマーシャルでやってるからわかるけど、その言い方はどうかと思うな」

「タイトルが長ったらしい横文字で覚えづらいんだよ。話も趣味に合わなかったし」

　途中で寝てしまうぐらいに、合わなかった。映画をあんまり見ないせいかもしれない。

「そうなの？　あたし、見に行きたかったんだよね」

「女の人は、反応良かったみたいだけど……」

「へー、そうなんだ。じゃあ、今度、一緒に見に行かない？」

　すごく見に行きたい、と顔に書いていた。

　しかし……。

「あれをもう一度見るのはちょっと厳しい……。別のにしないか？」

　また寝るのが目に見えているからな。だったら、まだ別の映画の方が良い。あまり映画は見ないから、他にどんな映画がやってるのか覚えてないけど。

「そう……」

　理恵は、途端に悲しそうな顔になった。顔も徐々に下を向いていく。

　……もしかして、地雷踏んだか？

「……悔しいな」

　聞き慣れない台詞が聞こえてくる。部屋の中の空気が完全に変わった。

「あたしは、武ちゃんのこと何も知らない……。好きな映画も、好きな食べ物も……。小さい頃からずっと、一緒にいるって、言われてるのに……」

「理恵……」

「あの人、ズルイよ……。普通に、ごく自然に、武ちゃんの心の中に入っていってるんだもん。あたしの知らない武ちゃんをいっぱい知ってて……」

「気にするなよ」

「気にするよ……。ねぇ、あたしたちが、子供の時にした約束覚えてる？　あ、知ってるって聞く方が正しいのかな？」

　俺はゆっくりと頷いた。実感はないが、知っている。ゲーム中で理恵のシナリオで明かされる、過去の話。主人公と理恵の思い出だ。

　理恵と主人公が指切りをして、「これからもずっと一緒にいようね……」と理恵が呟いた後、理恵が主人公の頰にキスをするという客観的に見るとすごく恥ずかしいイベントだ。

「今の武ちゃんと、もう一回したい」

　健気な表情で、こちらを見つめてくる理恵。理恵は本気のようだった。

　そう、だな。俺自身は理恵とあの約束を交わしていない。これから、幼馴染として歩んでいくために、それは必要な儀式なのかもしれない。

「ああ」

　そう言って、手を差し出す。理恵が俺の手を取って、そのまま丁寧に指を絡めていく。

　そして、理恵が約束の台詞を言おうと口を開いた瞬間、

「たーくーん。ご飯できたよー」

　と、春姉が俺を呼ぶ声が聞こえてきた。間の悪いことこの上ない。

「……そっか。ご飯、一緒に食べてきてないんだね。ちょっとだけ安心した」

　そう言って、理恵は指をほどき、手を離していった。

「ごめんね。約束はまた今度で良いよ」

「お、おい？」

　俺の脇を通り抜けて、窓から足早に自分の部屋へと戻っていく。

　あげっぱなしの手が、非常に虚むなしい……。




　映画を見に行ってしまった次の日、いつもの教室に着いて、すでに登校していた咲に、すぐに昨日途中で帰ってしまったことを詫びた。

「昨日は本当にスマン」

　頭を下げると、咲はなぜか戸惑った。

「ううん、わたしがそうしてって言ったんだし。でも、伊藤さんと愛ちゃんが……」

　咲は言いにくそうに、そこから先の言葉を出せずにいた。

「えーと、二人とも怒ってた？」

「伊藤さんは、すごい考えこんでた。あのあと、すぐに帰っちゃったけど……」

「そうか……」

　なんか、そう言えば佐崎たちと会った辺りから妙に挙動がおかしかったな。あれから、まだ継続してたのか。

「高橋は？」

「愛ちゃんは……。えっと……」

　咲はさらに言い淀む。ま、無理に言わせる必要もないか。高橋と直接話せばいいしな。

「いや、とにかく悪かった。今度、お詫びになんかす――いでっ！」

　なんか、ケツを蹴られた！　そのせいで、謝罪の途中で前につんのめってしまう。

「なにすん……」

　不意の暴力に文句を言おうと振り返ると、いつの間に教室に入ってきていたのか、高橋が立っていた。冷徹に目をつり上げ、その迫力に最後まで文句を言えなくなった。いつもと空気が違う。茶化せるような雰囲気ではない。まるで、高橋が昔の苛か烈れつな性格に戻ったかのようだった。

「何を、へらへらと、謝ってんの、お前」

　その一言だけで、本気で怒っていることを理解する。怒りが凝縮された声だった。何気ない言葉だったはずなのに、周りの空気すら一変する。クラスの中が厳げん粛しゆくで張り詰めた空間へと変わっていった。

「すまん、高橋。いや、ごめん……」

　しかし、俺の謝罪を聞いてなお、高橋はその怒りを収める様相は見せなかった。

　高橋の右手が、素早く俺の胸ぐらを摑んでくる。

「ちょっとこっちに来い！」

　すごい力で引き寄せられて、抵抗することも躊躇ってしまい、流れに身を任せるように教室を出て行く羽目になった。向かう先は誰もいない階段の踊り場のようだ。高橋が怖いのか周りの人間は、興味津々そうでありながら誰も付いてこない。唯一、咲だけが心配そうについてくる。

「ちょ、ちょっと愛ちゃん、何する気!?」

　高橋は咲の質問に答えない。ただ、口出しするなと言わんばかりに咲を睨み付けた。咲はそれを見たためか、萎い縮しゆくしてしまっていた。

　俺は胸ぐらを摑まれたまま、高橋に踊り場の壁に押しつけられる。開いた手で、挨拶代わりのように、一発、頭をはたかれた。

「お前、適当に謝って済ますつもりか？　てめぇに惚れてる女の前で、ほいほい他の女のケツについていきやがって。どこの躾しつけのなってねぇチャラ男だ、あ!?」

　怒ってるどころの話ではない。これはもう激怒だ。

　怒っている理由は理解はできた。だけど、台詞に入った端々の毒に、理不尽さを感じてしまう。だから、頭に浮かんできた言葉をそのまま、投げてしまった。

「幼馴染との再会祝いに付いていっただけだ。約束を途中ですっぽかしたのは悪いと思ってるけど、他の女に付いていったとか、そんなつもりはないんだ」

「再会祝いだぁ？」

「八年ぶりに再会したんだ。だから」

　高橋は俺の言葉を否定するかのように、頭を何度も引っぱたいてくる。

「関係あるか、そんなの。誘ったのが向こうだろうと、多人数で行くだの、全部ただの口実じゃねぇかよ！　八年ぶりだろうがなんだろうが、その気がなけりゃ、男と一緒に映画を見る約束なんかするか！　中学生じゃねぇんだぞ、そのぐらい考えろ！」

　さらに続く高橋の怒鳴り声。それを見て、咲がかなり唖あ然ぜんとしているのが視界に入った。しかし、俺にそれを気にかける余裕もない。

「待ってくれよ！　さっきも言ったが、他の女に付いてったつもりじゃ、」

　しかし、最後まで言わせてくれない。言い切る前に口の辺りを小突かれた。

「わかってねぇ！」

　さらに一いつ喝かつ。本気でわからない。何を高橋はそこまで怒ってるんだ？

「あたしが言ってるのは、咲がいるってのに、約束を交わしたことやそっちを優先したことだ！　お前に気がなくても、向こうはその気なんだよ！　で、お前は『その気』に咲との約束を放り出して乗っちまったんだ」

「向こうだって、その気なんかねぇよ！」

　佐崎は、俺を誘ったのをデートなどと意識していない。

　ただ単に、再会したから嬉しくて誘ってくれただけだ。

　だが、高橋は俺をはたく手を止めてくれなかった。心なしか、強さが増してきている。

「何を自信満々に断言してんだ!?　何が根拠だ！　お前らの昔なんか知らねぇけど、あん時のあの女の目と態度見てりゃ、一発でわかるだろーが！」
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　あの佐崎が、俺に、惚れてるとでも言うのか？　彼女いない歴＝イコール年齢の内向的なオタクだった俺に？　そんな都合の良い話があるか。

　ただ。

　それは置いておくにしても。

　俺の行動は、佐崎との約束を優先したことになるのか？

　だけど、あの時には咲が……。

「咲が許してくれたから、なんて言い訳を考えてたら、今すぐその考えを引っ込めろ」

　俺の心の内を見透かしたように、静かに忠告してくる。その鋭さに背筋が凍った。冷や汗が顔中に張り付いていく。

「……本当に、最低だな、お前！」

　心に突き刺さる高橋の言葉。摑んでいる高橋の手が、胸ぐらを抉えぐるようにさらに押しつけられる。鋭い痛みが鎖骨辺りで軋み続ける。

　俺は確かに咲が助け船を出してくれたことを言い訳にして、佐崎と映画に行った。

　その台詞が、本当に咲が言いたかった台詞なのかどうかを気にせずに……。

　高橋が、制裁を下すかのように、拳こぶしを握り、その手を振り上げるのが見えた。

「愛ちゃん、やり過ぎだよ！　わたしは別に気にしてないから！」

　咲が耐えかねたように、高橋の振り上げた腕を両手で摑んで止める。

　咲の剣幕に少しだけ戸惑う高橋。俺の胸ぐらを摑んでいた手が離れていく。

「だけど、咲……」

「わたしが薦めたんだよ？　それを怒るなんて、やっぱり間違ってるよ……。だから、愛ちゃん。謝って、ね？　仲直りして……」

　咲の優しさがなんだか辛い。俺自身は佐崎と出かけたことに対して、何とも思っていなかった。だが、高橋は完全にそれを否定した。高橋は、咲が俺と離れたあとに落ち込んだから、咲の気持ちを代弁したという可能性だってある。

　咲の言葉を聞いても、高橋はかぶりを振るだけだった。

「無理だ。やっぱり、あたしは謝れねぇ。それに咲は、もっと気にするべきだ」

　高橋は咲から視線を外し、俺に向き直る。

「……別にお前が誰と付き合おうと構わねぇよ。だけど、咲を悲しませたのは事実なんだよ。誤解されるような真似をするな。最低限のケジメぐらいはつけろ」

　そう言って、高橋は踊り場から去っていった。教室の方じゃないからサボる気なのかもしれない。

　そして、残った咲が俺の前で所在なさげに佇たたずむ。何か言いたそうな、そんな目をしている。それを見て、頭が若干、冷静になっていった。

　咲を悲しませたのは事実、か……。

「自意識過剰かもしれないけど……。誤解した？」

　逡しゆん巡じゆんしながら恐る恐る咲に聞いてみる。

「どんな関係なのかな、とは思ったかな。少し、ううん、すごく気になって、愛ちゃんに色々と相談してたから」

　そんな咲の台詞に安心する、そんな自分がすごくちっぽけで嫌になった。

「そうか……。本当にごめん。関係はただの幼馴染だよ。本当にただの」

「でも、大事な人なんでしょ？」

「まあ、そうだな……。でも、恋愛感情じゃないと思う」

　俺が佐崎に抱いている感情は、普通の友達のような。そんな感情のはずだ。

「そういえば、転校前の幼馴染って言ってたよね？」

「ああ、転校前によく遊んでたんだ。幼稚園に入った時に親同士が仲良くなってさ」

　家が近いこともあり、意気投合したんだという話を母親に聞いたことがあった。

「転校した理由って聞いて良いかな？」

　誤解はさせたくない。俺としては、自分のことを咲に知っていて欲しかった。

　掻かい摘つまんで、昔のことを話していく。

　両親が死んだことで、親戚の家に引き取られざるを得なかったことなどを。

「そうだったんだ……」

　咲は聞いてはいけないことを聞いてしまったような顔をしている。だけど、俺としては彼女にこそ知っていて欲しかった。

　すべてを聞いた後、何かを言いにくそうにしていた咲だが、しばらくしてから呟いた。

「武紀くん、秋原さんにそれ、ちゃんと言った？」

　意外なことを聞いてきた。なぜここで咲の口から理恵の名前が出てくるのだろうか？

「わたし、秋原さんの立場だったら、もっと怖がってると思う。自分の居場所を取られるかもしれないっていう恐怖感があると思うから……」

　咲は切なそうな顔をして、小声で訴えてくる。

「わたしたちは、虚構の存在なんだよね？　現実には敵かなわないんだよ……」

　少し寂しそうにそんなことを言って、そして一歩遠のいた。

　それは、現実と虚構の隔たりだと思えてくる。

　俺は怖くなって、思わず一歩前に出た。

「そんな変なこと言わないでくれ。お前たちはここにいる。ここに実在してる。居場所を奪ったりなんかしないし、させない」

「ありがとう。同じ台詞をちゃんと秋原さんに言わないとダメだよ？　それと……」

　無理な微笑を浮かべながら、咲は俺の耳に口を近づけ、

「無理にわたしを好きになろうとしなくても、いいから」

　そう言って咲は踊り場から去って、教室へと戻っていった。

　ホームルームの本鈴が鳴り響くが、教室に戻る気にもなれず、俺はなんとはなしに踊り場で壁にもたれた。

「はぁ……」

　自然と溜息が出ると同時に、窓から差す光に影が差した。顔を上げると目の前に光を遮って、翔也が立っていた。

「珍しく、悩んでるな」

　気怠げな声が耳に入ってくる。ホームルーム始まるぞ。

「お前、ホームルーム出なくて良いのか？」

「野や暮ぼなことを言うなって」

　翔也は俺の隣に立って、同じように壁へと寄りかかる。

「しっかし、最近、丸くなったと思ったらやっぱり高橋は強烈だねぇ」

　軽い雰囲気で先ほどのことを聞いてくる。なんとなく毒気を抜かれてしまった。

「お前、見てたの？」

「録音したかったぐらいだ」

　高橋に知られたら殺されるぞ。

　しかし、俺の心配など気にもせず、さらに軽い様子で質問を投げかけてくる。

「で？　何したんだ、お前は」

　咲を悲しませた。それで、高橋が怒るのもわかる。ただ、事情は説明したし、そんな関係ではないのだから、あそこまで激怒することはないんじゃないか、という思いが俺の中には残っていた。

　事の発端を軽く話してみた。ゲームキャラとかそういった内容は避けて、だ。

「あー、そりゃお前が悪いんじゃね？」

「そうか……」

「元々の幼馴染さんとの約束が捻じ曲がってるじゃん。今度って言ったのに、別の女と遊んでる日に行くとかマジありえねー」

　まぁ、先約云々の話はされたが、確かに約束は別の日でも良かったはずだ。

「八年ぶりだろうとなんだろうと、次の機会にするべきだったんじゃないの？」

「でも、あいつを見てると、なんだか断りにくいんだよ……」

　なんだか、断ってはいけないような気がしてきてしまうのだ。

　気付けば、お願いを聞き入れてしまっていたこともある。

　自分でも不思議なほど、俺は佐崎に弱かった。

　……でも、それって、なんだか、

「ヘタレ主人公の典型みたいなやつだな、お前」

　グサッと一言、心に突き刺さる。予想はしていたが、一番、欲しくなかった称号だ。

「お前、ギャルゲの主人公から何を学んだ!?」

　いや、そんなことを力説されても……。

「……なんでお前の近くに可愛い女の子が集まるのかは知らんが、とにかく。三角関係が複雑に絡まる理由なんて、大体において主人公の優柔不断が原因だろ。一方が可哀想で断れない！　ってやつ。ヒロイン、馬鹿にしてるだろ、アレ」

　いや、そんなこと理屈では何となくわかっているのだ。

　ただ、当事者になるとそんなゲームの主人公を貶けなす気にもなれなかった。

　修羅場にならないように振る舞えよ、と毒突く気にもならない。

　翔也は、俺の戸惑いを気にすることもなく、さらに語り続ける。

「『コイツ、自分がいなきゃダメだ』みたいなことを思ってるわけだろ。上から目線過ぎる。そんなわけはねー。友達とか、時間とか、助けてくれるのはいくらでもある」

「……というか、お前はギャルゲを基準に喋るな」

「まあ、使い古された忠告をすると、だ。付き合わない方には、さっぱり諦めさせて、次に向かわせてやれって話だ」

「……やっぱり、三角関係に見えるのか？」

「それ以外の何物でもないだろ。お前が思っているほど、周りは男女が一緒にいることに対して無関心じゃねーよ。相手とどんな関係だろうとな」

　そうだ。俺は今の環境に甘えていた。依存しきっていた。

　咲と理恵がお互い特に喧嘩などもせずに、今の環境を受け入れていることで、佐崎もそう見てくれるだろうという決定的な誤解をしていた。

「程度にもよるが、仲のいい男女を普通の友人として見るなんて、よっぽど大らかなやつだぞ。好意を向けてる相手とすげー仲良くしてる異性がいたら、普通、精神的に悪いだろ。念のために聞くけどさ。秋原や神楽を遊びに誘うような仲のいい男子がいて、友達ですって言われて、お前、心の底から信じられんの？」

　改めて考えてみると。無理だった。間違いなく、不安になる。

　ある日、突如そんな男が近くに現れたらと想像したら、心が安らかではいられない。男に、腕でも摑まれてみろ。間違いなく、俺はゲシュタルト崩壊を起こす。もちろん彼女たちを信頼しているから、そんなことはありえないと思うけど、もしかして、と残ってこびり付く感情を消し去ることができなかった。

　そう、これはたぶん、無視することができない人間の心の弱さだ。

　どれだけ幼馴染だと言い張ったところで、相手にはそう見えない。

　すぐに気付きそうなものを、なんだかんだと理由を付けて俺は言い訳をしていた。

　俺は、今の俺たちの状況における主観と客観を、完全に同一のものとして見ていた。

　俺と佐崎は幼馴染だ。だから、みんなもそう見ているだろう、と。

　だけど、みんなから見ればそうは見えていなかった。恋人じゃないにしても、それに近い位置にいるという認識をされていたのだ。

　だから、高橋はあんなに怒ったんだ。高橋からすれば、好きな女の子の前で、別の女の子と一緒にどこかにいったことになるしな。

　友達以上恋人未満なんて関係は、現実にはそうそうないのかもしれない。

「ようやくわかったみたいだな。まあ、同じようなことは二度としない方が良い。ま、お前が振られて独り身になる分には僕としては、別に同志が増えて良いんだけどさ」

「失敬な」

「あの二人の優しさに甘えるのも良いけど、溺おぼれるなよ？　……なんてな」

　咲や理恵だって、きっと心が弱くなる時がある。彼女たちは、人間なのだから。

　俺は、それに目を瞑って、彼女たち二人に甘えていた。いつも、彼女たちは人間だと言い聞かせているくせに。

　そうだ。もっと毅き然ぜんとした態度を取ろう。もっと、強い意志を持とう。

　佐崎のお願いや頼みを聞いてしまっていたのは、きっと何かしらの心の隙が原因なのだろう。彼女はあくまで幼馴染であり、それ以上でもそれ以下でもないのだから。

　そして、会話が終わったところで、一時間目の予鈴が鳴る。「いい加減、戻ろうぜ」という翔也の台詞を合図に、俺たちは連れだって教室へと戻った。

　翔也の何気ない気遣いに少しだけ感謝した。







　少し居心地の悪さを感じながらも、学校生活は進行していく。俺は、気を紛らわせるようにして授業に没頭した。教室の暑さなど気にもならなかった。

　そして、二時間目が終わったところで、ゆうきが鞄も持たずに登校してきた。顔色が悪いわけでもなかったが、珍しいことに動きに疲労が見え隠れしているように見えた。よく見ると、激しく動き回っていたかのように、少し着衣が乱れている。どうしたんだ？

「ちょっと、いいか？」

　ゆうきが周りへの挨拶もそこそこに、すぐ俺に声をかけてくる。昨日の件でこいつはこいつなりに怒っているのだろうか？　ただ、怒っているというよりかは、焦っているように見えるんだけど……。

「ああ」

　次の授業の準備を放り出して、二人で教室を出ていき、また踊り場の方まで行く。なんだかんだで、ここの踊り場は内緒の会話をする場所になりつつあるな。

　静かな空間に、俺たちの息遣いだけが聞こえてくる。

「昨日なんだけど、本当にごめん。配慮が足りなかった」

「昨日……？　ああ、アレのことか。別にそれは良い。ボクは気にしてない」

　何を言ってるんだとばかりに訝しげな顔をしてこちらを見る。ゆうきの頭の中には、昨日の件についての話はないらしい。

「時間がないから手短に言う。公園のあの木の話だ」

「ああ、『ささやきメモリー』の木？」

　それを聞いたからか、ゆうきは一瞬躊ちゆう躇ちよして、それから真面目な顔をして、

「『ささやきメモリー』じゃない。『メモリーロンド』というゲームの方だ」

　その単語を聞いて、ようやく記憶の引き出しを開ける鍵が見つかった。

　理恵が教えてもらったという突拍子のない言い伝えが存在するゲームの名前を。

「ああ、知ってる。ようやくタイトルを思い出した」

　少しずつ、ゲーム内容が頭に浮かんでくる。

　幼少編から始まるそのゲームは、至上最高のテキスト量とネット界かい隈わいでは話題だった。今年の四月ぐらいに発売されていて、翔也にも名作認定を受けていたはず。

　ただ、シナリオを思い出すことはできるのに、キャラクターの名前を思い出そうとすると、何故か胃液が逆流してくるような感覚に陥る。ゆうきも急いでいるようだし、今はその辺りを思い出すのは一旦置いておこう。

「あれから気になって調べてみたんだ。すでにこの世に『メモリーロンド』のゲームは存在していなかった。信じられないことだが、あの木は『メモリーロンド』に出てくる木の力を持っている可能性が高い」

「……あの木って、確か、恋愛成就なんて副産物に過ぎないよな？」

　確かめるように聞くと、ゆうきは神妙に頷いた。

　木にまつわる恋愛成就の噂は、『ささやきメモリー』でも囁かれているけど、『メモリーロンド』でも似たような内容で学校に浸透している。もっとも『ささやきメモリー』では噂など伝説でしかないが、『メモリーロンド』だと、奇跡という形で噂通りのことができてしまうのだ。

　あれは、人の心、記憶を願いによって改変する代物だ。そこに対象者の意志など介在しない。まさに呪いの木だ。

「ってことは、そんな『メモリーロンド』を投影して欲しいって願いを叶えたやつがいるってことか。それにしても、よくわかったな」

「……昨日、ちょっと、ね。君は、気付かなかったのか？」

「木のことや噂だけでわかるわけないだろう。『メモリーロンド』のタイトル名も度忘れしてたし……。あの木の噂だって、最初は『ささやきメモリー』と同じだったし……」

　最初に聞いた噂が『ささやきメモリー』のような話だったことで、完全に思考停止してしまっていたのかもしれない。三宅くんの『人生やり直し』と四阿ちゃんの『木にまつわる言い伝え』で気付けなかったのは大失態だ。もっと疑って然るべきだった。

　その発言に何やら驚いたような顔を見せるゆうきだが、特に何も追及はされなかった。

「であるならば、秋原や神楽たち、君の姉妹にも言わない方が良い」

「そりゃ、心配させたくないから、言ったりしないけど……」

　彼女たちを顕けん現げんさせた力が近くで発動したと言っても、不安にしかならないだろう。

「一応、ボクはこれについて色々と調べるつもりだ。だから、学校には来れなくなる」

　調べる、か……。

　理恵や咲、春姉や夏海を顕現させ、そして『明石葵』の力をゆうきに投影させた奇跡の力。

　好奇心や興味ではなく、今後のために、俺もあの力については知っておきたかった。

　それに、近くであの奇跡が発動したという点も、不安だしな。彼女たちに被害を及ぼさないという確信が欲しかった。

「じゃあ、俺も手伝う。人手は多い方が良いだろう？」

　そう言うと、ゆうきは少し驚いた顔になるが、すぐにその表情を引っ込めた。

「君は絶対に関わるな。ボク一人で充分だ。関わられると面倒に巻き込まれ、」

　そこから何かゆうきが台詞を続けようとした瞬間、彼女の体は電流が走ったかのように硬直する。苦虫を嚙み潰したように歪ゆがんだ顔には、玉のような汗が浮かんでいた。

「すまない、見つかった。これ以上は無理だ」

　そう言って、俺が制止する暇もなく、彼女は忽こつ然ぜんと文字通り泡のように消えた。

　なんだったんだ？　踊り場に一人佇んでいると、置いてきぼりにされた感覚に陥る。

　彼女が焦っていたのを見たせいか、俺の心にあやふやな焦燥感が募つのっていく。

　彼女が、俺の手伝いを拒否する理由がわからない。しかも『絶対に関わるな』ときた。

　落ち着かないが、今の自分にできることは何もない……。

　とりあえず、予鈴が鳴る前に教室に戻ろう。

　教室の並ぶ廊下まで戻ったところで、意外な人物とばったりと遭遇した。

「理恵？」

　理恵も俺を見つけて、戸惑っていた。なんか、見られたことにバツが悪そうな顔をしている。まさか聞かれてた？

「聞いてた？」

「何、を？」

　理恵は首を傾げて否定した。どうやら、違うらしい。

「もしかして、俺に用か？」

　そもそも、こっち側に来る用事なんて俺に会いに来る以外、ない気がするが。

「その、ちょっと保健室に行こうと思ってるだけだったり……」

　あー、保健室はこっちの階段から行った方が早いからな。

「って、保健室？　体調が悪かったのか？」

　そう問うと、理恵はどうにも言いたくなさそうにしている。

　俺と会話をし始めてから、顔がさらに紅潮しており、非常に狼ろう狽ばいしていた。

「か、風か邪ぜじゃないよ」

　そして、言うに事欠いてそんな否定か。

「噓っぽいんだが……。本当に風邪か？」

「えっと……」

　歯切れが悪く、どうにも要領を得ない。

　しかし、理恵はすぐに何かを思いついたような顔になった。

「た、武ちゃん。それ以上、聞いたらセクハラ認定しちゃうよ……」

　セクハラ？

　……ようやく、合点がいった。ああ、デリカシーが足らなかったです……。

　女の子。体調が悪そう。言うのは恥ずかしい。

　これでわからないと言ったら、さすがに鈍にぶすぎる。いや、もう鈍いと認定されてる可能性の方が高いだろう。

「すまん……。まあ、風邪じゃなければいいや……。気をつけろよ」

「んんっ。し、心配、ありがと……。じゃあ、残り四時間、頑張ろうね、都筑くん」

　理恵は咳払いをしてから、足早に俺の前から逃げるように去っていった。

　周りに誰もいないのに、余所様向きモードなのが若干切ない……。




　教室に戻ると、本鈴と同時に教科担当の教師が入ってきて、世界史の授業が始まるが、教師の授業解説が耳に入ってこなかった。ゆうきの話が頭の中にこびり付いている。

『メモリーロンド』

　キーワードは記憶。テーマは、大切な記憶を守る物語、だったはず。

　十年に一度、不思議な力が宿る、巨大な木を中心とした壮大なストーリーだ。

　話は、幼少期から始まって、回想では前世まで遡ることになる。

　俺も一通りプレイはしたが、『エターナル イノセンス』ほど、はまっていない。そもそも、トゥルーエンドに行くために立てなくてはならないフラグがあまりにも複雑なため、クリアまで行くことができず、クリアする気力は二十回目ぐらいでなくなってしまった。攻略サイトを見るのは、性に合わなかったので、それから積んだままだ。機会があれば、再開しようなんて考えていたのだけど……。

　ゲームのシナリオを思い出す。特定の登場人物の名前を思い出そうとすると、船酔いを起こしたように気持ち悪くなるので、名前を肩書きに代替して頭の中で整理する。

　攻略キャラは四人いるが、それぞれに木について関わりがあり、木の力を使わざるをえないシナリオが展開する。

　だが、物語の中心となるのは、やはりメインヒロインだろう。

　主人公とメインヒロインは、それぞれ前世の恋を現代に引っ張ってきていて、それがきっかけになって付き合うようになる。だが、その想いが前世からの運命に定められたものであることに苦悩する。

　前世の記憶と今の記憶が、とある事情で混濁して、身体まで弱っていく中、主人公がメインヒロインの前世の記憶を不思議な木の力を使って消そうする。だが、メインヒロインは前世の記憶を消すことで、主人公への恋心が失われることを恐れ、最初は拒否する。

　最終的には、メインヒロインは自身の主人公への想いを信じて、木の力で前世の記憶を消去する。そして、主人公とメインヒロインはお互いの愛を確かめ合うのだ。

　そして、それが終わると、メインヒロインのトゥルーエンドシナリオに入る。

　そのシナリオでは、さらに二人のキャラクターが絡んでくることになる。主人公の幼馴染であり、メインヒロインの友人の女の子と、主人公の親友だ。

　この親友キャラは、メインヒロインに宿った前世の魂に関わりがあり、執着する。

　メインヒロインの前世の記憶を消し、その人生を救った木の力は、本来十年に一度しか使うことができない。しかし、メインヒロインの前世の記憶が消されたことに憤った親友キャラは前世の記憶を回復させるために、ある行動を起こす。

　主人公の幼馴染を生け贄とすることで、木の力を裏技で復活させてしまうのだ。生け贄にされる条件を満たす、『メインヒロインに宿る前世の女の子孫』であるがために。

　結局、主人公の幼馴染は魂を木に吸収され、その時点で死亡。

　メインヒロインは、回復した木の力によって、前世の記憶を元に戻され、意識の混濁が始まり廃人に。

　前世の魂を救えると信じていた主人公の親友キャラは、そのことに悲嘆して自決。

　倒れた三人を前に、立ち尽くす主人公が叫んで、エンドロールという壮絶な展開だ。

　もっとも、これは俺が見たバッドエンドでしかないんだけど……。

　結局、トゥルーエンドはどういうものだったのかわからない。

　しかし、ゆうきが言ったように『メモリーロンド』がすでに存在しないとなると、その結末を俺が知ることはもうないだろう。

　今にして思えば、いくら信じがたい話とはいえ、理恵が他校生に教えてもらった時や四阿ちゃんの話を聞いた時に、もっと疑ってかかるべきだった。

　彼らの前世の話は、みんなが話していた言い伝え、そのままだったのに……。

　主人公には流行病で亡くなった男の前世の魂が、メインヒロインに恋人の女の前世の魂が、主人公の親友には夫の魂がそれぞれ宿っている。

　主人公の親友は、化け物じみた身体能力や任意の人マー間キ探ン査グ能力、金縛り能力とかの超常的な能力で主人公たちを精神的かつ肉体的に追い詰めるなど、現実にいると少々危険な男だ。その上、自分の行動が前世の魂を救うと信じていてタチが悪い。

　そんなことに思いを馳せていると、

「都筑、ボーっとするな！」

　世界史の担当教師の声に、思考を強制的に遮断させられた。

　気になってしょうがないが、現時点ではどうにもならない。今は、ゆうきの話を待つしかない。

　不安を打ち消すように、意識を授業へと戻して、教科書へと目を落とす。

　俺は、真面目に授業を受けることにした。







　リアルとヴァーチャル







　ゆうきに『メモリーロンド』がこの現実に投影されていることを教えてもらって、六日ほどが過ぎた。この間に暦こよみは十月に入り、もう衣替えの時期だ。厳しかった残暑も急速に終わって、肌寒くなってきている。今までは例年以上の暑さだったというのに、今日は例年よりもかなり低い気温らしく、俺も含めて八割方が冬服だった。夏服を着ているのは、いわゆる抜けているやつか、元気なやつぐらいだ。

　ゆうきは、学校に来ないと宣言した通り、登校して来ず、まったく見かけない。木を調べると言っていたが、あれからどうなったのだろうか。少し心配なのだが、ゆうきは携帯電話を持っていないし、連絡がこちらから付けられないので、どうにもならない。

「それじゃ、これでホームルームを終わりにする。日直、号令」

　日直の号令に従ったのち、授業から解放され、周りが放課後特有の空気へと変わっていく。咲さきや翔しよう也や、高たか橋はしに別れの挨拶をするが、咲や翔也は返してくれるものの、高橋には完全にシカトされた。

　あの一件以来、高橋とは一言も口を利いておらず、完全に絶交状態となっている。俺が悪いということはわかっているので、何回か謝ったのだが、完全にスルーされていた。とりつく島もなかった。

　昨日、咲に「愛あいちゃんは、そのうち機嫌を直してくれるから、ね？」と、そんな風に慰なぐさめられたものの、やはり人にシカトされるというのは気が滅入る。

　帰る準備を終えて、廊下に出ると普段のように理り恵えが待っていた。

「武たけちゃん、帰ろ？」

　笑顔だが、理恵の頰ほおがほのかに赤いように見える。

「顔、赤くないか？」

「え、そう？　光の加減じゃない？」

　最近ボーッとしているような気もするから心配になる。寝不足だ、とも言ってたし……。

　追及しても、「大丈夫」と言われるだけなので、押し問答になるだけだった。しょうがないので、さっさと帰ったほうがよさげだ。

　帰宅する生徒がまばらに帰っていく中、正門を出たところで、予想だにしなかった三人が正門横で立っていた。藍ブ色ルー基調の制服の中で、他校の茶ブ褐ラウ色ンの制服が鞄かばんを持って佇たたずんでいると、非常によく目立つ。

「ちゃお♪」

　手を挙げてにこやかに挨拶をしてくる予想外の人物は佐さ崎さきだった。前に会った藤ふじ田たと前まえ羽は良らさんもいる。

「お前、学校は？」

　何をしに来たのかわからないが、学校が終わってから、即座にここに来たにしても早すぎる。

「サボりー、じゃなくてね。今日は学校の都合で半ドンだったんだよね」

　半ドンってことは、三時間ぐらい前には終わってないか？

「そんなに長い時間待ってたのか？」

「うん。でも、武ちゃんを待ってるのは、苦じゃないから……。みんなもいたしね」

　少し、照れながら、しかし長い時間を待っていたことを意にも介さない。

　その姿を見て、不覚にも可愛いなどと思ってしまった。

「ちなみに、私たちは付き添いです。恵めぐ奈なさんの勇気が出るように」

「自分もです。彼女に頼まれると嫌と言えないんですよね」

　こんなところで三時間も付き添うとは、付き合いの良い二人だった。

　でも、結局、何の用事なんだ？　と思っていたら、佐崎が俺の目の前まで来る。

「武ちゃん、これから暇ひまかな？　二人きりで話したいことがあるんだ……」

　佐崎は、いつもとはうって変わって、すごく真剣な目付きをしていた。

　子供の時から変わらない、本気のお願いをする時に見る目付き。

「どんな、話？　ここじゃ無理なのか？」

「ここじゃ駄目なの……。二人きりじゃないと……。大事な話だから、お願い……」

　その目を見た瞬間、今まで以上の、圧倒的な暴力に近い衝動が逬ほとばしる。

　断りにくいどころか、これは絶対に『いいえ』と言えない。そんな思いに支配される。

　だけど、そんな弱いことじゃ駄目だ。

　あの時、高橋にも言われた通り、毅き然ぜんとした態度を取るべきなんだ。

　ケジメは付けなきゃいけない。

　理恵にだって、誤解をさせたくはない。今日は理恵の体調が悪いこともある。

　佐崎を傷つけるのを承知で断るのが、俺の通す筋だろう。

　しかし、何な故ぜか。原因不明の『行かなくてはならない』といった強迫観念に似た何かが、思考に突き刺さってくる。今回のは、すべての道理をねじ伏せるほど強かった。

「都つ筑づきさん、私からもお願いします。恵奈さんのお願いを聞いてあげてください」

「今日だけで良いんです。いえ、彼女の用事は今日じゃなきゃダメなんです」

　佐崎と一緒に来ていた前羽良さんと藤田が、それぞれ、佐崎を慮おもんぱかるように頼んでくる。

　佐崎だけじゃなく、他の人間にまでそこまで言われてしまうと、断るのに罪悪感が増してくる。

　ちらりと理恵の方を見ると、非常に真剣な表情になっていた。体調の悪さなど微み塵じんも感じさせない。

「武ちゃんは、女の子の本気のお願いを聞いてあげられないの……？」

　そんな風に優しく告げられてしまい、俺はついに心のたがが外れてしまった。

「……わかった。行ってくるよ」

　そう答えると、理恵は安心したように、にっこりと笑顔になる。

「うん。それでこそ、武ちゃんだと思うよ。それじゃ、あたしは、先に帰ってるね」

　そう言って止める間もなく、佐崎に向かってお辞儀を一つして走り去っていってしまった。少し、いや、確実に、ズキンと心が痛んだ。だけど、理恵の方が痛んだんじゃないのか？　あいつは、我慢して溜め込むタイプだし……。

　しかし、そうは思っていても、心のたがが外れてしまった今では、理恵を追いかけるための足を出すことがどうしてもできなかった。

「それじゃ、今日はあの木はお貸しします。頑張ってくださいね」

「自分たちが付き添えるのはここまでです。骨は拾いますよ」

　そう言って、前羽良さんと藤田は去っていった。彼らの会話の意味はわからなかったが、佐崎を思いやっているということだけは伝わってくる。良い友人たちだと、俺でもわかる。

　二人を見送った佐崎は、俺を見据えて、若干頰を赤らめながら微ほほ笑えんでくる。

「それじゃ、行こ？　そんなに、時間は取らせないから……」

　俺が頷くと、佐崎は理恵とは別方向へと歩き出した。俺もそれに付いていく。

　お互い無言で静かな住宅街を進んでいく。別に焦っているわけでもないのに、少しだけ足早になってしまった。

　歩くルートに既き視し感かんを覚えつつ、佐崎に付いていくと、例の『メモリーロンド』の木が植わっている公園へと静かに到着した。

　彼女と共に、誰もいない公園の中へと入り、木の下へと歩いていく。

　木の下で、彼女は幹に背中を預け、俺を見つめてくる。

「この木の噂うわさって、知ってる？」

　囁ささやくように言ってくる。俺は頷いて返した。

『満月の夜に相手を呼び出して告白をすると必ず恋れん愛あいが成じよう就じゆする』とか。

『人生をやり直すことができる』とか。

　そういう根も葉もない噂が、ゲームのように学校で広まっている。

「満月の夜に相手を呼び出して告白をすると必ず恋愛が成就する。でも、そんなことあるわけないよね。そんな都合の良いことは起こらない」

　うちの学校で話されている噂は、佐崎の学校でも噂されているらしい。もっとも、この木はゆうきによれば『メモリーロンド』によって投影されたらしいが……。

　しばらく黙っていると、優しい風が俺たち二人を撫なでていく。真緑の葉っぱの擦れる音が公園に広がり、春先のような匂いを淡く木の下へと運んできた。

　そんな中、彼女は懐かしむように口を開く。

「あたしにとって、この木は、思い出の木なんだよ」

　彼女の手が、俺の手へと伸びてくる。ゆっくりと俺の右手を両手で包み込んで、引き寄せる。俺はそれを少し戸惑いながらも、受け入れた。

　彼女の可愛らしい唇が動いて、言葉を紡つむいでいく。

「だから……、思い出して……。あたしとの約束を……」

　その言葉を聞いた瞬間に、記憶の深い部分から、迫せり上がってくるように、当時のことが頭の中に入ってくる。不思議なことに、すべてを、思い出せた。

　佐崎との幼き日の約束を。

　確認するように、彼女の目を見ると、彼女は微笑を浮かべてくれた。

「思い出した？　武ちゃん……」

　徐々に、過去に起こったことが鮮明になって蘇ってくる。

　佐崎の誕生日、彼女の父親と母親がどうしても外せない会社の用事に行くとかで、当日に祝えなくなった。それに絶望して、怒った佐崎は家を飛び出して、迷子になってしまった。当時、俺は必死に捜した。彼女がいなくなるのが怖かったから。

　あの時、俺はこの公園に彼女がいると、なぜか確信していた。この公園は、俺の家の方から幼稚園児が来るには若干遠く、当時、来たこともないというのにだ。

　あの時、木の下で泣きじゃくっていた彼女は、俺を見つけて安心したのかさらに泣きじゃくった。少しでも離れると嫌がり、べったりとくっついていたように思う。

「はなれちゃ、やだよ……」

「もちろん」

　何気なく言った言葉。彼女は摑んでいる手を両手で引き寄せて、言ったのだ。

「ずっと……、いっしょ、だよ」

　泣き顔を笑顔に変えて……。

　彼女は、この約束をずっと覚えていたのだろうか。

　彼女の誕生日であった、今日のことを。

　誕生日ごとに誓い合った、あの時の約束を。

　だから佐崎は、小学校の時にクラスが分かれ、自分のクラスメイトたちと遊んでいる時にも俺を誘ってきた。彼女だって、誘う時に恥ずかしかったのかもしれないのに。

　だけど、あの約束が彼女を動かしていたんだ。

　そして、今日は俺が彼女の前から姿を消した転校の日でもあった。

　結局、俺はこの約束を守ることができなかった。

　自分から、彼女から離れ、再び近づくことなく、引っ越してしまった。

　引っ越し先の小学校を卒業する頃には、ほとんど忘れて……。

　だが、佐崎の話はこれで終わりではなかった。

「武ちゃんが、好き」

　佐崎が言った台詞は、ひどく単純なものだった。

　そんなことはあり得ない、そう思っていた俺を動揺させるには充分な一言。

　まるでゲームのようなシナリオだ。幼い時の約束が今になって実を結ぶなど、自分には縁のない絵空事だと思っていた。だけど、それをあるわけがないと断じてしまうことは俺にはできなくなってしまった。目の前の佐崎が、それを証明したのだから。

　心臓の鼓動が速くなっていくのを感じる。本能的に感じてしまう嬉しさに、頭がパンクしそうだった。普通の女の子との付き合いが今まで皆無だった俺に、こんな場面で普通に振る舞うための経験など、どこを探しても見当たらない。

「ここで思い出してくれなかったら、告白するつもりはなかったけど、武ちゃんは思い出してくれた。すごく嬉しかったんだよ」

　彼女の頰が徐々に赤くなっていく。語られる言葉に照れくささが入っているのがわかった。

「再会してから、少しずつ思い出していったんだよ。武ちゃんへの想いを。子供の時に抱いてたあの想いは今でもまったく色いろ褪あせてない。あの時は言えなかったけど、子供のころから好きだった。考えなしのあたしをいつもフォローしてくれて、いつも傍そばにいてくれた」

　俺の目を見て、逸らすことなく独白する佐崎。

　俺は、誕生日の約束を前に何も告げずに姿を消した男だというのに、そんな男に向けられる想いはすごく純粋で、眩まぶしいぐらいに綺麗なものだった。

「子供の頃の約束を持ち出すなんて、おかしいかもしれないけど、あたしはそれでも武ちゃんの傍にいたい。今だから言うけど、ずっと帰ってこないかなって思ってたんだよ。あの時の約束は、あたしの中で一番、大事な約束だから……」

　彼女の本心から来る告白だった。研ぎ澄まされた真剣さが伝わってくる。

　嬉しくないわけがない。自分の頰が紅潮していくのが、鏡を見なくてもわかった。

　現実の女の子からこうして告白されるなんて、夢のまた夢だと思っていた。

　だけど、飛び上がるほど嬉しくても……。それを抑えなければならない。

　彼女の言葉を聞いていると、何故か『断るな』という思考が心に深々と強く突き刺さってくる。だけど、これだけは断らなければならない。不用意に承諾してしまいそうな心を強引に押さえ付ける。

　俺はもう、彼女たちのために生きると、そう決めたのだから。

「ごめん」

　頭を下げて、彼女を拒絶する。

　彼女のことが嫌いなわけでもない。彼女のことを傷つけたかったわけでもない。

　だけど、ここで何も答えずにいたら、彼女はさらに傷ついてしまう。

　そう自分に言い聞かせた。

　顔を上げると佐崎が、悲しむでもなく、呆けた顔をしているのが見えた。

「……あはは、は……。こんなに、あっさりと振られるなんて思ってなかったな……」

　佐崎はゆっくりと俯うつむいていく。そのせいで、彼女の表情はまったくわからない。

「理由を、聞いても、良いよね……？」

　俯いたままの彼女から、か細くそんな台詞が聞こえてきた。

　言うべきようなことなのかわからないが、それで、彼女の気が少しでも晴れるなら言うべきだと思った。

「好きな人たちがいるんだ。その人たち以外には、誰も想えない。これからも……」

　佐崎は、それを聞いて、すぐに顔を上げた。

　その顔に付随していたのは、涙と、そして、怒りだ。

「たち、ってどういうこと？」

　思いも寄らなかった追及が来た。いや、普通に考えれば当然かもしれない。

「……誰が一番好きかはわからない。だけど、俺は彼女たち以外を想っちゃいけない」

「なに、それ……？　……なんか、おかしいよ……！」

　彼女が肺から絞り上げるように声を出したのを合図にして、佐崎の顔が紅潮していく。

「どうして？　なんで、好意を責任感みたいに言ってるの!?」

『好意を責任感みたいに』

　彼女のその指摘が、ねっとりと絡みつくように、思考にまとわりついていく。

　一瞬にして、心が締められたような感覚に陥った。

　初めて、気付く。

　俺は……。もしかして、彼女たちを『好き』ではないのではないか、と。

　いや、『好き』だというのは間違いない。だけど。それは。

　保護欲や責任感。そういう感情を、無理矢理すり替えているだけなんじゃないのか？

　それは、紛れもなく、恋という感情ではない。

「そんな理由で、あたしはこんなあっさり拒絶されたの？　相手はわかるけど、彼女たち、一体何なのよ!?」

　彼女の瞳から大粒の涙が止めどなく滝のようにこぼれていく。秋空の陽光で乾いた土に、雨のように落ち始めて、地面を濡らしていった。




[image: ]





　ここに来て俺は、彼女の気持ちを、間違った感情で踏みにじっているのを理解した。

　彼女たちのために生きていくと決めた、誓い。

　でも、それはただの言い訳で。

　佐崎自身を、まったく見ずに、上から目線で断っているだけ。

　真剣に告白してきてくれた相手へ返すには、最低な返し方だ。

「うざいって思われるのを承知で言うよ。好きな人が複数いるのに、その中にあたしが入れないのはなんで？　あたし、そんなに魅力がない？　武ちゃんにとって、あたしってその程度の女だった？　少しも、心が動かなかった？」

　彼女の悲痛な叫びは続く。

　そんなことはないと言いたかった。俺の、きっと、初恋の相手だ。そんな人に告白されて、何とも思わないなんてことはない。

　それでも、俺は彼女を受け入れる資格はないのだ。

　理恵や咲たちを、この現実に呼び戻した時点で……。

「せめて納得のいく答えが欲しいよ……っ！　八年間待ち続けた答えが、そんなのなんて………………いやだよ……。告白するのって、すごく……勇気が必要だったんだよ？　自分の誕生日とか、そういうのを理由にしないとできなかったのに……」

　佐崎の顔が徐々に俯いていく。

　誓いなしに、彼女自身を拒む理由が、俺にはわからない。

　俺はまだ誰も選択していないのだから……。

　罪悪感が、胃に下りてきて、きりきりと締め付けてきていた。

　しかし、それ以上に佐崎の心が痛んでいると思えば、苦に感じるなど最低だ。

「お願い。いつでもいいから……。あたし自身を見て、それで答えを、聞かせて……。待つのは、慣れてるから……」

　俺の返事を聞くことなく、身を翻ひるがえして、公園から走り去ってしまう佐崎。

　俺は、佐崎の言葉を反はん芻すうするだけで、その場からしばらく一歩も動けなかった。

　生々しく地面に残っている彼女の涙のあとを、見つめることしかできなかった。

「誕生日、おめでとう」と彼女の生誕を祝う言葉すら出せなかった自身を、恥じた。




　帰路について、住宅街の路地を歩きながら佐崎の告白のことを思い出す。

　幼い時に抱いていた気持ちや約束が、こうして高校生になってから結び付いてくるなんて、それこそゲームでよくあるような展開だとしか考えていなかった。少なくとも、自分には関係がないと思っていた。

　正直に言えば、告白されたことはすごく嬉しい。

　さっきから頭の中はずっと佐崎のことでいっぱいだ。

　幼馴染という関係をずっと続けていたかったけれど、それを佐崎が望まなくなった。

　もう一つ上の関係になりたいと思ってくれた。

　でも、俺は彼女たちを大切にすると誓ったから……。

　だから、断った。本来の現実側を切り捨てた。拒絶した。

　佐崎自身を見ずに……。

　だけど。

　彼女は八年間も待っていてくれたのに。

　クラスが別れてから、俺の方から疎そ遠えんになったのに、彼女は待ち続けてくれた。

　転校した後、俺は彼女を忘れていた。それは、あまりにも心ない仕打ちだ。

　彼女の想いに対して、もっと真しん摯しに考えるべきなんじゃないのか？

　そもそも、本当に、俺は咲と理恵が好きなのか？　保護欲と責任感を抜きにして……。

　俺が、佐崎に向けている気持ちと、咲や理恵に向けている気持ちに。

　一体、どれほどの違いがあるというんだろうか。好意の違いが、俺にはわからない。

　考えても思いは巡るだけで、答えは出ず、いつの間にか家の近くまで戻ってきていた。

　そして、気付いた。

　理恵の家の壁に手をついて蹲うずくまっている白い帽子をかぶった少女。理恵以外に誰がいるというんだ。遠くからではわからないが、苦しそうにしているような……。

　急いで理恵の下へと走った。彼女の横にしゃがんで声をかける。

「理恵？　おい？　大丈夫か？」

　俺の声に反応して、理恵は顔をゆっくりと上げた。その顔は真っ赤で、一目見てわかるほど体調が悪そうだ。

「あ……、武ちゃん……」

　立ち上がろうとするが、体に力が入らないのかそれもできないようだった。

　無理に体を動かそうとしたせいで、理恵が後ろにふらつく。俺は彼女の背中に左手を回して支えた。制服越しに伝わってくる熱がかなり高い上に、息遣いが荒い。こうしているのも、すごく辛そうだ。

　思わず、手を理恵のおでこに当てる。明らかに高い熱があった。

「ごめん、やっぱり風邪ひいてるみたい……。伝う染つしちゃうかもしれないから、離れた方が……」

　そんなわけにいくか。病気にかかろうと構うものか。

　やっぱり風邪だったのかとか、下校に何十分掛けたんだとか、聞きたいことは山ほどあるが、まずは部屋で寝かせて薬を飲ませないと。

　彼女に肩を貸して、力を入れて理恵と一緒に立ち上がる。

「ごめん、ちょっと我慢してくれ」

　理恵が、頷きを返してくれたのを見て、一緒に理恵の家の敷地内へと入る。

　目の前に来た玄関を開けようとすると、何かに引っかかった。鍵がかかっている。

「……お母さん、今日は用事があったみたい」

　そういうことか。理恵が力なく自分で鍵を玄関に差し込もうとするのを、強引に奪って、俺の方で玄関を開けさせてもらった。

　家の中に入って、廊下に面した場所に理恵を座らせ、こっちで勝手に靴を脱がせた。

「救急車を呼ぶか？」

「大袈裟だよ……。ちょっと辛つらいけど、本当に風邪だから……。心当たりもあるし……」

　であるならば、とにもかくにも、理恵の部屋に行かないといけない。だが、部屋は二階だ。

「ありがとう、武ちゃん。もう大丈夫だよ……」

　この顔色を見て、大丈夫だと思うようなら眼科に行く必要がある。

　玄関に座っている理恵の膝に右手を無理矢理ねじ込んで、背中に回した左手に力を入れる。渾こん身しんの力で理恵を横抱きするように持ち上げた。

「あ……」

　普段ならこんなことをしようものなら、恥ずかしさで何かしらの抵抗を見せそうな理恵が、本当に体調が悪いせいか何も言ってこない。でも今はそれが好都合なので、理恵を持ち上げたまま、俺も靴を脱いで廊下へと上がった。

　手すりに背中を合わせて、蟹かに歩きするように階段を上がる。普通に歩いたのでは、理恵の体が入らないので運搬方法はこうするしかない。本来、一時的に持ち上げるための抱き方だし、俺自身も力の強い方じゃないが、相手が理恵のためか落とす気がしない。

「ありがと……」

　そんな小さい声でも、単純なもので力がいくらでも湧き上がってくるのを感じた。




　理恵をベッドに寝かせて、薬を飲ませたり、少ししてから帰ってきた春はる姉ねえに頼んで着替えさせてもらったりと慌ただしい時間が続いたが、それらが終わると理恵も安心したのかすぐに眠った。すでに理恵のおばさんにも、このことは伝えた。遠いところにいるらしかったが、急いで帰るということだった。夜になるらしいが。

　最初は苦しそうな表情の理恵だったが、薬が効いてきたのか、少しずつ安らかになってきて、顔の赤みも少しずつ取れてきた。

　俺は、理恵の机の椅子を引っ張ってきて、ベッドの横に座る。

　なんとはなしに、しばらく理恵の寝顔を見る。

　整った顔立ち、柔らかそうな唇など、ずっと見ていたいと思うほど見惚れてしまう。

「あれ……、武ちゃん？」

　そんな風に見ていると、不意に理恵は目を覚ました。

　体を起こそうとする理恵の肩を押さえて、再び寝かせる。こういうスキンシップは慣れ始めてきたけど、やはり照れてしまう。

「寝てろって。体調はどうだ？」

　彼女は布団に潜りながら、顔だけこちらに向けてくる。

「まだ、だるい感じだけど、楽になった気がする……」

「風邪なら風邪って言えばいいのに」

　それに気付かなかった俺も相当鈍感だけど……。サインはあった。ゆうきと話をしたあとに会った時も、誤魔化されたけど、あれはやっぱり風邪だったんじゃないか。

下校前に頰が赤かった気がしたのも気のせいなんかじゃなかったわけだし……。

「武ちゃんに迷惑かけたくなかったから……」

「迷惑なんかじゃない」

「それに気付いてたら、武ちゃんはあの時の佐崎さんの話を断っちゃうはずだもん……」

　それはそうだろう。仮に今日が佐崎の誕生日で約束の日だと知っていても、大事な人が病気になっているのを放ってはおけるわけがない。

「ううん、怖かった、かな……。風邪だって武ちゃんが気付いても、優先されなかったら、って思ったら気付かれたくないな、って……」

　それは、理恵の性格ゆえかもしれないが……。そこまでの信頼を勝ち得ていないことが、悔しくてしょうがない。自分で自分を情けなく感じた。

「告白されたんだよね？」

　唐突に、ドキリとすることを聞かれた。反応に逡巡してしまう。俺は何も言えなかった。何故わかったんだろう。女の勘かんというヤツだろうか。

「ねえ……。正直に、答えて……」

　理恵の眼差しが、不安そうに揺れている。だけど、ここで誤魔化しても、理恵をさらに不安がらせるだけだろう。

「確かにされたよ……」

　言いたくないせいか、小さい声になってしまった。小心すぎて、自分が嫌になる。

「なんで、わかったんだ？」

「わかるよ。佐崎さんが、武ちゃんを連れて行く時の顔は真剣で、そういう覚悟を決めた表情だった。それに武ちゃんが帰ってきた時の顔もわかりやすかったもん……」

　あんな体調不良の中で、俺のいつもと違う所を見つけていたということか。すごい洞察力だと、変な意味で感心してしまった。

「なんて……、答えたの？」

　彼女の真剣で、不安そうな瞳は、俺に噓を言わさないように訴えてくる。

「断ったよ」

　噓を言う必要もない。正直に答えた。

「え……？　なんで……？」

　きっと、安心する。そう思ったのに、彼女はそれが信じられないといった表情を向けてくる。

「何でってお前……。当たり前だろ」

「なんで、当たり前なの？　あたしたち、恋人じゃないんだよ？」

　恋人じゃない……。

　そんな事実に対して、何一つ反論の言葉を頭に浮かべることができなかった。

「武ちゃん……。無理しなくても良いんだよ？」

　理恵は、悲しそうにそんなことを言ってきた。

「あたしたちの存在は、虚構なんだよね？　作り物なんだから、武ちゃんが現実の方に惹かれるのはしょうがないよ」

「虚構とか、言うな……」

　彼女の自覚が悲しくなって反射的に否定した。だけど、彼女の健けな気げな想いは少しずつ決壊していくように表に漏もれ出してくる。

「あたしたちがいなかったら、武ちゃんはきっとあの子と付き合ってたんだと思うよ。だから、佐崎さんと付き合うことは間違いじゃないよ。あたしたちは、現実に紛れ込んだ虚構なんだから、本当の彼女はきっとあの人……。嫉しつ妬としてたのもそのせい……」

　理恵が言っていることは、間違いだと断言したい。

　だけど、頭の中で考えれば考えるほど、そんな現実が思考にこびり付いていった。

　理恵や咲、春姉や夏海がいない本来の世界の想像。

　そんなことを頭の片隅で思いついてしまうことに。自分の浅ましさに、泣けてくる。

「……そんなこと、気にしてどうするんだよ」

　俺は、否定もできず、理恵の考えを咎めることしかできなかった。

「無理だよ……。考えれば考えるほど、あたしは現実の人間じゃないって、意識しちゃう。楽しかったって思うのに、思い出そうとすると高校から前の記憶がすごく曖あい昧まいで、怖い……」

　人間には、少しずつ記憶を忘れていく仕組みがある。重要ではない情報から、徐々に切り捨てていくように。その証拠に子供の頃の記憶なんて、誰だってほとんどが曖昧だ。

　しかし、俺がおぼろげに覚えている幼少時代の記憶と、理恵たちが曖昧に覚えているという記憶を同一視することができるかどうかは、本人じゃないのでわからない。

　だけど、それでも。俺は彼女たちと同じ存在だと信じたい。しかし、それは俺の願望でしかないのだ。

「だけど、だけどね？　他は曖昧な記憶なのに、あたしは武ちゃんと約束したことを、はっきりと覚えてるんだよ？　でも、武ちゃんはそれを、やってないよね？」

　理恵の声が、不安に心を削られていくように、少しずつ小さくなっていく。

「やり直したい……。武ちゃんの、本当の幼馴染のはずなのに……。あたしたちは、幼馴染じゃないみたい……」

　理恵の瞳から涙が零こぼれていく。その様子を見て、咲の言葉を思い出した。

『理恵が一番怖がっている』という言葉。理恵は、自分のアイデンティティが奪われそうだと、本気で感じているのかもしれない。

　虚構の存在だったはずの理恵と、現実の佐崎。

「お前は、俺の幼馴染だよ。絶対に……」

　彼女を安心させたくて、そんな言葉が口をついて出た。

　だが、その言葉を聞いて、理恵は安心するどころか、弱々しいながらも目付きを鋭くしていく。表情が初めて見るような本気の怒りへと変わっていった。

「……武ちゃんが、あたしの何を知っているの？」

　それは、理恵の口から出るとは思わなかった、俺を否定する言葉だった。

　初めて理恵にそんな言葉をぶつけられたことで、心拍数が不安定に上がっていく。

「幼馴染？　違うよ！　幼馴染ごっこをしてるだけじゃない！　まだ、本当に知り合って一年も経ってないのに！　でも、みんなして、あたしたちを幼馴染って……！　もう、嫌だよ……！」

　晒さらされる理恵の本音。それはあまりにも、純粋で、だからこそ、毒々しかった。

　そんな不安を抱いて、理恵は現実に生きていたのか……。

　それを見抜くこともできず、俺は浮かれていただけで……。

　彼女に何もしていなかった……。

　彼女たちを幸せにすると誓ったはずなのに……。

　理恵の瞳から頰に、大粒の涙が止めどなく伝っていく。

「今の武ちゃんが好きなのに……。この想いは、絶対に、絶対に、本当なのに……。なんで、あたし、こんなこと言ってるの……？　わかんないよ……！」

　理恵は、あきらかに困惑していた。本当なら、言うつもりもなかったのだろう。だけど、心も体も弱ってしまって、その隙すきと俺の鈍感さが、それを言わせてしまった。

　それは、ずっと、心の内に仕舞っておくつもりだったということだ。

　あまりにも、健気だった。

　その健気さへの、報い方を俺は何一つ持っていない……。

　俺は、声をかけることすらできなくなった。

　理恵にとって、俺は昔から遊んでいた幼馴染なのだろう。ゲームでの初期設定が、そうなのだから。

　でも、俺からすれば違ってしまう。ただ、いきなり隣に住み始めた女の子でしかない。

　だが、俺と理恵は現実において、『幼馴染』という関係を強要される。

　世界は、俺たちをそんな関係で否応なしに縛る。

　俺の本当の幼馴染は、どう考えても佐崎になってしまうというのにだ。

　理恵の言う『やり直したい』という思いも、それとなく理解できてしまう。

　この世界で、俺が理恵と幼馴染だという記憶を持てば、矛盾は消えるのだから。

「いまは、一人にして……」

　理恵の悲痛な呟きに背中を押されるように、俺は理恵の部屋を後にするしかなかった。　何一つ慰めることができないまま、涙を拭ぬぐってやることもできず、俺は一体何をしているのだろう。




　その日の夜。晩ご飯を食べ終わったあと、理恵のことを考えながら、部屋の中でＰＣの前に座りボーッとしているとインターホンが鳴った。

　足早に玄関へと向かう。ドアスコープから覗き込むと、珍しい人物が立っていた。

　急いで玄関を開ける。

「こんばんは、武くん」

　仕事が忙しい人なので、会うことは少ないのだが理恵のお母さんだ。

　一見すると、理恵の姉とも見えてしまうほど若々しい。理恵よりも少し髪を伸ばしており、艶つややかに見える。咲の母親もそうだが、ゲームの母親キャラは基本的に、二十代だと言い張っても問題ないほど若作りなのはどういうことなのだろうと思う。

「こんばんは。どうしたんです？」

　とりあえず挨拶するものの、おばさんはすごく不安そうな顔をしている。普段の落ち着いた雰囲気は、微塵もなかった。

「あの、理恵、こっちに来てるかしら？」

「理恵？　来てないと思うけど……」

　俺が家に戻ってから、インターホンを押したのはおばさんが初めてだ。理恵は玄関から入ってくる時は必ずインターホンを押すから、玄関からは来ていない。窓を伝って、俺の部屋にも来てないのだから………………………………………………………………。

　冷静に考えられたのはそこまでだった。

「理恵がいないんですか？」

　慌ててそう尋ねると、おばさんは悲しそうに頷いた。

「薬を飲ませようと思って、部屋に行ったらいなくて……。服が出てたわけじゃないから、お手洗いかと思ったんだけど、靴がなかったの……。もしかして、また無理して、武くんの部屋に行ったのかなと思ったんだけど……」

　俺は靴を履いて、「捜してきます」とだけ告げて、玄関から飛び出ていた。

　幾多の星の下、夜の静かな道路をけたたましい足音を立てて、全力で駆ける。

　考えろ。

　理恵が、なぜ家からいなくなったのか？　家出？　外出？

　思い出せ。

　彼女の一言一句を。




「あたしたちの過去は、どこにあるのかな？」




「あの人、ズルイよ……。普通に、ごく自然に、武ちゃんの心の中に入っていってるんだもん。あたしの知らない武ちゃんをいっぱい知ってて……」




　ここ最近聞いた理恵の言葉が、鮮明に蘇ってくる。

　理恵は、ずっと俺との記憶の違いを気にしていた。

　そんな、理恵は、どうしたいと思う？




「やり直したい……。武ちゃんの、本当の幼馴染のはずなのに……。あたしたちは、幼馴染じゃないんだよ」




　やり直す。そんなことができるわけがない。

　だけど。

　そんなことができるとしたら？




「あの木って、恋愛成就だけじゃなくて、人生を好きなところからやり直すみたいな、そんなこともできるらしいっすよ」




「いや、本当に恋愛成就みたいなしょっぱい噂でしかないっすよ。夜にあの木に強く願えば、人生をやり直すことができるとか」




　三宅くんが言っていた噂。

　取るに足らない噂だった。

　今ですら、噂の域を出ないはずの、都市伝説のような話。

　だけど。




「すでにこの世に『メモリーロンド』のゲームは存在していなかった。信じられないことだが、あの木は『メモリーロンド』に出てくる木の力を持っている可能性が高い」




「あの木って、確か、恋愛成就なんて副産物に過ぎないよな？」




　あの木の噂は、ゆうきの説明によって真実へと変貌した。

　理恵はおそらく、あの木の下へ行っている。

　直感的にそう感じた。




「その、ちょっと保健室に行ってただけだったり……」




　今思えば、あそこは様々な分岐点だった。

　あの時の噓をなぜ俺は看破できなかったのか。

　理恵は風邪だっただけじゃない。俺とゆうきの話も聞いていたのだ。そう考えれば、慌てていた理由も、誤魔化された理由も筋が通ってしまう。

　風邪を引いた理由だって、彼女が寝不足だったのが原因かもしれない。

　寝不足に陥ったのは何故だ？　俺がはっきりしないことで、彼女が不安になっていたからじゃないのか？　理恵が寝不足になったのは、佐崎と知り合ってからだった。

　あまりにも、偶然が重なっているせいで、酷く心に焦燥感が溢れていく。

　この現実で、そんなゲームのシナリオみたいな展開になることなど、あるわけがないのだ。あってはならない。本来は。

　だが、最悪のフラグが立つのは、いつだって突然だ。選択肢を一つ間違えただけで、ゲームオーバーになるように。現実も、不幸をもたらす死神は脈絡なく鎌首をもたげる。

　ようやく、あの公園へと到着すると、馬鹿でかい木が嫌でも目に入る。

　木の影が遮って、中心部がまったく見えない。昼間の幻想的な光景が一転、夜はあまりにも不気味なほどの暗い闇が、辺りすべてを包むかのように覆っていた。

　公園の中へと足を踏み入れる。

　嫌な予感がさっきから止まらない。背筋はずっと冷たいままだ。

　中心に行くにつれ、徐々に影の中にうっすらと影が見えてくる。

　誰かが倒れているのが見えた。

　もはや、誰かなど確認する必要もない。

「理恵！」

　思わず叫んだが、まったく反応がない。

　駆け寄って、上半身を起こして、理恵の状態を確認する。

「………………………」

　意識はないようだが、脈はあった。息もしている。

　普通に寝ているだけのようだった。

　少しだけ安心する。

　きっと、ここまで来て、限界が来たのだと。

　元々、風邪なのだから無理をしていたのだ。

　すぐに、帰ろう。

　着ているＹシャツを脱いで、理恵の肩にかけた。

　こんな格好で寝ていたら、風邪を拗こじらせてしまうからな……。

　不安を打ち消すように、俺は願った。何も起こっていないことを。

　彼女が、木の力を、使っていないことを……。

　そして。

　彼女はなんの脈絡もなく、ゆっくりと目を開け始めた。

「………………………………」

　その目は。

　あまりにも無む垢くで。

　あまりにも純粋で。

　まるで、この世に初めて生を受けたかのような、そんな目をしていた。

「理恵……」

　そんな俺の呼ぶ声にも、彼女はまったく興味を示さない。

「理恵……！」

　信じたくなかった。

　彼女のその反応が、その無関心が、俺の心を締め付ける。

　この日の夜。

　彼女は、すべての記憶を失った。

　まるで、人生をやり直すというかのように……。







　進行不能バグ







　理恵はその日の内に、緊急で病院へと運ばれ、そのまま入院することとなった。

　理恵の記憶喪失は、思い出から何からすべてを忘れるほどのもので、言葉の発し方まで忘れてしまっているようだった。

　思い出も、言葉も、すべてを彼女は失った。

「外傷によるものではないですからね。現在、発症している病気はただの風邪ですし……。ありえるとしたら、心因性のものでしょうか……」

　診察室で語る医者の説明が頭に入らない。

　理恵のおじさんとおばさんに無理を言って、この場に同席させてもらっているのに。

「何よりも、忘れ方が異常すぎます。記憶喪失というのは……」

　結局、俺は何を得ることもなく、まだ説明を受けているおじさんたちを置いて病院を後にした。数日経過を見るということだが、おそらくいくら時間をかけたとしても、どんな治療をしたとしても、理恵の記憶は戻らない。

　ふと、思う。

　理恵が求めていたものは、なんだったのだろうか、と。

　理恵は、こんなことを望んでいたのか？

　たぶん、違う。

　俺の過去と、自身の過去に整合性がないというのを一番気にしていたのだ。

　単に、俺と一緒の記憶を持ちたかっただけなのだろう。

　だけど、あの木は記憶を改変するだけの代物で、噂ほど都合の良いものなどではない。『人生をやり直したい』と願って、現代へと転生だの何だのという話は、木の力ではなく、主人公の親友の一族が実行していただけなのだ。その話が漏れて、ねじ曲がっているだけ……。

　しかし、仮に。やり直したいと願い、それが叶えられた場合。

　記憶をすべて消してやり直させると解釈してもおかしくない。

　呪いの木。まさに、その通りじゃないか。

　彼女は、強くなったと思っていた。変わっていったと思っていた。

　だから俺は、それに甘えていた。

　人間なのだから、弱くもあるという当たり前のことに気付けなかった。

　考えれば考えるほど、頭の中に絶望が巡る。

　改めて自分の不甲斐なさに呆れてしまう。

　何が幸せにする、だ。

　俺は、理恵にもらった恩を返すことなく、またしても不幸にしてしまった。

　みんなが消えた後、再び彼女らを呼び出す選択肢を与えられたあの時に、

『今度こそ、幸せにしてみせる』

　と、誓ったのも、結局ただの青臭いガキの自己満足でしかなかった。

　ゲームのように、都合の良い記憶喪失の回復などありはしない。

　時間と共に、罪悪感が募つのっていく。

　そして、病院からどう歩いていたのか、気付けばあの公園にいた。

　すでに日も跨ぎ、時間は深夜。辺りは、真っ暗な闇が覆っており、周りには誰もいない。

　ゆっくりと、木に近づいていく。

　理恵の記憶を奪った、忌いむべき、木。

　もう一度、この木の力を使えれば、と思う。

　俺が願えば、理恵の記憶は戻るんじゃないかと、僅わずかな希望に縋すがった。

　顔を上に向け、木に右手を当てる。

「頼む……。理恵の記憶を戻してくれ……！」

　だけど、それは無理だということが頭をよぎる。

　この木の力は。

　十年に一度しか、使えないという設定なのだから。

　だけど、そんなことは信じたくなかった。考えたくなかった。

「理恵の記憶を戻してくれ……！　なんでもいいんだ……。人を助けるための、奇跡ぐらい起こせよ……っ！」

　心に張り詰めそうな絶望感をなんとか、押し殺して。

　願う。

　祈る。

　望む。

　だけど、そんな呪じゆ詛そにも聞こえたそれは、虚こ空くうに虚むなしく消えていく。

　幹に拳を強く叩きつけても、間の抜けた音が響くだけで。

　法則に制御された奇跡は起きず、俺になんの希望ももたらすことはない。

　一人の女の子を守ることができなかった事実が、俺の心を際限なく責める。

　自分の情けない慟どう哭こくが酷く気持ち悪く、公園に響き渡った。




　夜遅くに自宅に戻ると、春姉と夏海は心配そうにして起きていた。

　どうだったの？　と聞かれて、できる限り冷静になって説明をしたが、理解してもらえるように説明できたかどうかは怪しい。春姉と夏海に励はげまされて、春姉の「今日はもう遅いから寝ましょう」という一言で、家族会議のような集まりは一旦解散となった。

　自分の部屋に戻って、ベッドに着の身着のまま倒れ込む。

　木のことが頭に思い浮かんだ。

　十年に一度しか、使えない奇跡の木。

　それは逆に言えば、十年待てば、木の力は戻るということだ。

　しかし、そんなに待っていたって、理恵が幸せになることはない。

　一応、木の力を回復させる方法はある。

　トゥルールートのバッドエンドで、主人公の幼馴染を犠牲にして、本来十年に一度しか使えない木の力を回復させるシナリオが存在している。

　そう。木の力を回復させることはできるが、それには犠牲が必要だった。

　だから、この手段は使えない。

　理恵のために犠牲になってくれ、と言えるほど、すべてを切り裂くような覚悟は俺にはなかった。俺に『人を死なせて平静でいられる』ほどの度胸があるとは思えない。

　ただでさえ、理恵や咲たちが消えた時に、あれだけ『俺が設定ミスで殺した』と後悔していたというのに……。

　都合の良い解釈かもしれないけど、そんな俺をきっと理恵は望んでいない。

　それならば、まだ俺がクリアしていなかった、トゥルーエンドに縋るしかない。

　どこから分岐するのか、それすらもわからない。

　だけど、希望はある。そう言い聞かせた。

『メモリーロンド』が投影されたということは、それを叶えた人間がいるということだ。『メモリーロンド』を投影したいと思うほどの人間であれば、それを知っているはず。

　だから、まずはそいつを探して、ゲームの全貌を把握する。

　一筋の希望でしか……、いや、希望ですらないのかもしれないけど。

　落ち込んでいる暇などない。

　絶望に浸る余裕など、持ってはいけない。

　咲や春姉、夏海を苦しませていた時と同じ過ちは犯さない。

　体を、脳を心を際限なく、すべて動かし、働かせろ。

　理恵の未来は、必ず救う。それが俺に課せられた義務だ！




　朝が巡って、次の日。学校に着くと、理恵が入院したという話が教師経由で出回ってしまっていた。何人もの知り合いから、原因を聞かれたが、誤魔化すようにしてそういった話題を避けた。誰かに理由を言ったところで、理恵は治らない。

　だけど、ゆうきは別だった。

　ゆうきは、もしかしたら『メモリーロンド』のトゥルーエンドを見たかもしれない。だから、彼女とは一度、連絡を取りたかった。

　彼女は携帯を持っていないので連絡をつけづらい。緊急連絡網のおかげで自宅の電話番号はわかるのだが、その電話に出てくれないし、『メモリーロンド』が投影されていることを教えてくれた日以降、登校もしてこないので彼女とは会話をしていなかった。緊急連絡網の方には、個人情報保護の下に住所が載っていないので、直接、彼女の家にも行けない。招待されたこともないしな。仕方がないので、担任にお見舞いをしたいということでゆうきの住所を特別に教えてもらった。担任には理恵のお見舞いじゃないのかと訝いぶかしがられたが、今、理恵の方に行ってもどうしようもない。

　学校が終わってから、ホームルームを欠席して、ゆうきの家へと急ぐ。

　彼女の家は高校からは少し離れていた。最寄り駅から三駅ほど離れた場所だ。

　ゆうきの地元に着いて、何の変哲もない駅前の商店街を抜け、住宅街を駆けていく。メモに書いた住所と、看板に書かれている住所を見比べながら進んでいくとようやく彼女の家であろうアパートが見えてきた。二階建ての一階二階にそれぞれ四部屋がある。言っては悪いが、綺麗なアパートではなく、築三十年から四十年は経っていそうだ。

　狭い階段を軋きしみをあげながら上って、二階の通路を表札を確かめながら進むと、一番奥に『伊い藤とう』とあった。

　呼び鈴を鳴らす。反応なし。激しくノックをしても反応がないので、やはり不在らしい。すぐに会うことができなかったことに落胆しつつ、落ち込んでいてもしょうがないので、連絡が欲しい旨をノートの切れ端に書いてポストに入れておいた。

　いつ帰ってくるかわからないゆうきを待つのも、時間がもったいないので、次の行動を開始するために来た道を戻った。

　最寄り駅に到着してから、木が植わっている公園へと急ぐ。

　あの公園は、間違いなくゲームのキーポイントとなる場所で、確実に関係者がやってくるはずなのだ。もちろん、それがいつかはわからないが、闇雲に捜し回るよりもあの場で待っている方が可能性は高い気がした。

　しかし、待てども待てども、それらしい人は来なかった。その間、時々子供が遊びに来るぐらいで、関係者らしき人物がフラグを作りにはやってこない。

　そうして待っているうちに、夕方だった風景は徐々に夕闇となり、夜に変わった。『メモリーロンド』では、夜にもイベントが起こるので、夜に関係者が現れる可能性は無視できない。

　だから、そのまま、居続ける。途中、春姉から携帯に電話があったが、なんとか誤魔化して公園で息を潜めていた。

　しかし、結局、朝方になっても誰も現れはしなかった。

　昨日の今日で都合良く会えるとは思っていなかったが、気落ちはしてしまう。

　まあ、見回りの警官などが現れなかったのは、不幸中の幸いか。

　朝に木の下でイベントが起動する記憶はなかったのと、眠気の限界が近かったので仕方がなく今日は諦めて、自宅へと帰って寝た。

　結局、その日、寝た時間は二時間程度だった。




　そんな日常が数日続く。徐々に、体が疲労と寝不足で限界を訴え始めてきた。ふと朝に洗面所などで鏡を見ると、目元に隈くまが浮き上がり、本気で体調が悪そうに見えた。学校でいつの間にか寝てしまって、気が付けば、帰りのホームルームとなっていたりもする。脳が、体が、休みの申請を訴え続けているのがわかる。

　さすがに学校を休んでまで、行動を起こすことはできなかった。春姉に泣いて止められた。『メモリーロンド』に、授業中のイベントはないから、これに関しては受け入れた。

　春姉や夏海、咲に強く心配されるが、ここで止まるわけにはいかない。いつ、『メモリーロンド』の関係者が公園に現れるかわからないこの状況で、適当に過ごすわけにもいかない。気力を振り絞って、クラスメイトたちを尻目に、帰りの準備を済ませて席を立つ。

　前もって買っておいた滋養強壮の飲み物などを飲んで体を誤魔化しつつ、今日も学校が終わってから、理恵の記憶を取り戻したい一心で公園に向かう。

　公園に着いて、いつも通りベンチに座って、関係者を待つ。

　時々、視線がぶれるのは、眠気のせいか。とはいえ、眠っている間に誰かが来てしまったら本末転倒だ。我慢をしろ。

　この我慢の先に、理恵の記憶があると思えば、こんな程度なんともない……。

「大丈夫……？」

　意識が曖昧になっている時に、か細く心配そうな声が耳に入ってきた。

　はっとして顔を上げる。

　視線の先には、不安そうな顔をした咲がいた。もしかして、俺、今、眠りかけてた？

「咲、どうしてここに？」

「武たけ紀のりくんが最近、何をしてるか気になって……。この頃、顔色も悪いし……。佐さ藤とうくんに聞いたら、公園にいるみたいだって……」

　翔しよう也やのやつ、俺を尾行でもしたのか。何故知ってる。

「ねえ、どうしたの？　何をしてるの？　なんとなく、秋あき原はらさんのためだっていうのはわかるけど、武紀くん、すごく辛そうだよ」

「どうして、理恵のためだって……？」

「察しはつくよ……。秋原さんが、記憶喪失になってからだもん」

　咲の顔は、先ほどからずっと憂いている。

　咲に心配をかけるなんて、不本意だ。彼女にはずっと笑っていて欲しいのに……。

　でも、その原因を作り出してるのは間違いなく俺だ。情けなくて、穴に埋まりたくなった。

「理恵を救うためなんだ。多少の無理無茶は承知でやってる。そのぐらいしないと理恵の記憶を戻す糸口は摑めない」

　不安だったのは確かだ。

　不安を感じる暇を作らないために、がむしゃらだった。動いていないと不安だった。

　もし、トゥルーエンドに木の力を無償で回復させるような手段がなかったら？

　この一点の不安を、どうしても拭うことができなかった。

　なにしろ、情報の提示部分に関しては、すべてプレイしているのだ。

　トゥルーエンドに向かったからといって、都合良く奇跡を起こすための法則が新しく提示されるとは思えない。

　どんなゲームでも、奇跡を起こすためのルールは、徹底していることが多い。もしくは曖昧になっていて、暴くことを許していないか、だ。

　それでも。だからといって諦めたら、そこで終わりなのだ。

「だから、心配するな」

　自分に言い聞かせるように呟つぶやく。魂たましいのこもっていない台詞は、風の音にかき消えた。

　咲は悲しげな顔をして、いきなり体を寄せてくる。中腰になってベンチに座る俺の首に手を回し、俺の肩に顔を乗せるようにして抱きしめてきた。少し、動揺してしまう。

「辛そうな顔で、心配するな、なんて言われても説得力がないよ……」

　そんな顔をしたつもりはないけど……。

　それは、咲の勘違いだと伝えたかったが、耳元で囁ささやかれる今にも泣きそうな声が、何か反論するのを躊ため躇らわせた。
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「今の武紀くん、昔のわたしなんだよ。人のためになることなら、自分のことを顧かえりみないで、いくらでも犠牲にして……」

　それはいけないことなのだろうか。人のためになることを行うのは、悪いことじゃないだろう。

「でも、それって、周りのことを考えてないってことだよ……。それで、どれだけ、周りに心配をかけてるか、自覚してないってことだもん。武紀くんを見て、わたし、どれだけ周りを心配させてたのか、わかっちゃったよ」

　心配をかけてる自覚はあるんだ。でも、それ以上に、自分を犠牲にしてでも俺は理恵を救いたいんだ。

「それじゃあ、どうしろっていうんだよ……」

　思わず、俺は泣き言を漏らしていた。自分でも、限界を感じていたからかもしれない。

　情報があまりにも少なかった。

　咲は、そんな泣き言を聞くと、体を離して俺の前に立った。

「わたしが昔、言われた台詞なんだけど、たぶん、今の武紀くんにはぴったりかな？」

　そう言って、彼女は俺に向けて右手を握手を求めるように、差し出してくる。

　それは、俺を絶望のどん底から引き上げようとして、俺の手が差し出されるのを待っているようにも見えた。

「落ち込みそうだったらわたしを頼って欲しいな。力になれるかはわからないけど、愚痴を聞くための耳ならいつでも貸してあげられるから」

　それは、いつだったか……。

「塞ふさぎこまなくていいんだよ？」

　俺が咲に言った台詞だった。

　ゲームの主人公の台詞ではない、俺の、自分自身の言葉。

「ね？」

　そう言って、太陽の笑顔を向けてくる咲。

　それを見ると、俺の心の陰鬱が、驚くほどに晴れていく。

　視野が狭くなっていたという意識が、この時になってようやく芽生えた。

　自分でも体調が悪いと思うぐらいなら、周りのみんなはもっと心配するに決まってるじゃないか。それを気にせず、周りを頼らず、一人で使命感に酔っていた。

　彼女から差し出された手を摑んで、立ち上がる。

「ごめん。ちょっと、いや、かなり無神経だった」

「そうだね。だから、オシオキ」

　咲が怒った顔になったと思ったその瞬間、頰に軽い衝撃が走った。

　すぐに小さく平手をされたのだと気付いた。

　体はまったく痛いと感じなかったが、心が痛んだ。

「みんなを心配させた罰だよっ。春さんと、夏海ちゃんと、佐藤くんと、愛ちゃんと、そしてわたしの分が詰まったオシオキです」

　そんなことを言いながら、穏やかに微笑む咲。不思議と気力が湧いてくる、安心を与えてくれる笑顔だった。

　またしても、俺は行動を誤るところだった。

　前の時には理恵に教えられたが、今度は咲に。

　よくよくみんながいないとダメな俺だった。

　当たり前だ。自分一人では何もできない人間なのだ。俺は。

　なら、力を借りよう……。

　何かしらの形で。

　みんなと一緒に理恵を救おう。

「強いな、咲は……」

「強くなんてない。弱いんだよ」

　謙けん遜そんをしているのか、そんなことを言う。

「ライバルが減った」

　咲は、身を守るかのように、自分の体を抱きしめるようにして、そんなことを呟いた。

「秋原さんが記憶喪失になった時、わたしにはそんな考えが一瞬よぎった……。すごく悲しかったはずなのに……。すごく、汚いよね……。自分が、浅ましい人間なんだって、すごく情けなくなった。だから、わたしは、弱いの……」

　あまりにも意外な台詞だった。

　ゲームの中の彼女は、清純で、純粋で。そんな一面を見せることはなかったから。

　理恵が変わったように、咲も変わっていく。

　運命を受け入れない強さを持ち始めたと同時に、現実の人間のような暗い感情を持ち始めた。

　そう、ヒロインだって現実に出てくれば、聖人でもなんでもない。

　等身大の女の子なのだ。

「そんな考えを抱いた罪滅ぼし。秋原さんとは、正々堂々と勝負したいから」

　そういって堂々としている彼女は、矮わい小しような俺にとってあまりにも眩しかった。




　翌日の土曜日の休日。秋晴れとなった、気持ちの良い日。

　充分に睡眠を取って疲れを癒いやした俺は、初めて理り恵えの入院している病院に足を運んだ。

　春はる姉ねえも一時入院して、咲さきもここに世話になったし、自分も入院した。あらゆる患者を受け入れることができる大学付属の巨大な病院だが、まさか理恵まで入院するとは思わなかった。

　中央の入り口を抜け、受付で手続きを済ませて、病室に向かう。

　病室に入ると、ベッドから体だけ起こしている理恵がいて、理恵のおばさんが何気ない話を優しく語りかけているところだった。二人以外には誰もいない個室だ。

「あら、武たけくん。ほら、武くんが来てくれたわよ、理恵」

　そうおばさんに語りかけられても、理恵の反応は薄かった。俺の方へと顔を向けたぐらいだ。その無関心さに心が締め付けられる。そして、彼女の顔には表情らしき表情もない。嬉しさも、好奇心も、怯えも、恐れも何もなかった。

　彼女は本当にすべてを失っているのだ。

「ちょっと前まで、武ちゃん武ちゃん、うるさいぐらいだったのに。ごめんね、武くん」

「いえ、仕方ないですよ」

　おばさんには、一応、理由を話した。もちろん、木のことについては言っていないが、別の幼おさな馴な染じみがいたことに対する不安がこういったことに繋がったのかもしれない、と。

　だが、おばさんは

「馬鹿な子よねぇ。ちょっと不安だからって、すぐに逃げて武くんに甘えるんだから」

　と、一笑に付した。

　迷惑をかけることで甘えているのだと、おばさんは言った。

　理恵が弱いからなのだと。

　しかし、理恵は強かったと俺は思う。

　俺がもっと毅き然ぜんとした態度を取っていればそうはならなかった、と反論したが

「理恵の意志がもっと堅ければ、そうはならなかったわよ」

　と言い返された。

　理恵のことをすべて背負い込もうとしなくても良いのよ、と。

「私は武くんと理恵には、一緒に歩いて欲しいの。どちらかがどちらかを背負うんじゃなくてね。たまに寄りかかるぐらいはしょうがないわ。でも、背負うところまでいったら、自分で歩かなくなっちゃって、最後には歩けなくなるもの」

　そんなことを忠告された。

　さすがに親だな、とも思ったが、悲しくないわけがないのだ。本当は、誰かのせいにもしたいだろう。可愛い一人娘なのだから。

「それに、理恵は本当にそうしたいなんて一線は絶対に越えないわ。そこで、踏みとどまる子よ。だから、何かの事故に違いないわね」

　それは、親心だったのか、おばさんは理恵をかばった。

　俺もできれば、そうであって欲しいと思うが、それは甘い考えのような気がした。

　不意に、おばさんが立って、花瓶を手に持つ。

「お水を取り替えてくるわ。お医者さんにも話があるから、その間、理恵をお願いね」

　と、こちらの返事を待つことなく、病室を出て行ってしまった。

　理恵と二人きりになり、彼女の無垢な目が俺の一挙一動を追いかけてくる。何となく気恥ずかしい。

「久しぶりだな」

　お見舞いに来る今日までに、学校などであったことを話す。会話が下へ手たくそな俺は、話を順序立てて話すこともできず、しかも、一方的だ。理恵は返事をするどころか、相づちすら打ってはくれない。だけど、それでも俺から目を逸らすことはなかった。それが少しだけ嬉しくて、ほんの少し目頭が熱くなってしまった。

　一通り、話したいことを終えて、ふと時計を見ると来てから三十分も経っていた。

　理恵を見据える。その目は、透き通るように純粋で綺麗だった。

　思わず、自分の手を動かして、理恵の手を摑つかんでしまった。理恵は驚くこともなく、俺を見つめてくる。

「絶対に、記憶を取り戻してやるから、しばらく待っててくれ。必ず迎えに来る」

　もちろん、理恵はそんな声に何も反応することはなかった。だけど、俺は自分の言葉を彼女の耳に入れておきたかった。聞いて欲しかった。たとえ覚えてなかったとしても。

　そんな誓いの後、おばさんがちょうど良く帰ってきた。

「ありがとうね、武くん」

　笑顔でお礼を言ってくるおばさんに、返事をしつつ、俺は病室を後にした。




　理恵のお見舞いに行ったあと、一度、自宅へと戻ったらお客がいた。

「おはよー。って、もう夕方だから、こんにちは、だね」

　居間のテーブルに春姉と夏なつ海みが座っているのはいつも通りだが、その対面に咲も座っている。その咲の左脇には、でかい紙袋もあった。

　なぜ、咲がいるのかというと、咲の薦めでみんなで話し合おうということになったからだ。俺一人ではできることはたかが知れている。もちろん、この問題は大勢いてどうにかなるというわけではないのだけれど。

「でも、みんなで協力し合うっていうのが重要なんだよ」

　という咲の助言から、こうなった。

　咲の右横に座ると、自然と話し合いが始まる。

「状況を整理すると、秋あき原はらさんが記憶喪失になったのは木の力のせいで、その木はわたしたちとは違うゲームから呼び出されてるんだよね？」

「ああ……。というか、信じられるのか？」

　そう疑うように聞いてみると、咲は破顔する。

「武たけ紀のりくんの言うことだからね。信じるよ」

　そして、そんな照れ臭いことを言ってくるのだった。

「そうね。たーくんは、こんな時に噓うそは言わないでしょう？」

「お兄ちゃん、しょーじきだもんね。信じるよー」

　春姉と夏海も、何の疑いもなく、俺のことを信じてくれる。その信頼が嬉しくて、少しだけ涙が出てきそうだった。

「それで、『メモリーロンド』って、どういうゲームなのかしら？」

　春姉が聞いてきたので、ゲームのシナリオを説明していく。

　それを聞いて、春姉は一言「複雑ね」と漏らす。理解はしているようだが。

「まず、解決に一番近いのは、木の力を回復させて、理恵の記憶を戻すこと。だけど、現状覚えている内容では、他の人を犠牲にする必要が出てくる」

　じゃあ、却下だね、と言って考え込む咲。

「ただ、俺はゲームをすべて知っているわけじゃない。だから、俺の知らないところで、無償で回復させる手段がある可能性はナシじゃないと思う」

　もちろん、その可能性はあまりにも薄いはずだけど。

「それがあるのかないのか、それを知るには、ゲームを呼び出した人間を探して、それを聞くのが一番手っ取り早い。幸い、あの木には必ず来るはずだから、公園に居座っていれば、いずれは会える」

「あー。だから、武紀くん、あの公園にいたんだ……」

『メモリーロンド』のシナリオが進行していると考えれば、間違いなくそこに主人公が現れる。そいつを捕まえて、なんとしてでも話を聞く。

「今のところ、俺の考えはそれだけだ……。あとは、シナリオを思い出して、何かないかって考えるぐらいだな……」

　春姉と夏海が、うーん、と唸って考え始める。

　そんな中、咲が横に置いていた紙袋をテーブルの上に、置く。重そうな鈍い音が居間に響く。

「わたしの提案はこれね」

　咲は紙袋を倒して、中身を雪崩のようにこぼしていく。テーブルの上に、様々な本が乱雑に積み重なっていく。五十冊ぐらいはある。すべて記憶に関する本だった。

「秋原さんが記憶喪失になってから、わたしは、ゲームの話は知らなかったから、普通に調べてたんだよ。まだ似たような症例が載ってる本は見つけてないけど……」

　咲自身も、理恵を助けるために人知れず動いてくれていたのか。確かに、ゲームのことを知らなければ、普通は現実的に考えるよな。

「わたしも、通院している時に、脳の専門医さんに相談させてもらったんだけど……」

「夏海も小こ由ゆ奈なちゃんに相談したら、本の中では記憶喪失って……」

　春姉も夏海も。改めて、視野が狭く、自分があまりにも独善的に物事を進めていたことを思い知らされた。みんながそれぞれ、理恵を心配してできる限りのことをやっていたのだ。だったら、別々に動くよりも団結した方が良いに決まっている。

「それにしても、よくこんな詳しそうな本をピンポイントで持ってこれたな」

　しかも、こんなにいっぱい持ってきて。重かっただろうに……。

「んー、それがねっ。秋原さんが記憶喪失になった一週間ぐらい前から近所の図書館で記憶喪失の本を探したんだよね。そしたら、色々と教えてくれた人がいたんだ。覚えてる？　普ふ久く乃の原はらって人」

　ああ、ソフトクリーム食った時に会った男二人のぶっきらぼうな方の。

「へー。偶然だな」

　正直、そんな人間には見えなかっただけに意外だ。とはいえ、偶然でも何でも、少しでも理恵の記憶を回復させる可能性が上がればいい。

「それじゃあ、二班に分かれましょうか。わたしは、本を調べる。たーくんたちは、公園に行って、その主人公さんを待つ。それで、どうかしら？」

　まったく問題ない。現状では、それが最善だ。小さく頷く。

「それじゃ、あとはわたしに任せてもらっていいわよ」

　そんな中、春姉があとはお姉ちゃんにお任せとばかりに優しく言ってくれる。

「夏海も、おねーちゃん手伝うー。あ、小由奈ちゃんと拓たく海みくんも呼んでくるー」

　夏海は電話機へと向かったのか、部屋から出て行ってしまった。

「じゃあ、わたしは本の整理から始めようかな。咲ちゃん、たーくんをよろしくね？」

　そう言って春姉は、本を種別ごとに整理し始めた。

　その辺りを春姉に任せ、俺たちはもう一つの目的、木の下で『メモリーロンド』の関係者を待つことができる。

　トゥルーエンドに救いを求めるために……。

「わかりました！　じゃあ、公園に行こっか！」




　夕方から、夜に変わりそうな時間帯まで二人で会話しながら待つが誰も来ない。

「やっぱり、来ないね……」

「そう簡単には来ないか……」

　見えるのは、人ではなく木だけという何の色気もない光景だ。時おり屋根のような葉の間から光がもれるが、夕方ということもあり、周りは薄暗い。

　やってることは一人の時と変わらないが、咲と話していると気が紛れるし、何かヒントになるようなことを思いつくこともあるかもしれない。

　そんな風に会話しながら、時が過ぎていく。

　咲は考え込むようにしている。

「うーん、実は前々から納得いかないところがあるんだけど、秋原さんって本当に……」

　咲がそう呟いた時、咲の携帯に登録されたメール着信の着メロが鳴り響いた。

「あ、普久乃原さんからだ」

　聞き覚えのある名前だ。そういえば、さっき図書館で本を一緒に探したとか言ってたっけ。

　携帯とにらめっこを続けていた咲は、読み終わったのか携帯を仕舞うと、すぐに俺の手を取って、そのまま喜ぶように手を上下に揺さぶる。咲さん。何の儀式ですか。

「武紀くん。症例が載ってる本が見つかったみたい！　わたし、ちょっとひとっ走り、図書館まで行ってもらってくるねっ！」

　我がことのように嬉しがる咲。俺もつられて徐々に嬉しくなっていった。

「俺も付いていった方がいいか？」

「んー、本、もらってくるだけだし、すぐに済むから大丈夫だよっ。それに、関係者の人とすれ違いになったら悔やみきれないでしょ？」

　確かにな。ここは咲に任せよう。往復であれば、一時間ぐらいだ。

「すぐ戻ってくるから待っててねっ！　無茶しちゃダメだよ？」

　咲はそう言い残し、図書館の方に向かって走っていってしまった。

　……そういや、さっき、理恵のことについて何か言いかけてたけど、何だったんだろう。帰ってきたら聞いてみよう。

　再び、一人で待つ。人っ子一人来ない。前々から人の寄りつかない公園だったが、こんな馬鹿でかい木が立っていようと、それは変わらないようだった。

　今日も無理かな、と諦めかけた時になって、意外な人物が現れた。

「久しぶりだな」

「ゆうき？」

「君の家に行ったら、ここにいると言われてね」

　竹しな刀い袋ぶくろを引っ提げたゆうきがすぐ傍そばにいた。いつの間に来たのか全然わからなかった。彼女はアイボリーホワイトな長袖のトップスに、青生地のジーンズと実にラフな格好をしていた。よく見ると、服がいくらか、無残にちぎれている跡があった。

「お前、その服、どうしたんだ？」

「ああ、ちょっとな。そんなに心配しなくてもいい。いい機会だし、あとで説明する」

　かなり気にはなったが、そんな俺の心配を気にすることなく、別の質問をしてくる。

「ところで神かぐ楽らはどうしたんだ？　ここにいると聞いたが」

「ああ、図書館に行ってる。もうそろそろ、戻ってくると思うけど」

　彼女は咲がいないことに納得した後、手をポケットに差し込んだ。

「では、本題に入ろう。郵便受けにボク宛のメモがあったんだが。どうしたんだ、一体」

　俺の残したメモをポケットから取り出してヒラヒラさせながら、質問してくる。メモをちゃんと読んでくれたらしい。何よりもここまで来てくれたことが嬉しかった。

　ここ数日、学校に来ずに事態を知らないゆうきに、理恵が記憶喪失になった経緯を包み隠さず話した。

　それを聞いて、ゆうきは少しずつ表情を訝しげなものへと変えていく。

「やはり、巻き込まれたか……。しかし、よりによって、秋原とは……」

　ゆうきは俺を責めるようなこともせず、何故か、すべてを把握してくれたようだった。

　そして、静かに告げてくる。

「で、ボクに何を期待してるんだ？」

「『メモリーロンド』にトゥルーエンドがあるだろう？　あれに解決策があるかどうかを知りたいんだ。主人公の幼馴染の魂を使う以外で！」

　理恵の記憶を回復させる手段が、そこにないかどうかを……。

　それを聞くと、彼女は少し神妙な顔つきになった。言いにくそうにしている。

　そして、ゆうきは静かに首を振った。

「バッドエンドは、主人公の幼馴染が魂を木に奪われ、木を使うための『生け贄』とされるが、トゥルーエンドではそんなことが起こらなくなるだけだ」

　それはつまり、トゥルーエンドでは、そもそも木の力を回復させないということだった。

　確かに、回復されなければ、メインヒロインが持つ前世の記憶が蘇ることもない。

　やはり、無償で木の力が回復するような、そんな都合の良い展開は存在していない。

　奇跡の法則は、設定でがんじがらめにされている。

「誰も犠牲にせずに、理恵を救う方法は、ない、のか……？」

「……ない。あるとすれば、十年後。木の力が回復するまで待つことぐらいだ……」

　結局、犠牲がなければ、理恵を救えない。その絶望的な事実に目め眩まいがする。

　彼女たちの幸せを守るために、誰かを不幸にする。そんな手段しかないっていうのか。

　十年待てば良いという考えが頭に思い浮かぶ。だけど、それは最後の手段でしかない。

　天を仰ぐ。昼間は晴れていたというのに、今は夜空を不気味に分厚い雲が覆っていた。

　本当にどうにもならないのか……？

「あと、ここまで来たら伝えておいた方が良いと思うから言おう」

　彼女は一拍おいて、改めて俺を見据えてくる。一体、他に何があるって言うんだ。

「主人公の幼馴染がいるだろう？」

　そして、今改めて、気付いたことがあった。

　ゆうきは、なぜ、俺が考えるのと同じように、キャラクターのことを『肩書き』で話しているのだろうか？

　キャラクターの名前で話した方が、話しやすいはずなのに……。

　彼女も俺と同じように、考えると気持ち悪くなるんだろうか、とも思ったが、どうもそうではない印象を受ける。

「主人公の幼馴染。その、キャラの名前を、君は知っているか？」

　俺は頭を振る。知ってはいるはずなのだ。頭に浮かばないだけで……。

「やはり、知らなかったか……。いや、覚えてなかったと言うべきか……」

　シナリオも、設定も思い出せるというのに、容姿も名前も声も、思い出すことができていなかった。

「そのキャラクターの名前は……」

　時間の進みが遅いという感覚が湧き上がってくる。

　数秒、溜められてからゆうきから紡ぎ出される名前は、

「佐さ崎さき恵めぐ奈な」

　俺にとって馴染みの深い名前だった。







　クロスオーバー







　ゆうきの口から、冗談のような台せり詞ふが、耳に入り込んできた。

「佐さ崎さきが、ゲームキャラとでも言う気か？　冗談もほどほどにしてくれ」

　彼女は俺の幼おさな馴な染じみで、過去を共有しているし、そういう記憶もある。

　それが本当にゲームキャラだというのであれば、過去を共有しているわけがない。

「……噓うそでも冗談でもない。情報はかなり不足しているが、彼女は間違いなくゲームキャラの佐崎恵めぐ奈なとして動いている」

「何を根拠に？」

「『メモリーロンド』のキャラたちとゲームと似た形で行動しているというのが一つ。さらに、彼女の名前がキャラと同じ名前だったこと。そしてもう一つは、彼女の声だ」

　理り恵えの声と似ている、そう思ったことはある。まさか……。

「佐崎の声。聞き覚えがあるだろう」

　ああ。そうだ。再会した時から、そう感じていたじゃないか。

「佐崎恵奈と秋あき原はら理恵は声優が同じだ。当然、ある程度は似通う。自身の声帯を変えるなんて、手術でもすれば可能かもしれないが、似せるとしたら間違いなく奇跡の力を使わなければ無理だ。あの声は声せい帯たい模も写しやなどというレベルではない」

「だけど、あいつは俺の幼馴染なんだぞ……！」

　彼女は、俺の幼馴染だった。過去の記憶から遡さかのぼっても、それは確かのはず。

　子供の時、迷子になった佐崎を捜した。毎日のように遊んだ。毎日のように一緒に学校に行っていた。小学校三年になるまでは。

「ああ、だから。佐崎が、ボクらと同じこの現実の設定者である可能性が高いとボクは考えている。つまり、『メモリーロンド』を投影した人間ということだ」

「佐崎が、俺たちと同じ設定者？」

「……佐崎恵奈だけは、容姿がゲームキャラとなっていないからだ」

「なんだって!?」

「ボクと同じようにヒロインに憧れ、君と同じようにシナリオを展開させた。そうであれば、容姿が違うことや、君との記憶を持っていることにも説明がつくだろう」

　ゆうきの話に、佐崎が設定者と、少しずつ頭が納得しようとしてしまう。

　あの、佐崎が？　『メモリーロンド』を投影するために、メールを……？

　……メール？

「待ってくれ。やっぱり、佐崎は設定者とは考えにくい。情報の授業でパソコンをどれぐらい扱えるかわからないけど、あいつはパソコンが苦手なんだ。そもそも、佐崎はゲームをやらない」

　授業をどれだけ真面目にやっているか知らないが、あいつが自主的にメールの返信をしているとは考えにくい。

「携帯だって、機械全般が苦手なせいで持っていない。あいつの場合、ドライブへディスクを入れることができるかすら俺としては疑わしい」

「……彼女が設定者ではないとすると、彼女の容姿がゲームキャラクターと同じじゃないのは何な故ぜか、という最大の疑問が残るんだけどね。まあ、佐崎恵奈にもそんな機械音痴な設定はなかったな。携帯を持っているかどうかは言及されてなかったが……」

　主人公の幼馴染キャラと佐崎恵奈は、思い出す限りではまったく繋がらない。

　しかし、ゆうきは、その訝いぶかしげな様子を見る限りでは納得をしていないようだった。

「まあ、それは置いておこう。問題は、彼女が設定者かどうか、じゃない。問題は、彼女が『佐崎恵奈』のポジションにいる、ということだ」

『佐崎恵奈』のポジション。それは、つまり……。

「主人公の幼馴染が、ヒロインの前世の記憶を上書きされたり、木の力を回復させるための生け贄として使われるということは知っているな？」

　主人公の幼馴染は、確かにそんな事態に陥る。

　彼女自身のシナリオが進めば、ヒロインの前世の記憶を上書きされそうになり、ヒロインのシナリオがバッドエンドに向かおうとすれば、木の力を回復させるための生け贄として使われる。

「あの日からボクは学校を休んで、彼らの動向を見ていたんだ。接触しすぎて、狙われてしまったけどね。この服の傷は全部、あの凶きよう人じんに付けられたものだ」

　苦い顔で、それらの場所を指さすゆうき。

「もしかして、主人公の親友に？」

　ゆうきは、静かに頷うなずいた。

　そうだ。主人公の親友キャラは、メインヒロインに宿った前世の魂のこととなると突如として牙をむき始める。

「『メモリーロンド』が投影されたことを教えに、学校に来た時、すぐに消えたのって……」

「察しが良いね。尾行をしてたら見つかって、あの例の探査マーキング能力で逆に尾行されてたんだ。晴れの昼間であればやつは、金縛りの能力も使えないから、どうとでもなるだろうと楽観的に見ていたんだが、身体能力もかなり手強かった。油断した」

　そんなことになっていたのか。確かにあのキャラはとんでもない身体能力を持っていたはず。『エターナル イノセンス』の中では異常なほどの身体能力を持つ『明あか石し葵あおい』の力をもってしても、手強かったというのが、相手のすさまじさを端的に理解させてくれる。

「もう少し、話せる時間があるかと思ったけど、すぐに追いつかれてね。あの危険なキャラの話もしようと考えたが、さすがに学校を巻き込む可能性があったからすぐに逃げたんだ。やつを撒まくのに苦労したよ」

　やはり携帯は買うべきだな、と漏らすゆうき。

「大丈夫だったのか？」

　そんなとんでもないやつ相手に、立ち回るなんて心配してしまう。

「……まあ、ボクがここにいることが何よりの証拠だろう」

　ゆうきは一拍おいて、再び語り出す。

「『メモリーロンド』の主人公とメインヒロインは、『藤ふじ田た大だい輔すけ』と『前まえ羽は良ら知とも世よ』。この二人はソフトクリームを食べに行った時に見たから、覚えてると思う」

　何か、顔を知らない有名人と、実は会っていましたと言われた感覚になる。

　確かに佐崎が、主人公の幼馴染というポジションであれば、藤田や前羽良さんが主人公とヒロインというポジションになるだろう。だが、佐崎の友人たちをゲームキャラだと、いきなり言われても、信じることなどできない。

　だが、ゆうきは『メモリーロンド』のキャラを知っている上に、噓をつく理由がない。しかも、ソフトクリームを食べに行って、佐崎たちと出会ってから、ゆうきの様子はおかしかった。あの時、彼女が『メモリーロンド』を知っていたから、驚いていたとすれば、この話は信用せざるをえなくなる。

　その時。

　何か、頭の中で警鐘が鳴った。自分の身の回りで、何かが危険に繋がっているような、不気味な感覚。だが、その正体は曖あい昧まいなまま、すぐに成形されることはない。

　俺の戸惑いを気にすることなく、ゆうきは話を続けてしまったので、耳を傾けた。

「ボクが見ている範囲でものを言えば、彼らは『前羽良知世』のエンディングへと向かっている。藤田と前羽良が、放課後毎日、木の下にいたからね。最近になって、前羽良が倒れて病院に担ぎ込まれたしな」

　確かにメインヒロインの基本的な攻略法は木の下へ行くことだ。

　だけど、確かに意識が混こん濁だくし始めて倒れると、病院に担ぎ込まれて、もう木の下へは来なくなる。道理で公園に関係者が来ないわけだ。

　そして、メインヒロインのシナリオが進行しているということは……。

「一歩間違えて、バッドエンドに進んだ場合、佐崎がやつに襲われて生け贄として使われる可能性が高い……」

　それは、シナリオを知っているからこそわかる絶望。

「待ってくれよ。佐崎が設定者だとしても、別のやつが設定者でも……。どっちだとしても、なんであんな物騒な主人公の親友キャラと一緒にいるんだ？　いつ襲われるかわからないのに……」

　主人公の親友に、必死に逃げている最中に声をあげて見つかり記憶を消されたり、前世の記憶を移し替えられたり、木の生け贄にされるなど彼から受ける扱いは作中では群を抜いて不幸だというのに。

「あの中に設定者がいないのかもしれない。もしくは、あのキャラが動くのは、ゲーム上ではかなり後半ということで、それまでは大丈夫だと高をくくってるか。親友キャラは、前世の魂さえ関わらなければ、表面上は良いやつだしな」

　それは、身に覚えがある。春はる姉ねえが怪我をした時や咲さきが倒れた時、俺は何故こんなに発生が早いのか、と疑問を抱いた。結論から言えば、現実からの影響を受けたから早まったわけなのだが……。現実で、ゲームのシナリオは、ゲームと同じようには進行しない。

「しかし、どっちにしろ、前羽良が倒れた以上、やつは確実にもう動く。だから、直近でもっとも危険になるのは、おそらく佐崎だ」

　消された前世の記憶を取り戻すために、主人公の親友が木の力を回復させる。

　そのための手段として生け贄の条件を満たす佐崎の魂を使う。確かに、佐崎も危険のはずで……。

　いや、違う？

　今、何か。

　非常に矛盾した展開を思い描いたような……。

「木の力は理恵が使ってるから、ヒロインの前世の記憶はそもそも消せないんじゃ……」

　そう自分で呟いて、薄ら寒くなった。

　こんな簡単なことになんで気付かなかったのか……。本気で視野が狭くなっていた。ゆうきから『メモリーロンド』が投影されていると聞いていたはずなのに……。彼ら側のシナリオ展開を考えようともしていなかった。

　俺の話を聞くと、ゆうきははっとする。彼女も気付いたようだった。

「そうか。それだと完全にシナリオが狂う……。そうなると……、どうなるんだ？」

　ゆうきが戸惑ったように、疑問を呈してくる。

　だけど、これは俺にもわからない。こればかりは、推測することしかできない。

「状況から順番に考えていくと、だ。意識の混濁が起こって、ヒロインは倒れたわけだから、主人公はヒロインを病院から連れ出して公園に行き、前世の記憶を消そうとする」

　記憶を消すことに対する是非の会話はあるだろうが、ここでは関係がないだろう。

「だけど、前世の記憶を消そうとしても、木の力はすでにない状態。主人公は、ここで手詰まりだ。ゲーム通りの設定であれば、彼は木の力のことを幼少期にヒロインから聞いていても、回復手段まで知らないからな」

　そして、問題は主人公の親友の行動だ。

「前羽良さんは、現状だと記憶が消せず、廃人になってしまう。それは主人公の親友にとっても無視できない問題だ。あのゲーム内の執着ぶりから考えると、前羽良さんの前世の記憶を保全する行動に出てくるはず」

　主人公の親友がそれに対して起こす行動は、前羽良さんの前世の記憶を別の人間に移してしまうというものだろう。そんな展開が主人公の幼馴染、今の状況に置き換えれば、佐崎恵奈のシナリオにあった。

　移し替えられる対象は、ゲームだと佐崎となるが『容いれ物ものは誰でも良かった』とゲーム中で明言しているので、本当に誰でも良いのだ。誰でも器になれるのだろう。主人公の親友キャラとしては、前世の記憶を残すことさえできればいいのだから。

「主人公の親友がどこまで現状把握をしているのかはわからないが、『佐崎の魂を使って、木の力を回復』し、その力を使って『前世の記憶を誰かに移し替え』れば、主人公の親友は目的を達成できる……」

　今の考えは想像でしかないが、キャラクターをシナリオ的に考えると、そんな行動を起こしてもおかしくない。あるいは、もっと効率的な行動をしてくるかもしれないが。

　ただ確実に。主人公の幼馴染となっている佐崎が犠牲とされるのは変わらない。

　木の力を回復させなければ、メインヒロインである前羽良さんが救われないのだから。

　それは、主人公である藤田にとっても無視できない問題だろう。

　そして、もう一人の主人公の親友、…………………………。

　唐突に、ふと気付く。

　ついさっき、頭の中で鳴った警鐘の正体が、少しずつ、その中身を晒さらしていく。

　主人公が、藤田大輔。メインヒロインが、前羽良知世。主人公の幼馴染が佐崎恵奈。

　そして、主人公の親友、―――――。

　普通に考えれば、藤田の隣にいた男が、その男に該当するはず。自己紹介の時に名乗ったはず。彼の名前は、確か……。

「ゆうき……。親友キャラの名前って、普ふ久く乃の原はら秀しゆうか？」

　ゆうきは、静かに頷く。

「ソフトクリームを食べに行った時に、自己紹介した通りだ」

　あの男の名前を俺は最近、耳にしたはずだ。それは、ほんの一時間前の話で……。

「……咲が、普久乃原に会いに行っている……」

　ゆうきがまるで冷や水を浴びせられたかのように、表情を驚愕へと変化させていた。

　もちろん、普久乃原が咲に何かをすると決まったわけではない。

　だが、最悪の想像はできてしまうのだ。

「神楽が、『前世の記憶を移し替えられる対象』になる可能性が……？」

　そう。主人公の親友にとって、前世を移し替える対象は誰でも良いのだ……。

　彼らと出会った時、普久乃原はチラチラと咲を見ていた。

　邪推かもしれないが、もしも、あれが実は品定めをしていたのだとしたら……？

　咲の携帯へと、電話をする。だが、最悪の想像を肯定するかのように、何度もコールされるだけで、咲は出なかった。

　ゆうきを見ると、彼女は一切合切を把握したように頷いた。

「ボクは神楽の元へ行く！　君は佐崎の元へ急げ！」

　そう言って、ゆうきはその場から消える。

　完全に後手後手に回っている。焦燥感で心の中が塗りつぶされていく。

　しかも、まだ俺は事態を完全に把握できたわけじゃない。

　だけど、今は動く必要があった。足掻く必要があった。

　公園から弾はじけるように飛び出す。佐崎が、幼少期に迷子になった時とは逆ルートで、住宅街を突っ切って佐崎の家を目指した。

　佐崎が無事なのか、今すぐにでも確かめたい衝動に駆られた。

　機械音痴の佐崎は、携帯すらも持っていないので、彼女と直接連絡は付けられない。

　でも、小学校の頃は携帯なんか持ってなかった。遊ぶ時は必ず自分の家から彼女の家に電話をかけていたのだ。思い出せ。あの時に何度も押した番号を。

　走りながら、記憶に従って、彼女の家に電話をかける。

　だが、携帯電話からはコール音が鳴り響くだけで、期待している相手は出なかった。

　家にいるかどうかもわからないが、やはり自分の足で彼女の家に向かうしかない。

　心臓の鼓動が跳ね上がってきて、足が重くなり、呼吸が荒くなっていく。肺の中の空気を急速に循環させる。体が酸素を求めて、苦しんでいた。だが、そんなことを気にしている余裕もない。

　十分ほど全力疾走し、佐崎の家が近くなっていた。途中で、人通りのほとんどない裏道に入って、少しでも近道をしようとした。周りは、ほとんど建築途中の集合住宅ばかりで、もう今日の仕事は終わったのか、作業員たちも含めて誰もいない。

　そんな折、周りが薄暗い中、目を疑う光景が目に入ってくる。その光景に、一瞬、気を取られ、足を止めてしまった。

　目を皿のようにして見る。虚うつろな目をした前羽良さんが、藤田に手を引かれて歩いていた。そして、その藤田は、佐崎を背負っている。佐崎は気を失っているのか、微動だにしない。

　一体どんな状況だ、これは。

「都つ筑づきさん……」

　藤田が、道のど真ん中に立っている俺に声をかけてくる。その顔は、何かしてはいけない失敗を見とがめられた時のように鼻はな白じろんでいた。

「佐崎は、どうかしたのか？」

「……倒れたので、病院に」

　藤田の言葉の陰には焦りが見える。彼の顔に、冷や汗が流れていくのが見て取れる。そもそも、病院に行くには、ここの道ではない。

「倒れたのなら救急車を呼べばいい。なんで、背負って直接行こうとしているんだ？」

　そう藤田に問い掛けると、彼の顔がさらに焦りで歪ゆがんでいく。

　……もう、何故か、なんて考える必要はないんじゃないか……。

　簡単な話だ。

　木の力は使えない。木の力を回復させるには佐崎が必要。主人公はその力を知らない。

　本来であれば。

　だったら、

「すいません……！」

　結論に至るその寸前、藤田の呻くような声が耳に届いた瞬間。

　いつの間にか、俺のみぞおちに、深々と藤田の右足のつま先がめり込んでいた。神経を冒すような痛みが腹に集中し、まともに立つことを足が許さない。地面に倒れてしまうのを自分の意志で止めることができなかった。

　蹴るモーションなど、まったく見えなかった。痛みで呼吸が激しく乱れていく。

　俺は、気付けば曇った夜空を見ていた。

『メモリーロンド』の主人公は喧嘩が強い。そんなのは百も承知だったはずなのに。

「お話は後で伺います……！　こっちにはもう時間がないんだ……！」

　痛くてしょうがないというのに、声だけは鮮明に聞こえてくる。

　必死で、死に物狂いとも言っていいほどの、焦った声色。

　藤田はすでに俺が脅威でないと判断したのか、もう声を掛けてくることはない。

　女の子二人が藤田に連れ去られていくのを、足音で聞くことしかできなかった。




　彼らが立ち去って、ようやく痛みが引いていく。周りには誰もいない。

　立ち上がる。まだ、ふとした拍子にみぞおちには激痛が走るけど、耐えられないほどじゃない。

　行かなければ。藤田は、間違いなく公園に向かっている。

　まだ追いつくことはできるはず。藤田は女の子二人を無理矢理に連れて行かなければならないのだから、走れば何とか追いつける。

　虚ろな目をした前羽良さんを見る限り、彼女の前世の記憶は消えていない。

　だから、佐崎の魂を使って、木の力を回復させるつもりなんだ。

　本来であれば、主人公である藤田は、回復方法を知らないはずだが。

『メモリーロンド』を投影した人間が藤田であれば話は別だ。

　激痛に耐えながら、公園に向かって走り出す。

　早くも悲鳴を上げ始める体を叱しつ咤たし、足を前に出し続ける。

　激痛に心がまいり始めてくる。行ってどうなるんだと、自分が問い掛けてくる。

　誰も救えない。理恵を救うためには、木の力を回復させるしかない。

　そのためには、前世の女の子孫という佐崎の魂しか使えない。

　佐崎を救うということは、メインヒロインである前羽良さんを見捨てることだ。そして、理恵も見捨てることだ。

　逆に、理恵を助けるということは、メインヒロインである前羽良さんを見捨て、佐崎を死なせるということだ。

　仮に、佐崎を犠牲にして、理恵の記憶を取り戻したとして。

　誰かを不幸にしたその身で、俺は理恵と顔を合わせられるのか？

　無理だ。結局、俺は罪悪感に潰される。

　理恵を本当の意味で救うために、まずは佐崎を助ける。理恵を助ける手段を考えるのは、その後だ。

　……それは何もできない自分を、騙だますための詭き弁べんじゃないのか？

　詭弁かもしれない。だけど、だからどうした。

　……俺は理恵を救う覚悟がないんじゃないのか？

　二人の幼馴染を救うためだ。

　たとえ、誰もが二人を救うのは無理だと言ってきたとしても。

　誰かの犠牲の上に成り立つ幸福なんて、俺はずっと否定し続けてやる。

　青臭い。理想論。幼稚な考え。そんな単語が頭を巡る。

　そんなことができるはずはない。そんなことは百も承知だ！　たかだか高校生程度の俺だって、現実の厳しさの一端ぐらいは、垣間見ているんだ。だからこそ、これが矛盾した信念だってことも、重々承知してる。

　だけど、俺の目指すべきヒロインたちとの幸せは、そういう理想の元に築かれた幸せだ。少しでも、それに近づけることが、俺の誓いだ。

　今はくだらないことを考えてないで、走れ！

　脆ぜい弱じやくな俺にできることは、それしかないのだから！




　走り抜いて、ようやくさっきまでいた公園が見え始める。

　中の様相は夜中だというのに、さっきまでとはまったく違っていた。木を中心にして煌きらびやかに光っている。それは現実では決して見られないような、非常に幻想的な光景。

　不思議なことに、公園には誰もいない。中心部へ目を凝らすと、先ほど会った藤田が立っていて、前羽良さんは体調が悪そうに膝をついている。そして、彼らの視線の前には横たわって意識を失っている佐崎が見えた。

「やめろ――――――――――――――――――――――――――――っ!!」

　衝動的に浮かび上がった台詞を腹の底から絞り出した。

　あれは、魂を吸収している光景だ。あのままではきっと、佐崎の魂が抜かれてしまう。

　藤田がこちらへと驚いた顔をして振り返った。

　公園の入り口を猛スピードで突っ切り、止まらずに藤田の元へと走る。

「今すぐ、やめろ！」

　藤田の胸ぐらを摑み、そのまま押さえ付ける。

「な、何で自分の邪魔をするんです！　やめてください！」

　藤田の鬼気迫るような懇こん願がん。彼は目に見えて焦っていた。

　彼の視線の先には、虚ろな目をした前羽良さんがいる。すでに意識の混濁が進行しているような状態に見えた。

「このままじゃ、彼女が助からないんですよ……！」

　唸うなるような声と共に、藤田は俺の手首を握ってきた。万力のような力で俺の手は呆気なく彼の胸ぐらから剝はがされてしまう。細身のくせに、握力が半端ではない。

「『メモリーロンド』の主人公は、佐崎の魂を犠牲にするようなヤツだったか!?」

　なんとか、声を絞り出して、正義感に訴えるように叫んだ。

　それを聞いた藤田は、意外だったようで、力を緩めた。その隙を逃さず、握られた手から逃れる。藤田の放心に、対応するように木の光が急速に弱まっていった。

　呆然とする藤田の横を通り抜け、急いで佐崎の元へ行って、生死を確かめる。しゃがんで彼女の口に耳を近づけると、静かながら呼吸が聞こえてくる。

　心の底から安あん堵どした。まだ、魂は吸収されていない。

「あなたが、なんでそれを知ってる！　『メモリーロンド』はこの世からもう消えてるのに！」

　背中越しに、そんな怯おびえるような声が聞こえてきた。

　俺は立ち上がって、藤田を見据える。

「俺も、お前と同じだからだ。『あなたの世界を変えてみませんか？』ってタイトルのメールに心当たりがあるだろう？」

　隠す必要もないだろう。それに、こちらも、教えないとフェアじゃない気がする。

　藤田は驚きを隠さず、その表情は辺りが暗いせいで、はっきりとは見えないが、青ざめているようにも見える。

「俺も『エターナル イノセンス』ってゲームを現実に投影したんだ」

「『エターナル イノセンス』？　なんですか、それ……」

　やはり、彼は『エターナル イノセンス』を知らなかった。プレイしていないだけという可能性もあるが、知っていれば、咲やゆうきを見た時に何かしらの反応はありそうだしな。

「お前がメールを返信した日はいつだ」

「……八月三十一日。夏休みが、終わる日……」

　俺の剣幕に戸惑ったのか、混乱していたのか、自白するように答えてくれた。

　やはりそうだ。彼が設定したのは、俺が再設定した日よりも後。つまり、世界から『エターナル イノセンス』が消えたあとに設定をしている。

　俺が再設定した時、世界から再び『エターナル イノセンス』に関わるすべてが消去された。『エターナル イノセンス』が記憶から抹消された状態で設定をしても、その記憶が戻ることがないんだ。重ねられるように、この現実は、設定が上書きされている。

「自分と同じ、設定をした人間……。ということは、『メモリーロンド』も知っている？」

「ああ。一部のシナリオだけな……。キャラクターは何故か思い出せないけど……」

「自分を止めたってことは、知世を救う手段があるんですか……？」

　その言葉に対して、俺は何も返すことができなかった。

　藤田に胸ぐらを力強く摑まれる。

「助ける手段がないのに、止めたんですか！　何を考えてるんだ！　こっちはもう、知世が危険なんですよ！　あなたは、知世が死んだら、責任を取ってくれるんですか!?」

　彼らがこんなにも苦しんでいるのは、俺が原因だ。

　俺が原因で理恵が木の力を使ってしまって、彼らが救われなくなっているのだから。

　だけど……。

「だからって、佐崎を犠牲にしていい道理はないだろう！」

　ああ。これは。紛れもなく。常軌を逸する独り善がり。

　俺のせいで、彼らを苦しませているのに、解決策一つ見出だせていない。

　目の前の命を両方とも助けたいと『考えているだけ』の、我わが儘ままなただの偽善。

　今、この場で前羽良さんが死んでしまっても、俺は何一つ責任を取ることができないというのに。

　それでも。

　こんな、人を犠牲にして得られる幸せは間違っていると、俺は信じたかった。

　藤田は、少しずつ俯うつむいていく。

「じゃあ、どうしろって言うんですか……。自分では、これ以外、知世を助ける手段を思いつかないのに！」

　藤田の、どうにもならないという嘆きが伝わってくるほどの、悲痛の叫び。

　彼自身だって、人を犠牲にすることなどしたくはないのだろう。

　知っている情報から、救う手段が人を犠牲にする形とはいえ、提示されてしまっていたから、こんな凶行に出てしまったのかもしれない。

　立ち塞がるのは、抗あらがうことを許さない奇跡の力。

　成長とか。不幸とか。

　そんなものを歯し牙がにもかけない、圧倒的な絶望だ。

「なんだ、先客か？」

　そして、唐突に。絶望の空間に、さらなる絶望が舞い下りる感覚が襲ってきた。

　公園の入り口に、一人の男が立っていた。

　前に見たことがある顔、声、体。それは、紛れもなく普久乃原だった。

　少し大人びて見える、フォーマルな服装をしている。

　そして、何より、目を引いたのは。

　彼が、見知った女の子を肩に担ぎ上げていることだ。

　咲が気を失って、普久乃原に担がれていた。

　あの男がこちらに近づいてくるごとに、彼女のポニーテールが、地面に接して、引きずられていく。

　あまりにも衝撃的な光景に、情けないことに俺は声を何も上げられずにいた。

　ゆうきの安否を気遣うことも忘れてしまうぐらいに……。

　普久乃原は、呆けている俺たちの横を通り抜け、目が虚ろな前羽良さんの前に立つ。

「前羽良。お前の記憶を助けに来た。記憶の転写先も首尾良く見つけた。安心しろ」

　肩にぶら下げている咲の頭をポンポンと叩く。

　それでようやく、焼き付いていた脳の神経が繋がった。怒りが、湧き上がってくる。

「咲に、何しやがる！」

　だが、そんな叫びを普久乃原には無視された。彼は自分の前に座り込んでいる前羽良さんを空あいている手で強引に立ち上がらせ、倒れないように腰を抱き締める。

「知世に触るなっ！」

　今度は、それを見た藤田が激げき昂こうし、普久乃原の肩を摑もうと飛びかかる。

「彼女を救う邪魔をするな」

　その勇気ある行動も虚しく、普久乃原の蹴りが藤田の顔に直撃し、藤田は横に数メートル吹っ飛んでいった。普久乃原はそれを見届けもしない。

　物理を超越したような、そんな光景を、俺は見ていることしかできなかった。

「だい……すけ…くん………！」

　前羽良さんが虚ろな意識で悲痛に叫ぶ。だが、藤田はそれに応えることはなく、気絶しているようだった。立ち上がることはない。

「さて、佐崎もいることだし、さっさと木の力を回復させるとしようか」

　なんなんだ、こいつは……。

　次元が違いすぎる。

　ゆうきと同じように、人間離れしている。ゲームの圧倒的な設定の力を目の当たりにしたことで、しばし声を失った。

「んん……」

　普久乃原の肩で、咲が微かすかに動き始める。

「なんだ、もう目が覚めたのか。即効性の睡眠薬は、効果が切れるのも早いな」

「武たけ……紀のり………………く…ん………………」

　微かに俺の助けを求める声。もう、何も考える必要はなかった。

　コンマ一秒でも、咲をこのままにしておきたくない！

「咲を下ろせ―――――――――――――――っ!!」

　普久乃原に、何の考えもなしに、殴りかかった。

　だが。

　特殊な力など何もない俺がどうにかできるわけがなかった。鈍い音と共に、藤田と逆方向に吹き飛ばされたことぐらいしかわからなかった。地面にうつぶせに倒され、口の中に土の味が広がっていく。

「武…紀………くん……！」

　咲の不安そうに心配する声だけが、鮮明に耳に届く。

　だが徐々に、頭と心が切り離されていく感覚が下りてくる。

　このまま、俺が意識を落としたら、咲はどうなる？

　記憶を都合良く変えられ、あの男に良いようにされるのか？

　それは、あまりにも、不幸なんじゃ、ないのか……？

　……俺は。

　あの時、幸せにすると誓ったんだ。

　それなのに。俺は彼女たちの未来を守るなんて言いながら、結局、奇跡に負けて彼女たちがこの世から消えるのを止めることができなかった。

　もう、あんなのは二度とごめんだ。

　俺が、この世界に、再び彼女たちを、呼び戻した理由は何だ。

　世界への迷惑も顧かえりみず。

　彼女たちの想いすら都合良く解釈して。

　自分の望みを押し通した。

　そんなのは、ただの我が儘でしかない。

　ならば、筋を通せ。

　我が儘が通ったのならば、それを貫き通すだけの覚悟はあって然しかるべきだ。

　あの時の誓いも、今の思いも、決して生半可な決意なんかじゃない。

　どんなに未熟だろうと。

　どれだけ馬鹿だろうと。

　世界一、愚かな男だとしても。

　彼女たちを想う気持ちには、一片の噓もない！

　俺は、彼女たちとの日常を続けたい。

　少なくともこんな形で、咲も、理恵も、不幸になんかしてはならない。

　彼女たちにかけがえのない過去を……。

　彼女たちに輝かしい未来を……。

　彼女たちに忘れられない幸せを……！

　そのためには、こいつが、普久乃原が邪魔なのだ。

　俺はもう二度と、彼女たちを苦しめるような奇跡などに屈したりはしない！

　彼女たちの心の痛みは、きっと、こんな程度じゃなかった。

　俺は、これ以上の肉体的な痛みを、『明石葵』から浴びせられたことだってある。

　思い出せ！　こんな程度、耐えられない痛みじゃない……！

「武紀くん……！」

　咲の声で意識が覚醒していく。普久乃原に蹴られた場所であろう横腹には微かに動くだけでやはり鋭い激痛が走る。

　だけど、俺はまだ、動けるんだ。

　渾こん身しんの力を振り絞って、何とか立ち上がる。痛みはすべて忘れるように努めた。

　今は、咲たちを救うことだけを考えろ……！

「常人が、俺の蹴りを食らってまだ意識があるとは、根性だけはあるな」

　普久乃原が、未いまだ肩に咲を抱え、前羽良さんを腰に抱きかかえるようにして立っているのが見えた。余裕綽々といった感じだ。吹き飛ばされたせいで、十メートル近く離れているが、これだけ離れていればあいつも特殊能力は使えない。

「人を抱えた体勢での蹴りなんか、たいしたことねぇよ」

　完全に虚勢だが、普久乃原の意識をこちらに向けることができただけでも僥ぎよう倖こうだ。今はこの場の全員を救うために、とにかく考えるだけの時間が欲しい。

　普久乃原に、行動をさせるだけの隙を与えるな。

　やるべきことなど、ひとつしかない。俺が奴に勝る点など何もないが、ひとつだけ俺には武器がある。

「普久乃原、取引をしよう」

　そう言うと、普久乃原は訝しげな顔になった後、こちらを嘲ちよう笑しようした。

「そんなことを言える立場だと思っているのか？」

　普通に考えれば、こっちは捕食される側でしかないだろう。取引など成立しない。

　だけど、それは、お前のことを何も知らなければの話だ！

「身長一八三センチ。体重六五キロ。座高九五センチ。誕生日は四月九日。Ａ型。脳や記憶に関する知識が豊富。任意の人間に対する探マー査キング能力。そして、五メートル以内で相手と目を合わせることによって、相手を金縛りに陥らせる能力を持っているんだったな。もっとも、使う際に眩しくなるから、夜にしか使えないのが弱点だ」

　俺の話を聞いて、明らかに普久乃原の目付きが変わった。

　当然だろう。これは、主人公たちが知ることのない設定だ。さらに言えば、外に漏れてはいけない内容。一般人だと思われている俺が、知っているわけがない情報なのだ。

「そして、誰も知らないが、自分で親父を殺したんだったな。四年前に」

　そう、俺の武器は、ゲームから得ている情報だ。自身しか知らないような門外不出の情報を知っていれば、誰だって、警戒ぐらいはするだろう。

「…………なぜ、お前がそんなことを知っている？」

「さて、どうしてだろうな？」

　その甲斐あって、普久乃原の俺を見る目が完全に変わっていた。地を這はいずる虫を見るような目から、敵を見る目へと。

　まずは、とにかく時間を稼げればいい。考えながら、交渉しろ。

　最終的に、普久乃原をこの場だけでも退かせることができれば、勝ちだ。

　ジーンズのポケットに入れてあった携帯を取り出し、普久乃原に見せつける。
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「この中には、お前の父殺しに関する内容が事細かに書かれたメールがある」

　折りたたんである状態の携帯を開いて、操作するふりをする。

「ボタンを押せば、そのメールが警視庁やマスコミ、ネットのあらゆる場所に送られる。これが波及してしまえば、お前は最後だ。いかにお前が強い力を持っていようと、個人で国家と戦うことはできない」

　もちろん、メールなど書いていないし、送られることもない。そうなったらいい、といった妄想を言葉にしただけ。ただ、目的は別にある。

　痛々しいやり取りでも、この発言や行動に気を取られてくれるだけでいい。

　綱渡りにもほどがあるが、今はこの綱を渡りきるしか手がない。

　もっと安全な方法もあるのかもしれないが、俺に考えられる手はこれしかないのだ。

「さて、もう一度言うぞ、普久乃原。取引をしよう。お前の目的は、前羽良さんに宿った前世の記憶だろう」

　ゲームやアニメでしかしないような会話。今までプレイしたゲームを参考にした、それっぽい言葉を並べた程度の、交渉の真似事。一言一言から怯えを感じさせないようにするだけで、手一杯だ。もっとも、向こうは一撃で俺を蹴り倒したから、そもそも脅威には思っていないかもしれないが……。

　疑念じみた顔をしている普久乃原を睨み付ける。気持ちだけは、負けたら駄目だ、折れたら駄目だ。ここでどうにかできなきゃ、みんなが不幸になるだけだ！

「……要求は何だ？」

　俺の話を信じたのか、されたふりをしているのか、様子を窺うかがっているのか……。

　それはわからないが、まずは、相手をこちらに引きずり込むことに成功したようだった。主導権はこっちが握っている。そう思い込め。

「担いでる女の子を置いて、今日は退け」

「ふん……。俺にもやることがある。そこまで、譲歩するわけにもいかないな」

　くそ。確かに、前羽良さんは、今日を過ぎるまでおそらく持たない。

　そういった意味では、普久乃原の言動は正しい。だけど、ここで普久乃原を退かせる以外の選択肢が俺にはない。

「……メールを送られても良いのか？」

「送った瞬間、俺はここにいる連中を、お前を含めて皆殺しにしてやる」

　あっさりと、言われたことに、一瞬理解が追いつかなかった。まるで、買い物をしてくるぐらいの気楽さで、とんでもなく残虐なことを言っている。あまりにも淡泊なその言い方に、緊迫した空気も、殺意なども遅れて感じ取った。

　確信した。この男は、ゲームと同じように作業として今言ったことを実行する。

「交渉ってのは、お互いがどこまで妥協し、どこで納得をするか、だ。俺の目的は、前羽良と佐崎がいなければ成り立たない。で、お前の目的は何だ？」

　俺の目的は……。

「咲を、放せ……」

　まずは、危険に晒されていて、普久乃原とは無関係の咲の救出をする。前羽良さんや、ここから全員で逃げ出す方法は、その後だ。

「そういえば、初めて会った時、一緒にいたな……」

　考えるようにして、肩に担いでいる咲を見る普久乃原。

「いいだろう。では、俺はこいつを放す。お前は、携帯を渡せ。そして、俺のことを誰にも言わないことを確約しろ。そうすれば、命は保証してやる」

　そして、あっさりと、咲が解放された。咲は、意識はあってもまだ上う手まく動けないのか、立ち上がれないでいた。今すぐに、近づいて助けてやりたい。

　だが、少し考えれば、俺のことを見逃す保証はないことがわかる。携帯を差し出した時点で、俺の命を守るものは何もない。

「ちなみに、このことを知っているのは、俺だけじゃない。俺が死んだら、もしくは連絡がつかなくなったら、言うように教えてある」

　もちろん、これもハッタリだ。だけど、みんなの命を守るためには、俺が殺されたら、不都合になることを植え付けなければならない。

　それを聞いても、普久乃原は顔色一つ変えていないが……。

「さあ、ここに来て早く連れていくといい。ここで、携帯ごと渡してもらおうか」

「そこから、十メートル以上離れろ。金縛りにされたら、どうにもならないからな」

　あいつの特殊能力、金縛りが使える圏内は五メートル。その範囲内に入って、目を合わせたら、完全に動けなくなってしまう。今はまだ十メートルだが、咲に近づけば圏内に入ってしまう。

　鼻で笑うようにして、普久乃原は前羽良さんを抱きながら、後ろに十メートル以上離れていった。

　俺は脅し用の携帯を開きながら、倒れている咲に近づく。普久乃原から目を逸らして、しゃがみ込んで、咲の顔を見た。

「大丈夫か。咲」

「……武紀くん……。うん、大丈夫……」

　咲を抱くようにして、立ち上がろうとしたその瞬間、見えてはいけないものが見えてしまった。

「隠し球でもあるかと思ったが、そんなこともなかったな。警戒しすぎてたか？」

　俺の目の前に、いつの間にか普久乃原が前羽良さんを地面に下ろして近づいてきていた。咲を抱きかかえた時に、音もなく近くに来られていたのだ。迂う闊かつ、過ぎた……。

　目が、合った。普久乃原の目が、怪しく紫色に光り始めていく。

　その情報を目が知覚した瞬間、手足のあらゆる感覚が、なくなっていく。

　四肢が、まったく、動かない。

　冷笑するようにして、俺の携帯を取り上げ、何かの操作をしている。

「メールも噓か。段取りが良すぎると思ったから、そうかとは思ってたけどな。情報を知っているだけだとすれば、お前を殺せば終了だ。その前に、他に知ってるやつとやらを聞き出す必要があるがな……」

　普久乃原が、狂気の目で睨んでくる。

　すべてがばれた。抵抗したくても、今の俺は、指一本動かすことができない。腕にも足にも神経が通っていない気がした。完全に棒立ちにさせられている。

　普久乃原が嫌らしく余裕の表情で覗き込んでくる。

「俺から目を逸らすべきじゃなかったな。そうすれば、誤魔化しきれたかもしれない」

　もう駄目なのか……。

　そう思った瞬間。

　衝撃波のようなものが目の前を突き抜ける。その衝撃によって、普久乃原は横殴りに吹っ飛ばされた。

「待たせたな。遅くなった」

　俺の目の前に、雄々しく木刀を構えたゆうきが立っていた。

　普久乃原から目が離れたことで、俺の体は自由を取り戻す。

「ゆうき！　無事だったのか？」

「ああ。入れ違いだったらしい。図書館にいなかったから、一度近くを捜したが、そんな悠長なことをしてる場合じゃなかったみたいだな」

　ゆうきが頼もしく見える。女の子に助けられるのは、非常に複雑な気分だが、そんなことを気にもしていられない。

「貴様……！　また、貴様か!!　彼女を救う邪魔を……！」

　地面に転がされた普久乃原はすでに立ち上がり、ゆうきにやられた右腹辺りを手で押さえながら、殺意のこもった目でゆうきを睨み付けている。

　そんな普久乃原を前にして、ゆうきは自分の木刀を握ったまま、囁くように口を開いた。

「都筑。君は藤田を起こして、神かぐ楽らと前羽良、佐崎を連れてどうにかして逃げろ。時間は稼ぐ」

「倒せないのか？　お前の能力を使って、あいつの魂を、一旦封印するとか……」

「あの力を使うのは、かなりの集中力が必要なんだ。そんな暇など与えてくれないだろう」

　緊迫した声で、独りごちるように呟くゆうき。

「力は向こう、速さはボクという点では、戦い方さえ間違えなければ互角に戦えると思う。だが問題は、今が夜だということだ。やつの目を見たら金縛りにされて終了というハンデがある。ボクは目を瞑つむっても心眼で多少は戦える設定だが、さすがに一〇〇パーセントの力は出せない。せめて、やつの目を潰せれば、な……」

　そう苦笑いをしてゆうきは目を瞑り、俺の返答を待つことなく、自ら普久乃原の元へと駆けていく。

　普久乃原に向けて、水平に薙なぐように木刀一閃。だが、それを普久乃原は事もなげに、手で下に逸らすように弾いてしまった。それを見て、彼女と普久乃原の力の差を完全に理解した。

　普久乃原が蹴りを放つと、ゆうきはなんとか木刀でブロックしたようだが、勢いを殺すことができず、後ろへと吹き飛ばされていく。

　ゆうきはすぐに体勢を立て直して、普久乃原に向かっていくが、普久乃原には一撃も与えられずにいた。逆に、時折来る普久乃原の反撃に、確実に傷ついていく。

　目の前で展開される、ゲームのようなデタラメな戦い。だけど、これは紛れもなく現実。このままじゃ確実にゆうきは傷ついていく。いや、相手はあの非情な主人公の親友キャラだ。このまま行けば、ゆうきは殺されてしまう。

　そんなのは、ごめんだった。

　前に、ゆうきには不要だと言われたけれど、俺の誓いの中には彼女も入っている。

　助けなければならない。

　だけど、どうやって？　今の俺には、何ができる？

　喧嘩が強いわけでもない。不思議な能力だって持っていない。

　少しでも、何かできないか。ゆうきの盾になるのでもいい。

　ゆうきを助けるんだ……！

　どうすればいい？　ゆうきがここまで苦戦している理由は、普久乃原の金縛りがあるからだ。この能力は確かにやっかいだが、五メートル圏内で目を合わせないと使えないというのと、夜にしか使えないという弱点がある。

　この力を奪えれば、互角に戦えるはず。だが、今は夜。使えなくするには、五メートル圏内をどうにかするという方法しかない。

　だけど、ゆうきに飛び道具はない。五メートル以上離れて戦うことは無理だ。

　だとすると、普久乃原の目を潰すぐらいしか方法がない。

　俺がノコノコ出て行って、物理的に目を潰す行為を試みたところで、成功はしない。逆にゆうきを危険に晒してしまうだけだ。

　一発で、確実に普久乃原の目を潰す。

　しかし、そんな方法、どこにあるんだ？

「都筑！　さっさと逃げろ！　ここにいられると、邪魔だ！」

　戦闘中のゆうきからもたらされる、非情な宣告。

　やっぱり、逃げるしかないのか……。俺らがいては、ゆうきの邪魔になるだけなのか。

　逃げる。そして、安全圏まで逃げたところで、ゆうきも遅れて逃げる。それが今、低い確率ながらも、もっとも全員を救う可能性のある手段なのかもしれない。

　不本意ながらも、逃げる準備をするべく、未だ倒れている咲を起き上がらせようとした時、ふと手に堅い物が当たった。これは……。

　その瞬間、脳のう裏りに閃く。普久乃原の目を一発で潰す方法が。

　きっと、これなら、俺でも何とかなる。

「咲。少しだけ待っててくれ。きっと、すぐに終わるから……」

　意識が朦もう朧ろうとしている咲だったが、俺の言葉を聞いて、笑顔で頷いた。

　不思議と、勇気が湧いてくる。何とかできるような気になってきた。

　俺は咲を抱きかかえて、前羽良さんの元へと駆け寄っていく。彼女は、咲以上に意識が朦朧としているようだった。

「普久乃原！」

　普久乃原に向かって叫ぶ。これから、起こす行動を知らしめるように。

「前羽良さんと一緒に逃げさせてもらうぜ！」

　普久乃原が強く執着する前羽良さんを連れて逃げる準備を整える。

　案の定、普久乃原はゆうきを相手にしながら、顔だけこちらへと向き直る。

「させるものかっ！」

　それを止めようと、普久乃原はこちらへと走ってくる。

　すぐに、俺と普久乃原の距離は五メートル圏内に詰まっていく。

「都筑！　何をやってるんだ、早く逃げろ!!」

　ゆうきが後を追って走ってくるが、間に合わない。

　逃げようとする俺に対して、普久乃原の目は怪しく紫へと変貌していく。

「止まってろ！」

　そして、普久乃原の目が紫に輝く瞬間。

　俺は、咲のポケットの中に入れていた手を出した。

　暗闇の中で、白い強烈な光が、シャッター音と共に公園内に一瞬煌めく。

「―――――――――――――――!?」

　声なき悲鳴。

　普久乃原は両目を両手で押さえ、背中を曲げて苦しみ出していた。

　演技でも何でもない。普久乃原は本気で、目を痛がっていた。

　上う手まくいったのだ。俺が動けなくなる前に、なんとかあの状態の目に光を当てられた。

　光は、咲が常時所持しているデジカメのフラッシュだ。咲を抱きかかえた時に気付いて、電源だけ入れておいた。

　普久乃原の金縛りが夜にしか使えない理由は、その際の眩しさによるものだ。ゲーム中では、使用時に瞳孔を独自の形で開く必要がある、と書かれていた。

　瞳孔が開くと、光に対して過敏になるのは人間として普通だが、彼の力はさらにそれを異常なほど過敏にさせるらしい。俺が一度検査のために瞳孔を開く散瞳薬を点眼してもらった時、太陽の下を歩くのにも結構苦労した。彼はその数十倍も光に敏感になっているはず。こんな夜中の撮影用フラッシュなどひとたまりもないだろう。

「よくやった、都筑！　あとは任せろ！」

　傷だらけのゆうきが、その目を開き、瞳ひとみに強い意志を宿らせていく。

「狂気の報いを受けるがいい！」

　そして、ゆうきは木刀の一撃を、苦しんでいる普久乃原の鳩みぞ尾おちに、鋭く突き入れる。普久乃原は意識を失ったように地面に倒れ伏した。

　こうして、絶望的だった戦いは、驚くほどあっさりと終わりを告げた。




　ゆうきと普久乃原の戦いが終わって、少しだけ公園の場が落ち着き始める。

「ボクの時もそうだったが、君は本当に無茶をするな」

　ゆうきが、呆れたように溜息をついた。

「無茶してるのはお前も同じだろ。傷だらけじゃねぇかよ。服も破れてるし」

「まあ、熱くなっていたのは確かだ。傷は気にするな。この程度なら、すぐ消える」

　少し照れたようにそんなことを言うゆうきだった。

「かっこよかったよ、武紀くんも伊い藤とうさんも。でも、もうあんな無茶しないでね……」

　心底心配そうな顔で、袖を摑んでくる咲。咲も無事でよかった。睡眠薬の後遺症もすでに抜けたようだった。それにしても大したことをしてないのに、格好いいとか言われると、非常に複雑な気分だ。

　なんにせよ、本当にゆうき様々だった。彼女がいなかったら、すべては終わっていた。

　ちなみに、普久乃原は目隠しをされ、両腕を後ろ手に頑丈に縛られて、地面に横たわっている。意識は戻っているようだったが、諦めたのか、大人しくしていた。

　佐崎も今はまだ眠っているが、五体満足で無事だ。

　藤田は、今は普通に立っていた。痛みで動けない状態だったらしかったが、結構前に意識だけは取り戻していて、ゆうきの戦いを見ることはできていたらしい。

　前羽良さんも、苦しそうにはしているものの、今は意識も若干持ち直している。

　とはいえ、前羽良さんの方は、早く何とかしないと危険な状態なのは変わらない。

「普久乃原をどうにかしたところで、結局、自分は知世を救えない。そもそも、なんで木の力が使えないんだ？　奇跡の力は現実では投影されないのか？」

　藤田のそんな嘆きの声が聞こえてくる。

　そう言えば、藤田には理恵が木の力を使ったことをまだ伝えていなかった。

　そのことを伝えようとすると、意外な声が飛んできた。

「残念だったな。木の力が使えなくて」

「なぜ、貴様がそれを知っている？」

　普久乃原の台詞にゆうきが即座に嚙みついた。

「失敗だった。ちょっと木を調べている時に、佐崎の声がしてな。元々、あいつの記憶は今後のために消しておくつもりだったんだよ。ちょうど良いと思って消したんだが、それが知らない女だった」

　その台詞に引っかかる単語が、三つもあった。

『知らない女』。『佐崎と似たような声』。『記憶を完全に消した』。

　普久乃原は、俺の戸惑いなど気にすることもなく、独白を続けた。

「暗かったせいで、よくわからなかった。あれは、正直に言えば誤算だった」

「お前……。それは、パジャマ姿の女の子じゃなかったか……？」

　恐る恐る聞いてみる。だが、ここに来て、その答えはもうすでに予想がついていた。

「ああ、パジャマだったな」

　その軽い調子に怒りがこみ上げてくる。

　詳細は覚えていないが、ゲーム内のイベントで逃げているところを声が要因となって捕まってしまい、主人公の幼馴染が記憶を消されてしまうシナリオはあった。

　理恵は声が同じことが理由で、そのシナリオに巻き込まれたのか……！

　普久乃原の胸ぐらを摑んで、後頭部を地面にたたきつけたい衝動に駆られる。だけど、今更、そんなことをしたってどうにもならない。

　くそ。少しでもあいつの心の弱さを疑った自分が恥ずかしい。

　いや。

　そんなことを言い訳にしたらダメだ。

　彼女は、願ってはいないけど。

　木の下まで行ったのは何故だ。

　一瞬でも、願いたいと思ったからじゃないか。

「そこで絶望してるといい」

　絶望を植え付けることができて満足したのか、再び、普久乃原は口を噤つぐむ。

「結局……。何も変わらないのか……」

　藤田の嘆きが耳へと届く。

　本当にどうにもできないのか。

　彼のヒロインである前羽良さんを救って、理恵の記憶を回復させる。

　そのためには、二回分の木の力が必要だというのに、今、木の力は一片もない。

　誰もが、喋ることができなかった。

　救えるのは、一人だけ。

　しかもこの場合、一人を救ったら、佐崎が犠牲になる。

　そんなことは到底、認められない。

　だが、もう前羽良さんが限界に近い。それは決断の時がもう迫っているということ。

　佐崎を見捨て、理恵も見捨て、前羽良さんを助けるか。

　前羽良さんを見捨て、佐崎も見捨て、理恵を助けるか。

　前羽良さんも理恵も見捨て、佐崎を助けるか。

　どれだけの悲劇が訪れるとわかっていても、何かを選ばなければならない……。

　だけど、本当に全員を救う方法は存在しないのか？

　もう一度。

　これが最後だ。

　考えろ。

　なんでもいい。

　思い出せ。

　なんでもいい。

　思いつけ。

　奇跡を起こす方程式を！

　このまま、誰かを犠牲にして、誰かを不幸にしてたまるものか！

「大丈夫、か？」

　ゆうきが、心配そうにこちらの顔を覗き込んでくる。

　その顔を見て、ある重要なことと共に、津波が押し寄せるように閃いていく。

「……なあ、ゆうき。お前、魂を封印したり、切ったりすることができたよな？」

「できるが……。それがどうかしたか？」

　理恵の両親にもやっていたのだ。そういう異能が使えるのは確かのはず。

「一人の体の中に、魂がふたつあって。そのひとつだけを抜き取ることって可能か？」

　ゆうきは、静かに頷いた。

「可能だ。前羽良に他の魂が宿っているのもボクの目には見えている」

「そうか……」

　上手くいけば、これですべてが解決するかもしれない。

　誰かの記憶や命を救うのに、佐崎の魂が必要。その前提を覆せる。

　現実に生きる人間すべてを、救える可能性は、ある。

　だけど、それはシナリオ的には許されても、彼女的にはどうなのだろうか……。

「どうかしましたか？　何か思いついたんだったら、言ってください！」

　希望に縋るように、藤田が口を挟んでくる。

　言わないと、駄目だよな……。彼にとっても、重要な問題だ。

「木の力を復活させられるのは佐崎の魂だけじゃない。彼女のもう一つの魂もだ」

　俺は彼のヒロイン、前羽良さんを見た。

　彼女は、俺から目を逸らさず、虚ろな目の奥に決意を秘めていた。気のせいかもしれないが、彼女はこれから俺が言うことを、ほとんどわかっている気がした。

「彼女に宿っている前世の魂。その魂を『生け贄』にすれば、木の力を復活させることができる。ゲーム的な設定で言えば、彼女に宿っている前世、その子孫が木を回復させることができるだろう。であれば、前羽良さんに宿っているもう一つの魂だって、木の力を回復させる条件を満たしているはずだ。何しろ、子孫どころか本人だしな……」

　俺の話を聞いた藤田は、驚きの表情をまったく隠していなかった。

「む、無理ですよ。確かに条件は満たしているかもしれないけど、切り離すことができないから、木の力を使って前世の記憶を消すんじゃないですか！」

「できるんだよ……。そこにいるゆうきは、ゲームの設定を投影させて、魂を切ったり封印したりする能力を持っているんだ」

「そんなこと、できるわけが……」

「さっきのこいつと普久乃原との戦いは見ていただろう？　少なくとも、超常的な力を持っているのは理解しているはずだ」

　そう言うと、藤田は訝ったが、何も言えないようだった。俺が噓を言うメリットもないし、ゆうきのとんでもない力は目の当たりにしたから、普久乃原の投影を含めて、できてもおかしくないと理解したのだろう。

　そう。確かに、ゆうきの力を使えば、可能は可能だ。

「だけど、それができたとしても……。それを実行するということは、彼女の前世の魂を『犠牲』にするということだ……」

　嘆くように独りごちる。

　彼女の前世の魂は、ゲームのシナリオ的にも本来いてはいけない存在。

　善悪の区別なしに、前羽良さんに前世の記憶を埋め込み続けているだけだ。

　現実に残す理由はない。

　だけど、それは魂であって……。生きているんじゃないのか？

「やってください」

　悩んでいる俺を促してきたのは、意外な事に前羽良さんだった。

　辛そうにしながらも、俺に何かを訴えかけようとしている。雰囲気が異常だった。

「あなたは、前世の……？」「その声……。お前は……？」

　藤田と、横たわっている普久乃原が驚愕の声を漏らす。

　普久乃原はどう考えているのかわからないが、藤田の方は呆然としていた。

「何を悩むことがあるんですか？　私の魂は、本来いてはいけない存在。それを切り捨てられない、というのは間違った責任感だと思いますが……」

　彼女が毅然と言い放つ。それは、前羽良さんであって、前羽良さんではないような。

「私は、苦しかった。助けて欲しかった。早く楽になりたかった……」

　前世の人格が表に出てきている。きっと、彼女は今『前羽良知世』ではない。

「だけど、あなたは今生きている……！」

　今、彼女が俺と話をしているのが、何よりの証拠じゃないか。

「あなたを犠牲にしても、それはハッピーエンドなんかじゃないんだ……！」

　独り言のように、俺は叫んでいた。

「このまま、誰かが犠牲になったとしても、誰も幸せにならない……！」

　誰かを傷つけることで、築かれる幸せなんて幻想だ。それは今でもそう思う。

　そんな俺の信念なんて、理想でしかないという自覚はある。

　だけど。

「全員が幸せになる。それこそが、俺たちが求めるべき、結トウルー末エンドなんだよ……！」

　俺たちの目標は、ゲームの決められたエンディングじゃない。

　目指すのは、現実での無限の選択肢を切り開いて得られる幸せな日常だ。

　そこには、佐崎も前羽良さんも、藤田も普久乃原もいるはずだ。

　ソフトクリーム屋で偶然出会った時、あんなに仲が良さそうだったじゃないか。

　ああいうのだって、日常の中の幸せの一コマだろう。

「全員幸せになりますよ。知世は救われ、佐崎も救われ、あなたの大事な人も救われる。そして、もちろん私自身も救われる」

「死が、幸せになりえるって言うのか……！」

　生きられるべきものが、生きるのが幸せじゃないのか。

「場合によってはそうなるでしょう。過剰に生き続けることは、幸せにはなりえない」

　そう言って、彼女はこらえきれなくなったのか、瞳に涙を浮かべ始めていた。

「救って、ください……。もう、これ以上、現実に縛られて生き続けるのは苦痛でしかない。私はもう充分すぎるほど、生き長らえてきたのだから……」

　彼女のその生きたという感情は、作られた記憶かもしれないというのに、本当に辛そうに見えた。

　絶対的な幸せなど存在しない。幸せは主観的なものでしかない。

　俺程度の幸福観を押しつけるのは、ただのエゴでしかない。

「…………彼女の願いを聞いてやってくれないか」

　口を挟んできたのは、信じがたいことに普久乃原だった。

　あまりにも意外だったため、俺も藤田も言葉を失ってしまった。

「彼女の願いを、俺は誤解していた。人生をやり直す。それが、彼女の願いなのだと」

　そのはずだ。俺が覚えている限りでも、そんな話だったはず。

　だけど、それはもしかして、違っていたとでも言うのか？

　最期を迎えたかったというのが、彼女の本当の願い？

　それは、ゲームの裏設定なのか……。それとも、現実で生きたことによる気持ちの変化なのか……。俺には判断がつかない。

　ゆうきや藤田を見ても、彼らはかぶりを振るだけだった。トゥルーエンドを知っているであろう二人からしても、意外過ぎたようだ。

「彼女の悲しみに満ちた声など、これ以上、聞いていたくなどない。今更俺が頼みなど言えた義理ではないが、それでも、頼む。救って、やってくれ……」

　いつの間にか、縄の束縛を受けつつも、土下座をして頼み込んでくる普久乃原。

「お願い、します……。これは犠牲ではなく、私に対しての救済。私を救済することで、あなた方の望みが叶うのです」

　前羽良さんの声で、訴えてくる前世の魂。

　誰かの死による幸せなど認めたくはない。だけど今、彼女の言い分を認めないのは、ただの偽善でしかないのかもしれない。

　決断、するしかない。

　俺は、静かに頷いて、それを返答とした。

「感謝します……」

　前羽良さんに宿った前世の魂は、静かにそう呟き、笑ったように見えた。

　藤田に視線を向けると、彼自身も頷いていた。

「彼女自身がそう言うなら、自分は何も言えません……」

　ゆうきを見る。『明石葵』の能力を投影した彼女を。彼女も、頷きで返してくれた。

「ごめん……。お前に頼ることになって。俺は本当に、情けない男だ」

「そうかもな」

　そう言いつつも、ゆうきは、俺を優しく見つめ返してくる。

「だが、君じゃなければ、こんな手段は思いつけなかったんだ。ボク自身ですら考えもしなかった。胸を張って良い。安心しろ。必ず、成功させる」

　藤田が、前羽良さんを優しく立たせて、その体を支える。

　そして、ゆうきは、前羽良さんの目の前に立った。

「痛みはない。ただ、目は瞑っておいた方が良い。動かれると、危険だ」

　ゆうきが前羽良さんに忠告すると、彼女はゆっくりと頷いた。

　静寂が訪れる。俺と咲は固唾をのんで見守っていた。

　ゆうきが右手に持つ木刀を水平に倒し、左手で刀身をなぞるように動かすと、その部分が光り始めた。明石の異能の力だ。静電気のはじけるような音が響き渡る。

　ゆうきは木刀を上段に振りかぶり。

　勢いよく、木刀を斜めに振り下ろした。

　刀身は、風切り音を立てて、前羽良さんの体をすり抜ける。

　見た目には何が起こったのか、さっぱりわからなかったが、ゆうきは手応えを感じていたようだった。

「ありがとう……」

　小さくそんな声が聞こえてくる。それは、前羽良さんから切り離された前世の魂が残した声だったのか。だけど、もう確かめることはできない。

　それに反応するかのように、木がまばゆい光を伴って輝き始めた。まるで蛍が周りを飛び回って、木の中心に向かって行ってるような。

　あまりにも幻想的なその眺めに言葉を失った。

「大丈夫ですか？」

　藤田が前羽良さんに駆け寄って、無事を確認するように肩を摑む。

「うん。大丈夫……。あの人も、最期は安らかだったよ……」

　無事を確かめ合うように抱き合う二人。

　彼ら自身のシナリオの子細はわからない。だけど、彼らはきっとハッピーエンドになったのだろう。あの弾けるような笑顔を見れば、それがわかる。彼らにも、様々な苦難があったことが窺える。

　今度は、こっちの番だ。

　ほんの少しの間だったけど、あの前世の魂は俺に大切なことを教えてくれた。

　それを無駄にはしてはならない。

　光を放つ幹に向き直る。

「理恵の記憶を、本人に戻してくれ！」

　俺はそうするのが当然とばかりに、願望を木に向かって叫んでいた。

　すると、木が一際、強い光を放ってくる。

　周りの風景が白一色になるほどの強い光が一瞬で辺りを覆った。




　なんだ、この場所？

　夢でも見ているかのような感覚だ。何故ここに来たのだろうか？　理由も何もわからない。

　しかし、本当になんとなくだが、俺が『エターナル イノセンス』を現実に出して欲しいという願いを叶えた空間にも似ている気がした。

「なんか、懐かしい感じがする……」

「そうだな……。ボクが設定をした空間にも似ているような……」

　一緒に引き込まれていたのか、隣にいた咲とゆうきがなんとはなしに呟く。彼女たちは、呆気に取られた表情をしながら、周りを見渡していた。

　驚愕する事態ではあるが、恐怖などはまるで感じない。現実離れした空間だというのに、逆に、安心感すら覚えてしまう。

　ここは、ある意味では、何かにおける『理想』の空間。根拠もなく、そう感じる。

　そして、俺の内心の戸惑いなど、無視するかのように。

　いつの間にか、俺の目の前の空間に薄ぼんやりとした理恵が立っていた。

　何となくではあるが、困ったような顔をしている気がする。雰囲気でわかった。

「……武たけちゃん」

　久しぶりに聞いた佐崎とは違う理恵の声。それだけで、すごく安心した。あらゆる不安や焦りが、霧散していく。

　何故理恵がここにいるのか。そもそも、自分がここにいる理由などわからないが、とにもかくにも、理恵と話がしたい。もっと、声を聞きたい。

　たとえ、これが夢だとしても、彼女に触れたかった。

　理恵に対して、一歩近づく。

　だが、理恵は一歩後ずさってしまった。

「どうしたんだ……？」

「戻れない……。戻れないよ……。あれだけ、武ちゃんを心配させて、迷惑かけて……。今から戻るなんて、できないよ……」

　理恵は、もしかしたら一連の展開を見ていたのかもしれない。理由はわからないけど、言動から察するに、そんな気がした。

「気にするな。俺は、俺がやるべきことをやっただけだ。もっとも、解決法を思いついただけだったけどな。ゆうきと咲様々だ」

「でも、あたし、ひどいことを願おうとしたんだよ？　武ちゃんの記憶があたしと一緒になりますようにって……。勝手だよね。そうならなくて、本当に良かったよ……」

「だからなんだ」

「あたしのことは、放っておいて……。それが武ちゃんの幸せだと思うから」

　それを聞いて、今まで黙っていた咲がその表情に怒りを露あらわにしていく。

「秋原さんの想いってその程度なの!?」

　咲は、躊ため躇らわず、間髪入れずに続けた。

「秋原さんがいないことで、武紀くんが幸せになるなんて思い違いも甚はなはだしいよっ！　今まで、武紀くんの何を見てきたの!?　秋原さんを助けるために、武紀くんは一生懸命頑張ってきたのにっ！」

　あまりにも強い感情に対して、理恵は一瞬呆気に取られていたようだったが、すぐに反論した。

「か、神楽さんに何がわかるのよ！　あたしたちは虚構の存在で……」

「武紀くんは、そんな風にわたしたちを見てないっ！　秋原さんが、武紀くんをそういう風に見てるんだよっ！」

　咲が、叫び続ける。絞り出すように。その声を理恵に無理矢理届かせるように。

「そんな人に、わたしは負けない！　武紀くんがこれだけの想いを見せてくれたら、わたしは武紀くんに好きになって欲しい！　わたしはもう、相手が誰だろうと譲ったりしない！　秋原さんが、帰ってこないなら、どうぞご勝手に！　わたしは、武紀くんと幸せになるから！」

　咲は、言いたいことをすべて言い終わったのか、理恵に背を向けて、それ以上、口を開かなかった。

　全部が全部、本心ではないだろう。理恵を焚き付けるために、敢あえて悪役を演じてくれていた。そんな咲の心意気に感謝する。

「なあ、理恵。お前は俺にとって大事な女の子であることに変わりがないんだ。お前がどんな想いを抱いていたとしても、それは変わらない。そんな大事な子が自分から不幸になろうとしているなんて、そんなこと到底、俺には見過ごせない」

　俺は彼女たちを幸せにすると誓った。

　大事な人を幸せにするのに、理由なんか必要ない！

　あの時、誓った彼女たちへの想いは、決して色いろ褪あせたりはしない！

「たとえ、お前がここで戻ることを拒否したところで、俺は絶対に諦めない。ここで、何年でもずっとずっと説得させてもらうつもりだ」

　彼女の気が変わるまで。俺からは絶対に諦めたりしない。

「今の境遇を不幸だと思っているなら、俺はお前に倍以上の幸せを作り出してやる。……いや、違うな。ごめん」

　そうじゃない。

　俺一人で、できることなんか、たかが知れているのだから。

　だから、

「一緒に歩いて、幸せを作り上げて行こう！」

　これが、俺の今の噓偽りのない正直な気持ちだ。

　その言葉のあと、徐々にではあるが、外見の薄かった理恵が輪郭をはっきりさせていくのがわかった。

　それは、理恵の意志の力だったのかもしれない。

　そして、声が聞こえた。

　たった、一言。

「うん！」

　様々なものが詰まった、世界で最高の同意だった。

　その瞬間、俺と咲とゆうきの意識は元の現実へと帰還した。




　俺たちが先ほどの空間に行っていたのは、藤田たちにしたら、時間にして一秒もなかったらしい。

　現実に戻ってくると、普久乃原は何故かいなかった。

　藤田たち曰く、いつの間にか消えていたということだった。

　それは、シナリオが終わったことによる消失なのか。辺りを捜したが、普久乃原が見つかることはなかった。

　その後、目を覚ましたものの意識がボーッとしている佐崎を連れて彼女の家に行ったり、理恵の安否を確かめたりとしているうちに、日を跨ぎそうな時間になってしまった。

　俺たちは疲れていたこともあって、話すべきことは明日以降にしようということになり、そこで解散となった。

　疲れた足を引きずって、家へと帰ると、

「おかえり、たーくん。遅かったね」

「おにーちゃん、おかえりー」

　と、いつもの安心する返答が帰ってきた。もう時間も遅いのに、俺を待っていてくれたらしい。俺の傷などを見て、すごく心配してくれたのがむず痒かった。

　なんとなく、日常に戻ってきたんだな、と実感する。

　少しだけ事情を話して二人を安心させた後、俺は部屋に戻って泥のように眠った。







　アカシックサーバー







　気付けば真っ白な空間にいた。

　立っているのか、寝ているのか、座っているのか。あるいは、そのどれでもないような、不思議な感覚で俺はそこにいた。

　来るのは何度目になるのだろう。

　ここは、例の、願いを叶えた場所だ……。

　そして突如、何の脈絡もなく、願いを叶えた時と同じような電子音声がその場で共鳴するように鳴り始める。

「ワールドレイヤークラス名『メモリーロンド』。全フェイズ終了」

「関係性収集完了。シナリオ終了。設定に従い、関係性継続」

「不要シナリオクラス。削除。実行」

「キャラクターナンバー１。シナリオ終了に従い、シナリオクラス、削除」

「不要キャラクタークラス。整理。実行」

「キャラクターナンバー０。関係性継続に従い、人物クラスをプロテクト対象に設定」

「キャラクターナンバー１。関係性継続に従い、人物クラスをプロテクト対象に設定」

「キャラクターナンバー２。シナリオ終了に従い、記憶インスタンスを適合者規則に基づいて、バックアップから復元。リビジョンナンバー設定。ロード。エラー。人物クラスからの拒否反応。特例許可。処理を一時スタック。可能な処理のみを実行」

「キャラクターナンバー５。シナリオ終了に従い、人物クラスを削除」

「特例処理。ワールドレイヤークラス名『エターナル イノセンス』。参照」

「キャラクターナンバー０。プロテクト解除。シナリオ終了に従い、記憶インスタンスを設定者規則に基づいて、バックアップとマージ。再プロテクト。実行」

　そして、高速の電子音声はいつの間にか止み、それ以降、何も聞こえなくなった。

　それと同時に、目の前に、人型の何かが浮かび上がってくる。

　曖あい昧まいな白い残像のようだったそれは、少しずつ、輪郭をはっきりさせ、見覚えのある人物を映しだす。

　目の前に、俺たちを苦しませた普ふ久く乃の原はらが立っていた。

「普久乃原……？」

　逃げるという行動も取れず、俺はその場から動くことが何な故ぜかできなかった。

「そんな警戒するな。お前をどうこうするつもりもないし、そんなこともできはしない。この空間は、そういう場所だ」

　口も開くことなく、ただ、声だけが聞こえてきた。

「なんなんだ、この場所は？」

「さてな。俺にも詳しいことはわからない。お前らで言うところの『理想の空間』というのが、もっとも正しい表現かな」

　正しい表現と言われても、ピンとはこない。

　なんにせよ、人知の及ばぬ場所、ということか。

　そして、普久乃原は唐突に俺に意志を伝えてくる。

「別れを告げに来た」

「別れ？」

「ああ。俺はもうじき消える。現実からは完全に消えて、その痕跡は残らない。記憶がプロテクトされてるお前たちのような設定者は、覚えていることになるだろうがな」

　昔のことを思い出す。夏なつ海みが消えた時も、彼女はこの空間で、自分が消えることをわかっているみたいだった。この空間に限らず、理り恵えや咲さき、春はる姉ねえたちも、自身が消えることを自覚していた。

　そう考えると、普久乃原は、自分の存在がどういうものかを把握しているのだろう。

　そして、それよりも、普久乃原が消えることに対して、俺は複雑な思いに駆られた。

「藤ふじ田たや前まえ羽は良らさん、それに佐さ崎さきと別れることが悲しくないのか……？」

　一度しか見ていなかったけど、佐崎を含めた四人は、シナリオが動き出すまで、仲の良いグループのように見えたのに……。

「もう三人と別れは済ませた。それに、彼女のいない世界にいても意味がない」

　普久乃原の言う彼女というのは、前羽良さんに宿っていた前世の人格のことだろう。

「そういう問題なのかよ……」

「確かに三人とも、俺が実父を殺した汚れた手を持つことも知らずに良くしてくれた。夢のような時間だった。だが、俺にとって、彼女の魂はすべてに優先するんだ」

　普久乃原にとって彼女とは、どんなものを捨ててでも救うべき人間だったのだ。

　ある意味では潔く、尊い。方法は間違っていても、確固たる意志があった。

　それを、本来は虚構のものと笑う人間もいるかもしれない。

　だけど、彼らは今の今まで現実に在あったのだ。本気だったのだ。

　その彼の行動を、意志を、笑う気には到底なれなかった。

「それに、お前もそのうちに、決断することになるんじゃないのか」

　意味深に言ってくる普久乃原。

　彼は本当にどこまでわかっているのだろう。

　しかし、俺自身も先ほどの電子音声を聞いたことで、やるべきことは理解した。

　おそらく、彼はそのことを言っている。

「それじゃあな。もう二度と会うこともないだろう。巻き込んだ女に俺の代わりに謝っておいてくれ。それと最後に、あいつの魂たましいを救ってくれたことに、礼を言わせて欲しい」

　その普久乃原の言葉が合図になったかのように、周りの風景は少しずつ灰色へと滲にじんでいく。完全に黒になる寸前に、

「ありがとう」

　と、混じりっけのない感謝の思いが伝わってくる。

　その言葉を最後に、普久乃原は現実から消失した。







　ラストデバッグ







　あの俺の人生の中でももっとも濃かった一日が終わってから、翌日の日曜は休養に充てざるをえなかった。さすがに昨日は無理をしすぎたようで、体が言うことをきかなかったのだ。

　そして、その次の日である月曜日、俺は普通に学校へと登校していた。

　いつも通り、春はる姉ねえが隣にいて、左の袖を夏なつ海みが握っていた。

　理り恵えは、まだいない。

「理恵ちゃん、いつ起きるんだろーねー」

　夏海が、そんなことを不安そうに言ってくる。

　理恵は、あの木に俺が願った時から、眠りについてしまったらしい。そして、一日以上経った今も、まだ目覚めていなかった。

　すぐに目覚めるかと思ったけど、さすがにそこまで都合良くはなかったようだ。

　とはいえ、もう不安は全くなかった。

「大丈夫よ。理恵ちゃんは、ちゃんとたーくんの胸に帰ってくるから」

　じきに理恵は目を覚ます。そんな確信めいた予感がある。

　でも、春姉。胸に帰ってくるってどういう意味なのですか？

「つっづっきくーん、おっはよー！」

　後ろから駆けてきて、追い抜いて、即座に一八〇度回転。

　いつもの元気な笑顔を見せてくれる咲さきだった。あれだけのことがあったのに、逞たくましいやつだった。でも今は、その逞しさがありがたい。

　そして、俺の顔をマジマジと見始める咲。

「……なんか顔に付いてる？」

　不安に思ってそう聞くと、うーん、と言葉を探すように唸うなってから口を開いた。

「逆かなっ。たぶん、落ちたんだよ。武たけ紀のりくんの不安がさ。というわけで、いただきっ！」

　素早い動きで、デジカメを取り出して、俺を激写する咲。止める暇もなかった。

「いえーい。武紀くんの写真、初めてゲット～！」

　油断した。被写体になりたくなかったけど、ま、今日ぐらい、いいか。デジカメを変なことに使っちゃった負い目もあるしな。

　それから、俺と一緒に歩き出す咲。

「あれだけのプロポーズしたからねっ。秋あき原はらさんが起きるのも、きっとすぐだよっ」

「プロポーズ？」「ぷろぽーず？」

　特定の単語に、非常に食いつきのよいお魚さんが二人いた。

　なぜ、ここであの時のことを話題にするのか。

「わたしも、あんなこと言われてみたいなぁ」

「へー、たーくん。どんなこと言ったの？」

「お兄ちゃん、おとなー！」

　結局、相変わらずな登校になってしまった。




　校門近くで、春姉と夏海と別れて、咲と一緒に教室へと向かう。

　ドアを開けて、教室の中へと入る。高たか橋はしが腕を組んで、椅子を前後に揺らしている。なんか、横目で睨まれていた。

　呼ばれている気がしたので、彼女の席に近づいて、声を掛ける。

「おはよう」

「……………………………」

　しかし、いつものようにスルーされた。やはり、俺はまだ許されていない。まあ、当たり前か。まだ、彼女に許してもらえるほどの行動を起こしたわけでもないしな……。

「もう……愛あいちゃんたら……」

　まあ、ゆっくりやろう。それに、未いまだに佐さ崎さきに対しての答えをはっきりと持てていない俺が、高橋に許してもらうわけにもいかないからな。

　そんな風に考えながら、俺は咲と離れて、自分の席へと座った。

「おはよう」

　と、横に座るゆうきが話しかけてくる。俺も、おはようと返した。

「おまえも久しぶりの登校だな」

「そうだな。勉強の遅れが心配だ」

　成績表、九か十しかないくせに、何を言っているのか。優等生め。

「そういえば、言うの忘れてたけど、色々とありがとうな」

「礼には及ばない。ボクは秋原理恵から頼まれただけだ。君を守って欲しいとね」

　理恵のやつ、ゆうきと、そんな約束を交わしていたのか。

「いつだ？」

「……秘すが華はなだよ。女同士の約束に、男がしゃしゃり出てくるのは無粋だろう」

　気になってしまう。でも、それよりも、理恵が俺を守ってくれたような気がして嬉しくなった。

「でも、理恵に頼まれただけで、あれだけのことをやってくれたのか？」

「まあ、彼女には負い目もあるからな。彼女のお願いであれば、君を悲しませる要因は、すべて取り除く必要がある」

　すごいな、理恵のお願い。

「だが、次に不可抗力でも君が彼女を悲しませたら、普ふ久く乃の原はらにやられた傷など問題にならないぐらい痛めつけてやるからな。覚悟しておくといい」

「……ぞっとしないな。でも、もう、絶対に悲しませたりしない。少なくとも、今回みたいなことじゃな」

　そう言うと、ゆうきは珍しく優しい微ほほ笑えみを浮かべた。

「早く、目を覚ますと良いな」

「そうだな。きっと、今日辺りにでも目を覚ますよ」

　いつものような会話。本当に、今日にでも目覚めてくれればいいんだけどな。




　その日の放課後。授業も終わり、ほとんどの生徒が帰ったか、部活に行っている学校の中で、俺は教室近くの踊り場で壁に寄り掛かっていた。

　今頃、佐崎は、今朝俺が電話でお願いした通り、公園に向かっているだろう。

　俺の答えを聞くために……。

　だから俺も、そろそろ、佐崎に会いにあの公園に行かなければならない。

　俺の答えはほとんど決まっている。だけど、まだ何かが足りないような気がしてて。

　答えが出ているはずなのに、それを言葉にできないもどかしさを感じている。

　気付けば、自分の情けなさに溜息をついてしまっていた。

「なにをこれ見よがしに溜息ついてるんだよ」

　何故か残っていた高橋に見られていた。これ見よがしに溜息をついたつもりはないんだけど。

「なんで、残ってるんだ？」

「うるせぇな、補習だよ。この前の小テストでちとヤバイ点を取ったからな。来なかったら留年回避の割り増しなし、なんて脅されたから仕方なくだ」

　随分と面倒見の良い先生がいるものだ。高橋に対してそこまで親身に付き合うとは。高橋の成績は、一学期の時の成績表を見た限りでは、悲惨極まりなかったからな。さぞ、骨も折れるだろう。

　うちの高校は十段階評価の通知表において三学期に各教科で一つでも二以下を取ったら留年が確定する。三学期の通知表は一年の平均となるから、一学期二学期で二以下を取ると挽回が難しい。とはいえ、ちゃんと真面目に授業を受けてさえいれば、三学期に留年回避の温情が入る。翔しよう也や経由で聞いた話だ。

　まあ、あまりにも酷ければ晴れて留年なのだろうけど。

「言っとくけど、あたしは謝らねぇからな。お前が考えを改めるまで、許すつもりはねぇぞ」

「だったら、なんで、俺に話しかけてるんだよ……」

　物好きなやつである。今朝も無視してくれたというのに。

「そんなことは、どうでもいいだろ。で、何を悩んでるんだよ」

　高橋は俺の横に立ち、俺と同じように壁にもたれかかって、そんなことを聞いてくる。

「悩んでるって、わかる？」

「そんな悩んでますって面して、わかんない方がおかしい。はっきり言って、ウゼぇ」

　そっちから声をかけてきておいて、何て言いぐさか。だけど、今はそういう言葉の方が心地好かった。

　高橋は威勢の良い顔を戸惑ったような顔に変化させて、神妙に聞いてくる。

「……秋原のことか？」

「いや、そっちに関してはもう大丈夫だ。きっと、な」

「そっか……。その根拠はわからねぇけど、それならいいんだけどな」

　少し安心したような、そんな表情になる高橋。

　高橋は、それから何も言わずに、その場に留まっていた。

「高橋はさ、誰かに告白されたことってあるか？」

　喋るようなことがなかったこともあり、何気なく、そんなことを質問をしてみた。

「……一応、あるよ」

　彼女は少し逡しゆん巡じゆんしたが、そうはっきりと口にした。横を見ると頰ほおを少しだけ朱に染めているのがわかる。

「それなりに前の話だけどな」

　少し意外な気もしたが、けっこう可愛いんだよな、高橋は。失礼な言い方だが、静かにしてれば、かなり絵になる。中学時代辺りの話かもしれないが、その時はモテてたのかもしれない。

「その時、どうした？」

「その場で断った」

「悩んだりはしなかった？」

「まったく」

　それはそれで潔いな。高橋らしいと言えばらしいけど。

　それにしても、俺の失礼な質問に明け透けに答えてくれるな……。一歩間違えば、セクハラじゃないのかこれは？

「理由は？」

　しかし、好奇心は止められず、さらに根本的なことを聞いた。彼女は言葉を選ぶようにして返してくる。

「……そん時は、好きなやつがいたからだよ。結局、振られたけどな。……いや、振られてはいないか。相手に恋人みたいなのが出来たってだけだし……」

　聞いていないのに、そんなことまで喋ってくれた。今日の高橋は少し、お喋りだった。

「なあ、その時、自分に好きなやつがいなかったら、その告白をどうしてたと思う？」

「はあ？　なんだそりゃ」

　高橋は、少し考えて、すぐに答えた。

「そんなもん、そういう状況になってみねーとわかるわけねーだろ。そもそも、そんなたらればの話はしたって意味がねーよ」

　高橋は俺の方に顔を向けて、真剣な目をして続ける。

「重要なのは今じゃねぇの？　もしも、の話なんかして何があるんだよ」

　その言葉に、ようやく心が晴れ渡ってきた気がした。

　そう。

　重要なのは今。

　考えるのは、それだけでいいじゃないか。

　今まで、何を悩んでいたのか。

　こんな簡単な答えを見つけるのに、どれだけ時間をかけているのか。経験不足にも程がある。

「……あたしはな、都つ筑づき。恋れん愛あいは、歯車だと思ってる」

　そんなことを照れながら言う高橋。

「全員が全員、ずっと幸せになんてなれるわけがない。何かが嚙み合えば、お互い好き合ってたかもしれないなんて考えるだけ無駄だ。各々の幸せなんて、きっといつだって形がなくて、絶え間なく変わっていく。歯が嚙み合わずに、動きがぎこちなかったとしても、当人たちは幸せかもしれねぇしな」

　そこまで言い切って、高橋ははっと気付いたように、すごく頰を赤くしてしまった。

「……こんなこと語らせんじゃねーよ。もう二度と言わねーからな。そもそも、これはとあるやつが言ってた言葉であって、あたしが思ってたわけじゃねーぞ。あたしが言ってたとか漏らしてみろ。独り言でも寝言でも、その場でシメてやるからな」

　高橋が勝手に語り出したような気がするのだが、俺のために言ってくれたことを考えるとそんな野暮なことを言うこともできなかった。圧倒的に経験値の足りない俺には、どんな助言もありがたく思える。

「お前、大人だな」

「だから、あたしの言葉じゃねーって言ってんだろ。第一、お前がものを知らねーだけだっての」

　悪かったな。数カ月前まで内向的なオタクだったよ。今も変わってないけど。

「でもな、都筑。個人の恋愛観なんて、誰だって違うんだよ。あたしが、さっき言った言葉をそのまま自分の考えとして定着させんなよ。参考にする程度にしろよな」

　そうだよな。

　きっと、人はみんな、異なった恋愛観を持っていて。

　それが、様々な関係をもたらすのだろう。

「ああ、わかった。ありがとう。それと、ごめん……」

「別に謝ってもらう必要なんかねーよ。行動で示せ、行動で」

　そう言って許してくれたのか、少し優しげな微笑を浮かべて、高橋は挨拶もそこそこに去っていった。

　俺は、まだまだ恋愛について、何も知らない。

　でも、知っていかなければと思う。

　たぶん、望まれていることだから。




　鞄かばんを持って一人、正門を出たところで、他校の生徒二人が俺を待っていた。

「こんにちは、都筑さん」

　夕日を背に立っていたのは、藤田と前まえ羽は良らさんだった。

「よう、見せつけてくれるじゃん」

　我ながら、らしくない台せり詞ふだった。ただ、彼らを見て、何となくそう言いたくなった。「はい、おかげさまで」

　ただ、今回は向こうが上うわ手てだった。難なく、返してくる。

「先日はどうもありがとうございました。それに本当に申し訳なかったです。失礼なことまで言い張ってしまって……。あの後、結局、お礼すら言えませんでしたから」

　頭を下げてくる藤田と前羽良さん。特に藤田は完全に冷静になったようで、この前のような、誰をも寄せ付けない死に物狂いな険しさが微み塵じんもなかった。

　だけど、礼を言われるほどのことを俺はしていないからむず痒がゆかった。

「礼なら、ゆうき、あの木刀を持った女の子に言ってくれ。俺は何もしちゃいない」

「いえ、自分にあんな発想はできませんでしたから……。自分は一番下策を選択しようとしてて……。人を死なせる選択をしようとしていたと考えると、ぞっとします」

「誰も冷静に判断できる状況じゃなかったんだろ……」

　第一、大事な子を危険に晒すような判断など、そうそうできないだろう。

　俺だって同じ立場になった時に、そんな判断ができたかどうかは疑わしい。

「そんな混沌とした状況で、あんな判断ができたあなたはすごいと自分は思います」

「褒め言葉だよな？」

　もちろん、と胸を張って言ってくる藤田だが、ギャルゲー知識を褒められるって、わりと複雑な気分だ。

「ところで、普久乃原に、別れの挨拶はされたか？」

「ええ。帰ってすぐ寝た後に、あの空間で……。もしかして、都筑さんも？」

「ああ。俺のところにも、挨拶に来たよ」

「そうですか……」

　藤田が神妙な顔になる。一いつ時ときでも親友だった彼に複雑な思いを抱いているような気がした。

　やっぱり、あれは夢じゃなかったのか。

「『メモリーロンド』のシナリオが終了したことで、様々な設定が消去されたみたいですね。だから、佐崎の『前世の魂の子孫』という設定も、消えてました……」

　藤田は、非常に心残りがあるような顔でそう告げる。

「佐崎にも謝ったんですが、彼女の中では大部分の設定が消えてしまったせいか、無理矢理連れ出されたぐらいにしか思われてなかったんです。謝った時に気味悪がられました。でも自分は覚えてるので、償っていこうとは思います。本当なら、記憶が残っているうちに、謝っておきたかったんですが……」

「そうか……」

　大部分の設定が消えたことで、俺の『メモリーロンド』の記憶もすべて元に戻っていた。今の前羽良さんと藤田はゲームキャラと同じ容姿をしているのがわかる。

　藤田から話を聞くと、彼の設定はかなり細かく、

『自分が主人公』かつ

『シナリオを展開』かつ

『自分に主人公を投影』と設定したらしい。

　そして、展開させるシナリオと登場させるキャラは『前羽良知とも世よ』だけに絞ったということだった。

　ただ、前羽良知世のシナリオを展開させる上で、サブキャラとして佐崎恵めぐ奈なは必要だったのだ。そして、それは普久乃原も。だから彼らは、藤田の想定外ながらも、存在せざるをえなかったのかもしれない。

　そして、シナリオを進めるために、異能である木の力も存在しなければならなかった。

　ゆうきの時は、妖魔たちが投影されなかったのに、何故なのだろうか……。シナリオ展開を優先するためなのか、現実に即さなかったからなのか。

　生態系の維持でも担っているのだろうかと突飛な考えが浮かんでくる。

　そんなことを考えて頭が混乱しそうになっていると、藤田の方から話が振られてきた。

「あの力、メールの方ですけど。あの力に関してはわからずじまいですが、機会があれば、もっと詳しく話し合う必要もありそうですね。結局、あの空間もわけがわかりませんでしたし……」

　みんなを守るために、俺たちはもっともっと、あの力のことを知っていく必要がある。

　俺たちだけで、答えが出せるなんて、思ってはいないけど。

　それでも、何もしないよりはいいはずだ。

「そうだな」

　藤田は鞄から紙とペンを取り出し、何かを書き始める。

「これ自分のメールアドレスです。メッセンジャーのアドレスでもあるんで気楽に送ってきてください。下に書かれた方が携帯の電話番号とメールアドレスです」

　差し出された紙を受け取る。俺も、同じように紙にメールアドレスを書いた。

「了解。じゃ、これ俺の。でも、男とメアド交換してもあんま嬉しくないな」

　主人公のようにぶっきらぼうに振る舞ってはみたもの、数少ない友達が増えたことで心の中では結構嬉しかったりする。

「では、私のも抱き合わせでどうでしょう？」

　前羽良さんがそんなことを言ってくる。

「人の彼女のメアドを、彼氏の目の前で交換ってのも……」

「いえ、私、大だい輔すけくんの彼女じゃなくなっちゃいましたから」

　前羽良さんから差し出された紙をつい受け取ってしまう。

「え？　なにそれ？」

　間の抜けた返事しかできなかった。

「大輔くんが、あなたのように、もっと主人公らしくなるんだって。それまで待って欲しいって言われました」

　一部、聞いたことがあるような話だった。

「都筑さん。自分はまだまだ主人公じゃなかったです。知世に甘えるのは、その後にしようかと思ってます」

　俺に感化されてしまったとか、マジか。まあ、別に良いけど……。

「さて、そろそろ行くか。佐崎を待たせるのも悪いしな」

　別れを告げたところで、藤田は申し訳なさそうに口を開く。

「すいません。本来であれば、それは自分の役目なのに……」

「いいさ。逆に俺がそっちの役目を奪ったようなもんだしな……」

　藤田としては、罪悪感が湧き上がっているのかもしれない。

　でも、藤田に譲るわけにはいかない。これは、俺の役目なのだから……。

「では、また……。重ね重ね、申し訳ありませんでした」

「さようなら。もう一人の主人公さん」

　そう言って、彼らは去っていった。その後ろ姿は、恋人のように幸せそうで。

　何となく羨ましくなった。




　藤田たちとの会話が終わったあと、佐崎の待つ公園へと向かう。

　公園内を見ると、木は存在していなかった。これも、消去された設定の一つだ。

　視線を横に移すと、ベンチに座って制服を着込んだ佐崎が待っているのが見えた。

「遅かったね、武たけちゃん」

　と、少し、呆れた顔をこちらに向ける佐崎。

「ん、悪い……」

　そんな俺の曖昧な謝罪にも、本気で怒ることはなく、彼女は笑顔を作っていた。「よいしょ」と言ってベンチから立ち上がり、俺の前に立つ。

「元気か？」

「そっちから呼び出しといて何を言ってるのかなー。元気に決まってるでしょ」

　一旦言葉を句切って、彼女は無事をアピールしてくる。

　声もすっかり元通りだった。その声は、昔聞いたことのある幼い声が、そのまま成長したかのようだった。

　……だけど、そもそも『メモリーロンド』の設定に彼女が巻き込まれたのは、何故なのか。

　考えられることは、いくつかある。

　設定者である藤田と同じ小学校だったこととか……。

　あるいは、彼女の名前が『佐崎恵奈』と同姓同名であったこととか……。

　ゆうきが昔言った通り、『基本的に現実に存在するものを使ってシナリオを構築するようにしている』という話を踏まえると、ひとつの疑惑が浮かび上がる。

『同じ名前で設定者の近くにいたから、佐崎恵奈というキャラとして巻き込まれた』

　似たような形で、ゆうきが俺のシナリオに『明あか石し葵あおい』として巻き込まれたから、あながち破綻した考えではないと思う。今でも納得はし難いのだけど……。

　あの、空間内で聞こえた『適合者』という単語が、どうしても頭に引っかかっていた。

　推論は、こうだ。

　前羽良知世のシナリオには、佐崎恵奈というキャラが必須。だけど、メインキャラではないから、作るぐらいなら、それに近い人間を使ってしまおう、と。必要なものだけを、設定してしまえば、事足りる。

　その必要なものとは、声や生け贄の設定などだ。

　彼女の声が変わった理由は、それが前羽良さんのシナリオに必要だったからだろう。意識を失う前羽良さんに、佐崎の声が届く。そんなシナリオが存在している。

　それに、声が原因で普久乃原に記憶が消されるというイベントもある。事実、それに理恵が巻き込まれたのだ。

　本当に推論に過ぎないけど、今考えられるのはこの程度だ。

　やはり、この複雑な設定の狭間に、何かしらの『意思』が感じられる。

　その正体は皆目見当もつかないけど、今はそれを甘んじて受け入れるしかなかった。

　佐崎恵奈のシナリオも展開させる設定にしていたら、あるいは彼女も前羽良さんと同じように出現したのかもしれないが、実際はどうかわからない。投影された力を取り巻くシステムは、やはり現状では理解不可能だ。

「あの木、土曜日まであったのに、どこ行っちゃったんだろうね……」

　佐崎が、ポツリと呟つぶやく。

　彼女にとって、大事な巨木が、この公園にはもう存在しない。

　俺自身も、『メモリーロンド』の設定が消えてから、ひとつ不思議な記憶が存在していた。

　いや、それは、本当の記憶と言い換えてもいい。

　佐崎が迷子になった時に、見つけていないという記憶。その記憶の中では、俺は佐崎が迷子になった時、公園にいたという話を翌日に伝え聞いているだけだった。

　そして、それ以降、疎そ遠えんになったということも覚えている。

　ゆうきにこのことを昼休みに相談した時に出た推測は、『『メモリーロンド』の幼少期のシナリオが投影された時。幼少期に藤田たちと同じ小学校だったり、近くに住んでいたから、そのシナリオに巻き込まれて、俺たちは幼少期をやり直した』というものだ。

　つまり、俺は一度過去に遡さかのぼるかなんかして、最序盤のシナリオに巻き込まれた。そして、その体験がそのまま現在に引き継がれたということ。

　確かにそう考えると歪いびつな状況に、ひとつ説明が付いてしまうのだ。

　仮に俺が、おぼろげにでも記憶を持って過去に遡ったら、間違いなく迷子になった佐崎を見つけることができたはずだ。もちろん、『おぼろげに記憶を持って過去に遡った』などというのは、結果からこじつけた予想に過ぎない。しかし、そうしないと迷子になった佐崎を見つけた説明が付けられないのだ。俺の家からこの公園に来るまでは、幼稚園児からすればかなり大冒険な上、遊び場は他にもあった。ここに来る理由がない。

　そして佐崎に、理恵や春姉、夏海たちの記憶がないのも。

　実際に過去へと遡った場合、俺の周りには彼女たちもいなかったのだろう。

　理恵や咲、春姉や夏海が現実に認識されているのは、過去が書き換わっているからではなく、周りの記憶が改変されているだけだからと考えれば納得できてしまう。

　もちろんこれも、結果から無理に理屈をこねているだけなのだが……。

　なんにせよ、今はわからないことだらけだということしか、わかっていない。

「さて、そろそろ、答えを聞かせてもらえるんだよね？」

　佐崎が辛そうに笑顔を浮かべて、こちらを真剣に見つめていた。

　彼女との、『最後』の、会話が始まる。

「もう一度、言うよ……。武ちゃんが、好き」

　あの時と同じ言葉で、佐崎が語り掛けてくる。あの時よりも、悲痛な声で。

「少しずつ思い出していったんだよ。武ちゃんへの想いを……。子供の時に抱いてたあの想いは今でもまったく色いろ褪あせてない。あの時は言えなかったけど、子供のころから好きだった。考えなしのあたしをいつもフォローしてくれて、いつも傍そばにいてくれた」

　俺の目を見て、逸らすことなく告白する佐崎。その、純粋さはあまりにも健けな気げだった。

「子供の頃の約束を持ち出すなんて、おかしいかもしれないけど、あたしはそれでも武ちゃんと一緒にいたい。今だから言うけど、ずっと待ってたんだよ。あの時の約束は、あたしの中で一番、大事な約束だから……」

　頭の中をいくつもの自問が巡る。

　だけど、答えはすでに決まっていた。

　言わなきゃ、何も進まない。

「ごめん。俺は好きな人たちがいるんだ」

「うん。聞いた……」

　すでに彼女は泣きそうな顔に見えた。

「だから、佐崎の告白は受けられない……」

「それも、聞いたよ……。あたしが、その中に入れないのは……、なんで……？」

　佐崎の目にじわりと涙が浮かんでくるのが見えた。

　俺は、また彼女を傷つけている。

　彼女との最後のやり取りだというのに、傷つけることしかできない自分が最低だった。

　最後の、言葉を、告げる。

「……佐崎は、今の俺を見ていない」

　そこが俺の考える理恵や咲たちとの決定的な差だった。

　自分を好いてくれることは嬉しい。今までにない経験だから、浮かれてしまっていた。

　だけど、彼女たちが今の俺を好きでいてくれるように、俺も彼女たちの今が好きだ。ゲーム内のキャラクターというだけではなく、純粋に彼女たちという存在が好きだった。

「俺と佐崎は、お互いの過去の好意をそのまま今に持ってきてる。今、俺がお前を想う気持ちも子供の頃と同じだよ。ただ、それは色褪せていないだけで、変わっていない。だけど、変わらなきゃ、きっとどこかですれ違うから……」

　彼女の瞳から涙が、零こぼれていく。

　佐崎は嗚お咽えつしていた。目に手を当てて、泣き顔を隠すように。

　手からこぼれた涙が、あの時と同じように地面をポツポツと濡らしていく。

　普通に考えれば、ここで立ち去るべきなのかもしれない。

　それでも、幼馴染として、最後は傍にいてやりたかった。

　彼女との絆きずなを否定した自分にそんな資格はきっとないけれど。

　温ぬくもりを与えることも、慰なぐさめることもできないけれど。

　新しい絆を否定したとしても。

　今までの絆まで、完全に否定したくなかった。

　たとえ、その行動が間違っていたとしても。

　彼女が大事な人であったことには、違いがなかったのだから。

「これで、心残りはなくなった。さようなら、都筑くん。あたしの、主人公……」

　唐突に、何の前触れもなく。

　俺が予想していた通り、最後のシナリオが、終了する。

「あ、れ？　あたし、何で泣いてるの……？」

　これは、『メモリーロンド』における佐崎の告白を受け入れず、バッドエンドとなるエンディング。『メモリーロンド』がエンディングを迎えた今、彼女を『メモリーロンド』の呪じゆ縛ばくから解き放つためには、告白を断る必要があったのだ。受け入れてしまえば、彼女はゲームの佐崎恵奈をそのまま継続してしまう。

　俺と佐崎と、『メモリーロンド』の主人公と佐崎恵奈。

　境遇が似通ってしまったのは、何かの定めだったのか……。

　でも、確信できることがひとつある。

　きっと彼女を解放するために、俺は彼女の幼馴染でいなければならなかったんだろう。だからこそ、彼女にお願いごとをされた時に、『幼馴染としてふさわしい行動』というのを俺は強要されたのではないのだろうか。

　泣いたままだった佐崎が、その涙を止めて、戸惑い始めている。

　彼女は少しずつ、あふれ出る涙を止めて、その光景を見ていた俺に気付いた。

「……あの、どちら様ですか？　どこかでお会いしましたか？」

　まるで、初めて会ったかのように、よそよそしく声をかけてくる。

　その対応は、予想はできていても胸がひどく痛んだ。

　身近な知人と別れたあとのように、急速に寂しさが胸に広がっていく。

　彼女は、ようやく本当の『佐崎恵奈』に戻った。

『メモリーロンド』が投影されて以降の記憶は知る由もないが、『メモリーロンド』が投影されていなければ、俺と佐崎は小学校に上がる前に疎遠になってそれっきりのはずだ。

　俺を覚えているはずもない。

「いや。ただ、泣いてたから心配で……」

　俺がそう心配すると、頰を少し赤らめて恥ずかしがる。その様さまは、記憶の中の彼女とまったく同じ仕草だった。

　どういう風に記憶が補完されたのかはわからないが、彼女の中に俺の記憶がすでにないのは確実で……。

　俺は彼女のことを知っているというのに、彼女が俺を知らないのが歯がゆかった。

「ご、ごめんなさい。恥ずかしいとこを……」

　そう言って、彼女は足早に公園から去ろうとしていた。

　これで、俺と佐崎の絆は終わる。『メモリーロンド』に巻き込まれた結果、再び繋がった縁だったけど、彼女と過ごす時間は嫌じゃなかった。

　彼女の背中を静かに見送る。目に焼き付けるように。

　だが、ここに来て、ようやく俺は言わなければならなかった言葉を思い出す。

　今の彼女には通じない。

　だけど。

　言わなきゃいけない気がした。

　今なら、まだ、間に合う！

「めぐ！」

　そう叫ぶと、彼女は困惑しながらも、条件反射のようにこちらへと振り返った。

「遅くなったけど、誕生日、おめでとう！」

　佐崎に聞こえるように、大声で叫んだ。

　見知らぬ人間に、誕生日を祝われても、不気味に感じるだけだろう。

　当たり前ではあるが、彼女はただただ面食らっただけのようだった。

　不思議がる彼女を尻目に、彼女とは別の出入り口へと走り、公園を出て行く。

　八年間も言いそびれていた生誕祝いの言葉。

　結局、こんなことを言ったのが正しいのかどうかはわからない。

　だけど。

　俺の我わが儘ままでしかないけれど、彼女の誕生日を祝っておきたかった。

　最後の。ひとつのけじめとして。




　こうして、俺と佐崎の絆は、再び終わりを迎えた。







　エピローグ







　薬品くさい廊下を抜けて、理り恵えのいる病室へと入る。

　おばさんは席を外しているのか、今はいなかった。

　とりあえず、傍そばにあった椅子へと腰を下ろす。

　理恵は、こんこんと眠り続けていた。少しだけ、その表情が微笑に見えるが、気のせいかもしれない。

「約束だからな。ちゃんと、優しく起こしてやる」

　約束を思い出しながら、立ち上がって、手を肩に当て、ゆっくりと揺さぶってやる。

「ほら。夕方だぞ。もうどう足あ掻がいても欠席だけど、そろそろ起きろー」

　ゆっくりと揺さぶりながら。

　優しく声を掛け続ける。

　何分、何時間、そんなことをやっていたのかわからない。

　そして、今日は起きないのかな、とあきらめかけて、最後に揺さぶろうとして力を入れた時。

　本気で。手が滑ったのだ。

　手が、肩から一直線に理恵の胸に向かい、パジャマ越しに、それに触れてしまった。

　すぐに手を離したが、一度付いた感触は完全に脳が記憶したらしく、未いまだに手の内に残っている。煩ぼん悩のうが収まらない。春はる姉ねえよりも大きかったとか。すごく柔らかかったとか。ノーブラでしたとか。そんな感想が勝手に思い浮かんでしまう。やめろ、俺の脳細胞。

　正直に言えば、今日はもう起きて欲しくなかった。

　こんなので目を覚まされても困る。

「ううん……」

　困るんだってば。

　周りを見渡しても、他には誰もいない。そんな声をあげられるのは一人だけだ。

　見ると、理恵が目を徐々に開けていた。

「武たけちゃんの、えっち……」

　なんて締まらない話なんだ。

　眠れるお姫様を起こすのには、キスだったり、命がけで取ってきた秘薬だったりするはずなのに、よりによってパイタッチってどういうシナリオだよ！

　ちゃんと起きてくれたのは、本当に嬉しいけど！

「すまん。手が滑った」

　本当なのに、なんて噓うそくさい言い訳だ。

「う～～そ～～だぁ～～～～～」

　ジト目でそんなことを言ってくる理恵。

　俺は今責められてるはずなのに、彼女とやり取りをしているだけで、なんだか楽しくなってくる。

　理恵は徐々に安心した顔になっていき、一音一音を大切にするように呟いた。

「ただいま……」

「ああ、おかえり……」

　再び、椅子に腰を下ろして、理恵の顔を見る。

　理恵は体を起こして、俺の方を覗き込んできた。

「おい、大丈夫なのか？」

「大丈夫だよ。ちょっと、寝てただけだし」

　まあ、記憶がなくなってる時も、看護師さんやおばさんと散歩してたりしてたらしいから、極端に筋肉は落ちてないのだろう。体そのものは、ほどほどに健康そうだ。

「約束、覚えててくれたんだね。今度起こす時は、優しく起こしてくれるって」

「まあ、な……」

　最後の最後で締まらないことをしてしまったけどな。

「なあ、理恵。一つ、お願いがあるんだ」

「え？　あたしに？」

　理恵は、少し驚いた顔になった。

「ああ。俺の子供の頃の話を聞いてもらえないか？　もう、俺のことを知らないくらいで、お前に寂しい思いはさせたくないんだ」

「武ちゃん……」

　この現実で、俺と幼おさな馴な染じみであるという設定は、どうしたって残ってしまう。俺自身は気にしないが、やっぱり理恵は気にしてしまうだろう。

　それに、俺だけが一方的に理恵のことを知っているというのも不公平だと思う。

　……いや、全部、言い訳かな。俺は単純に、自分のことをもっと理恵に知って欲しいだけだ。

　俺のお願いに、理恵は力強く頷いてくれた。

「うん、教えて欲しいな！　あたしも、知ってる限り話すよ。武ちゃんは知ってるかもしれないけど」

「長くなるけど、大丈夫か？　こんなものまで持ってきてるぞ」

　鞄かばんから、幼稚園、小学校、中学校の卒業アルバムを取り出した。幼稚園に上がる前のアルバムも家から引っ張り出してきた。

「あはは。面会時間いっぱいまで、話そ？　あたしも長いし」

　そして、二人でお互いのことを語り合った。物心ついたころからの、お互いの物語。

　理恵は、俺の話を熱心に聞いてくれた。興味深そうにアルバムを捲めくっていって、質問をしてくる。悲しい顔をしたり、喜んだ顔をしたり、怒った顔をしたり、その表情や感情は百面相のように感情豊かに移り変わっていく。

　俺も理恵の話を聞いていた。ほとんど聞いたことのある話ばかりと思っていたが、いくつか俺の知らない驚くような話もあった。

　そんな風に、過去を共有していくのが楽しくて、嬉しくて。

　結局、すべてを話し終わらないうちに、面会時間終了の刻限が迫ってきてしまっていた。

　そんな空気を感じ取って、なんとなく会話が途絶えた。

「今日は終わりだな。続きはまた明日だ」

　そう言って立ち上がろうとした時、理恵の手が俺の腕を摑んだ。

「待って。最後に私からも一つだけ、お願い……」

　彼女が一拍おいて、潤んだ目で見つめてくる。少し、不安そうに。

「武ちゃん。もう一個の約束、覚えてる？」

「そりゃ、もちろん。勉強以外の記憶力だったら自信があるからな」

　そう言うと、理恵は照れるように破顔する。

　俺は、理恵に小指を差し出し、言った。

「約束、やり直すんだろ？」

　それが嬉しかったのか、理恵は薄く頰ほおを赤らめた。

　差し出された小指に、自分の小指を絡めると、理恵が約束の言葉を紡つむいでいく。

「これからもずっと一緒にいようね……」

「ああ」

　そして、俺は目を瞑つむって、彼女からの頰へのキスを待つ。

　しかし。

　いつまで経っても、頰に来ると思っていたキスは来ない。

　そして、突然。頰ではなく、唇に柔らかな感触が伝わってくる。

　一瞬のことで、今起こったことへの理解が追いつかない。

　目を開けると、理恵が自分の唇に人差し指の腹を当てて、頰を赤くしているのが見えた。

「子供の時からは、一歩前進だよ♪」

　自分たちは進んだというように、少し誇らしげにする理恵。

　そんな安心するような笑顔の理恵に、何も言えなくなってしまった。

「幸せ、一緒に作っていこうね……」

　その笑顔を見て、思う。

　俺は、この笑顔を必ず守るんだ、と。

　改めて、誓う。

　絶対に、幸せにしてみせる――。
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　あとがき




　初めての方は、初めまして。すでに知っている方は、お久しぶりです。




　二巻にして、あとがきのネタが尽きているという体ていたらく。

　書いていいネタと、書いたらアウトなネタの選別が難しいのです。

　何を書こう？　と取捨選択すると、面白そうな話はほとんどがアウトです。

　私が読んでたころは、「ネタがない？　そんな馬鹿な」とか、そんな感想を抱いていたんですけどね。今の私が聞いたら、憤ふん慨がいものです。

　思えば、競馬の予想に対する考え方もそうでした。

　競馬の予想とは、つまり勝つ馬を当てるものなので、馬を多く挙げておけば、基本的に的中率は上がりそうに思えます。

　私が馬券を買い始めたころ、近場では馬券が五百円単位でしか買えなかったんです（今では大体馬券は百円単位で買えるんですが……）。私自身の金銭的な事情もあったので、勝つ馬の予想を三頭に絞る必要があったんですよね。

　新聞の場合、その予想する馬の頭数がすごく多いと感じていたんですよ。六頭とか。なのに、何で当たらないのかと舐なめてました。

「頭数を増やすことができれば、俺はもっと当たるに違いない。そのためには金ッ！」

　とか、根拠のない自信を持っていたわけですが、もう大海知らずもいいところです。若気の至りと申しましょうか。

　様々な制約が外れ、頭数を増やし始めても、的中率はほとんど変わりませんでした。

　予想する頭数を増やせば当たるってものでもないのが競馬です。頭数を増やしても、最後に「こいつは勝たないだろう」と切った馬が来るのがお約束なのです。頭数を増やせば出費もかさんで当たったのに損してるなんてのもよくあったり。ならば趣向を変えて騎手で買おうと思ってもどいつもこいつも俺を裏切りやがります。今度はいつもと違う競馬場に行って心機一転を計れば勝ち馬の傾向がまったく違う？　調教師のコメント「今回は無理。走るだけ」で何で勝っちゃうのさ！　一着と二着逆だよ！　三着の馬邪魔！　差すな！　差すんじゃねぇ！　粘れ！　そのまま！　当たった！　審議？　降着して外れ!?　人生何度目だよ！　もう二度とエリザベス女王杯のレースなんか買わね―ッ!!　翌年には買ってたけど！

　…………………取り乱しました。

　そんなわけで、私は基本的に失敗しないとわからない人間でして。

　なので、来きたるべき時のために、ちゃんとあとがきのネタは考えておこうと思いました。

　この『ギャルゲヱの世界よ、ようこそ！』もシリーズ化させていただけるわけですしね。巻が出るたびに、あとがきで唸うなっていたら、少々問題です。

　ちなみに、次巻discデイスク3では、あの彼女たちがメインとなる予定です。

　あと、この本が出るころには『FBエフビー onlineオンライン』上で、外伝の方も始まっていると思います。こちらとは、少々毛色が違っていますが、楽しんでいただければと思います。




　それでは、関係者の方々に謝辞を。

　担当の川崎さん。時間のない中、根気よく付き合っていただいて、本当にありがとうございます。今後、できる限り、一二時過ぎに伺うのは避けるよう頑張ります。

　絵師の有あり河かわさん。毎度毎度、忙せわしなくてすいません。でも、描いてもらっているヒロインたちは、修羅場の中における一時の癒いやしです。

　そして、読んでくれた読者の皆さん。この物語を読んでいただき、本当に感謝します。本編、外伝共々、末永くお付き合いいただければと思います。

　それでは、また次巻にてお会いできれば、幸いです。





二〇〇九年四月　田た尾お典のり丈たけ
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第10回えんため大賞にて優秀賞デビュー。毎年、必ず何処か旅行に行っていた筈なのに去年から関東に引きこもり加速中。今年は絶対に何処かに行きたい。温泉に入りつつ、麻雀やって馬券の検討してＰＡＴで購入とかそんな駄目人間な生活に憧れる。現実はゲーム開発と執筆に明けくれる日々。有河さん描くヒロインたちでＨＰ・ＭＰ回復だ。







イラスト

有河サトル

Satoru Arikawa




兵庫県神戸市在住の絵描き修行僧。代表作を確立できる日を目指し日々精進中。コーヒーが好きだけど飲めばお腹を壊し、辛いものが好きだけど食えばお腹を壊し、好物の牛乳を飲めばお腹を壊す逆境と絶賛格闘中。この仕事を始めてラノベを読むようになったらしい。
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